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間 に 月 の 月 く 男 二 名 か 月 り 公 教
関 主 九 気 四 る 女 日 誉 つ 二 の 共 会

ｏ

し べ の
て と 「
「 な 真

文 る 善
学 こ 美
博 と に士 ） 対

」 を す

の 具 る

学 現 献
位 し 身
を た と
お こ ’

大管

長
の
ヨ

偉大

な
指
導
力 ．
と
奉

に ’修 教 日 最 の の

対 ユ 士 会 ’高 組 霊
す タ 」 の ユ の 織 の
る 州 の 教 タ 裁 は 指
な ロ 称 育 州 定 ’ 導
ら １ 号 委 プ を 大 者
び ガ を 員 ロ し 管 と
な ン お と ヴ て 長 し
き の く し オ そ の て
指 ユ る て の の 人 召
導 タ 。効 ブ 働 類 さ
と 州
’ 農

市 業民 大

の ．学

改 は
善 ’
お マ
よ ツ
び ケ・
霊 イ
の 大

改 管
善 長
に の
つ 「

く 教
し 育
た に
功 対
を す
感 る
謝 め
し ざ
て ま
」 し

「 い ．
法 貢

果 リ ら に れ
あ ガ き 対 た
る ム に す 早
働 ・ 対 る い ．
ら ヤ す す ご
き ン る ぐ ろ
を グ 学 れ か
し 大 園 た ．ら’学 の 献 ’

か は 表 身 隣
つ ’章 的 人

人 マ を の に
類 ッ し 奉 め
向 ケ て 仕 ざ
上 イ い を ま
の 大 る 認 し
た 管 ｏ め い
め 長
生 が
涯 「
を 有
か 能
け な
献 教
身 師
を で
し．あ
た り

て 奉
居 仕
り を’ し

こ て

れ 居
ら ら
公 れ
共 る
の 。

団 い

馳 麟 蹉 窟 縫
れ 訪 四 あ （ イ 手 教 つ の
る ず 月 る ダ ン 引 会 て 講
の れ 号 。 ク プ き の 以 話
は る に タ ル を た 来 を　
も 内 「 ダ １ １ 多 め 「 しち 外

モ ク ・ ヴ く に イ て ．９ろ 知 ル

タ リ メ あ い と 居ん 名 モ
１ ユ ン ら ろ『フ ら’

の ン ． １ ト わ い ル れ

き 士 教 リ リ エ し ろ １ る

わ は 徒 ユ ン ラ た の ヴ 。
め ’ の ［ ・ 編 。 資 メ

穎都 罫 糠 鰍 ．
切 長 ケ ． ケ ニ や 働 工
で 事 イ マ イ ’ い ら ラ

１鞘 １霧ｌｌ

ｌｌ難 羅
灘 華 馨鴛 １
に 訪 を （ の も 使 Ｌ
強 ず 掲 全 ダ ク の 徒 の
い れ さ 国 ク レ に Ｌ 上

印 ’ い 的 タ ヤ 次 と 席
象 大 し の ［ ミ の 題 論
を 管 た 雑 ・ ッ 四 す 説
受 長 。 誌 リ ド 種 る 委
け が
て 広
い く
る 国
。 の

内
外

「 ユ ル の 本 員
コ ［ ミ 著 ’ と

ロ リ ス 作 そ し

ネ ン 嬢 が の て
ツ ・ 編 あ 他 働

ト マ 集 る 霊 ら
」 ッ ） ．。 感 く

●
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◎

つ

し

と ★ ★ ル 重 ★ 誉 の 誉 ★ 三 力 ［ 長 ★ の ★ と ★ ★ さ 会 博 ★ く
功 千 こ ト な ア 会 名 委 マ 回 リ Ｌ の 二 人 「 に イ 次 れ 経 士 千 る績

九 の レ 貢 メ 員 誉 員 ツ 年 フ 章 「 ユ 々 ブ 献 リ に た 営 Ｌ 九 、Ｑ
の 百 外 ｉ 献 リ と 会 長 ケ 次 ヤ を 青 １ に ル ．身 ノ 挙 り の の 百

あ 五 マ ク Ｌ カ な 員 と イ 集 ル お 年 ヨ 宗 ！ し イ げ ｉ 学 学 五
つ 十 ツ 市 を ・ る の な 大 会 二 く に １ 教 キ か 州 る ． 校 ．位 十

た ニ ケ ア 表 ボ 。 称 り 管 に ヤ る 対 ク 的 イ つ シ 教 Ｌｂ の を 一・

こ 年 イ メ 章 イ

と 九 大 リ し ス

を 月 管 力 て 力

表 十 ・長 ・ 「 ウ

章 四 に ボ シ ト
し 日 お イ ル 大

て ’ く ス ヴ ソ
Ｌ タ ら カ ア ル

マ マ れ ウ ｝ ト
ッ ス た ト ビ レ

ケ ・ 褒 大 ｌ ｌ

イ Ｄ 賞 ソ バ ク

大 ・ は ル １ 評

管 デ 次 ト 」 議

長 イ の レ 章 会
に ｉ 通 ｉ を は

褒 記 り ク お ’

賞 念 で 評 く マ

を 病 あ 議 つ ッ
お 院 る 会 た ケ

く は 。 の Ｑ イ
つ 「

た 国。 家

マ 社
ツ 会
ケ の
イ 健

大 康
管 を
長 守
は り
’か

デ つ
イ 増

１ 進
家 す
の る

人 こ
々 と
が に

所 関
有 心

年 そ 大
次 し 管
会 て 長
議 ’ の
に 千 「

於 九 ス
て 百 力

贈 五 ウ
呈 十 ト

、さ 六 プ
れ 年 ロ
た 一 グ
。 月 ラ

ニ ム

十 に
六 対
日 す
’ る

ユ 非

タ 常
州 に
ソ 貴

号 ’ 長 お 州 よ す 州 ’ 国 こ 力 育
を 千 は い ロ う る ’学 立 れ ゴ 団
受 九 千 て ス 推 奉 ア 問 褒 ら の 体
け 百 九 マ ア 薦 仕 メ 的 賞 を 国 お
た 五 百 ッ ン を の リ ’ 団 奨 際 よ
。十 五 ケ ジ し い 力 愛 体 励 外 び ・

そ 一 十 イ エ た ち ・ 国 Ｌ し 科 市
し 年 一 大 ル ｏ じ ボ 的 は た 医 の
て 十 年 管 ス そ る イ 霊 千 こ 科 組
ま 二 十 長 ’ し し ス 感 九 と 大 織
た 月 月 に ス て い カ を 百 Ｌ 学 等’ 三 十 贈 タ こ 記 ウ 与 五 を は は

千 十 四 呈 ツ れ 録 ト え 十 表 ”
九 一 日 さ ト は を 国 た 六 章 マ マ

百 日 ’れ ラ ’表 家 か 年 し ツ ッ
五 ’ 末 た １ 第 章 評 ど 五 て ケ ケ

十 ア 日 。 ホ 三 し 議 に 月 ’ イ イ
七 メ 聖 テ 回 て 会 よ 四 同 大 大

年 リ 徒 ル 国 Ｌ の り 日 校 管 管
七 カ イ で 家 国 す Ｌ ’ の 長 長

月 ・ 工 催 少 家 ぐ こ ソ 名 の に
ニ ボ ス お 年 評 れ の ル 誉 「 賞
十 イ ・ さ 団 議 た 団 ト 会 人 と
九 ス キ れ 大 会 働 体 レ 員 類 名
日 カ リ た 会 の ら の ｉ た の 誉’ ウ ．ス ア に 最 ．き 名 ク る 福 会

ア ト ト メ 関 高 に 誉 市 資 祉 員
メ ’教 ワ 連 章 対 会 に 格 に と
リ 大 会 力 し で す 員 お を 対 を
カ ソ ボ ボ て あ る た い お す お
・ ル イ イ 千 る 褒 る て く る く

ボ ト ・ ス 九 「 賞 資 ’ っ 貢 っ
イ レ ス カ 百 シ 委 格 マ た 献 て
ス ｉ カ ウ 五 ル 員 を ツ 。 と い

カ ク ウ ト 十 ヴ 会 お ケ ， ’ る
ヴ 評 ト 国 三 ア は ・く イ 教 。
ト 議 関 家 年 １ ’ つ 大 育
国 会 係 評 七 ・ マ た 管 と
家 幹 委 議 月 バ ッ 。長 人評 部 員 会

十 ツ ケ が 道
議 理 会 ・ 第 七 フ イ 「 的

会 事 の 四 日 ア 大 無 努名 会 名 十 ’
ロ 管 数 力

一 ４３２一
．

指 お 年
導 く 六’ る 月

海 。 十
外 そ 四
に の 日
お 感 ’
け 状 ぺ

．る の ン．

伝 一 シ
道 部 ル
部 を べ
の あ 二

統 げ ヤ率
る 州

’ と フ

教 次 イ ’
義 の 、ラ
に 通 デ

関 り ル
す で フ
る あ イ

書 る ヤ．籍 ｏ の

の 「 テ

執 ・貴 ン
筆 殿 プ、 の ル

教 生 大
会 涯 学
経 は は営

こ ’
の れ マ
．実 ま ツ

業 で ケ
界 教 イ
の 会 大

指 の 管導 評 長

等 議 に
に．会 「
費 ’ 文
や 教 学
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◎

科 た 「 一
学 の 南 の協

は 北 博

会 千 ア 愛’ 九 メ 行

国 百 リ 為
民 五 力 を
旅 十 ・ 推
行 五 ギ 賞
ク 年 リ し
ラ 十 シ て
フ ー ヤ ー１
’月 大 南

ソ ニ 主 北
ル 十 教 ア

ト 日 管 メ
レ で 区 リ
１ あ 黄 カ
ク つ 金 ’
・ た 記 ギ

ロ 。章 リ
１ 」 シ

タ を ヤ

★ 贈 正 ★ シ 章 と ル
マ つ 教 ギ ヤ Ｌ 理 殿
ツ て 会 刃 総 を 解 下
ケ そ 大 シ 領 贈 と は
イ の 主 ヤ 事 呈 を 「

大 名 教 戦 代 さ 増 宗管
誉 管 災 理 れ 進 教長
を 区 救 ジ た す の

は 表 」 済 ヨ 。 る み
’章 は 運 ン こ た な

二 し 「 動 ・ の め ら
ユ た 無 な Ａ 勲 に ず

１ 。欲 ら ・ 章 た 教
ヨ マ な び ツ の ゆ 育

１ ッ 行 に オ 贈 む の
ク ケ 為 イ ニ 呈 こ 面
州 イ の・オ ス 式 と に
コ 大 尊 二 氏 は な も
ロ 管 厳 ヤ 主 ’ く い

ン ．長 と 救 催 千 努 ち

曽 類 瀦 力乞
大 に と 動 な．五 を し
学 購 を に わ 十 し い
の 呈 認 対 れ 四 て 功

政 さ め す た 年 立 績
治 れ ㌧ る 。十 派 の

， 一 な あ

月 成 つ
二 功 た

十 を こ
九 収 と ・
日 め と
ユ た ’

タ こ 諸
ホ と 国
テ Ｌ 民
ル を の
に 表 間

お 章 に
け し 民
る て 主

正 「 主
餐 大 義
会 勲 の
の 位 理
と 騎 想
き 士 と
ギ 十 善
リ 字 意

麟 　

友 ★ 千 新 と ★ 権

愛 末 九 し し ユ の
の 日 百 く て タ 変

手 聖 五 建 ま 州 更
を 徒 十 て た プ を
さ イ 四 ら 教 ロ 行
し 工 年 れ 育 ヴ な
の ス 十 た と オ わ
べ ・ ニ ー［い 、 な

た キ 月 教 う ブ け
。 リ 十 育 気 リ れ

震 ス 四 セ 高 ガ ば
災 ト 日 ン い ム な

１蟻
ヤ 大

島 管
の 長

人 の
民 偉
に 大

与 な
え 指
ら 導
れ を
た 受
こ け
の て

偉 ’
大 ギ
な リ
貢 シ
献 ヤ
に 国

対 民
し が
’ 災

ギ 害
リ を
シ 蒙
ヤ つ

国 た
王 と
パ き

ウ に

灘
イ る 教 れ
ン し 会 る
グ い の 。
」 貢 管 ‘

と 献 理
命 が 役
名 あ 員
し つ と

た た し。Ｌ て
ツ ワ
　 　 　

の と 世
建 を 界
物 表 的
の 章 の

献 し 人
堂 て 物
は 、』

◎
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◎

つ

し

大 ツ管 ’

長 べ
の ル

伝 リ

え ン
る に

こ 滞

と 在

ば 中

は ’

「 マ

鉄 ツ
の ケ
カ イ
１ 大
テ 管 ．
ン 長
」 は ラ 部 ツ

の 強 ン 長 ケ

か カ ド た イ
な な の ち 大
た ア パ と 管
に メ １ 数 長 ．

在 リ シ 多 は
る カ キ く 九

多 放 ヴ の 箇
く 送 イ協 国
の 局 大 議 に

教 Ｒ 統 会 あ
会 １ 領 を る員

Ａ そ 開 十
の Ｓ の い 箇

耳 に ほ た 所
に よ か 。 の

達 り ’数 ま 伝
し 三 人 た 道
た 十 の 大 部
。 分 ア 管 を

間 メ 長 訪
の り の ね

会 力 講 ’見 大
話 四

を 使 を 十
電 等 聞 五

波 が い の
に あ た 集

の ． つ 人 会 し 国 七 ★ ア る ハ 民 道 千 を ★ 指 ケ ★ 的 ★ り
せ ド た 々 で ヨ た ’ 日 千 ワ 。 ン 国 旅 五 伴 マ 導 イ マ 人 マ ｉ
、 イ 。 の 講 １ 末 オ に 九 附 こ ト の 行 百 な

ツ 者 大 ッ 世 名 ツ ・

中 話 ロ ’ ラ か 百 近 の レ 地 に マ つ ケ た 管 ケ 界 簿 ケ ク
に を ツ こ ン け 二 に ご １ を お イ・で イ ち 長 イ 旅 に イ ラ
は 述 パ の ダ て 十 一 と ’神 い ル ’大 も か 大 行 の 大 ブ
オ ベ に 歴 ” 一 基 は フ。に て に 南 管 大 ら 管 そ っ 管 等
ラ ’八 史 デ 教 年 の 千 ク 献 起 及 ア 長 管 受 長 の て 長 か
ン 五 週 的 ン 会 に 記 九 タ げ つ び フ は 長 け は 他 い の ら

ダ つ 間 旅 マ 員 お 念 百 プ る た ’ リ．千 の る ’の る 名 名
の の 滞 行 １ の け 碑 二 に 特 注 北 力 九 人 善 こ 伝
ユ 教 在 を ク た る が 十 お 権 目 氷 を 百 格 へ れ 道

リ 会 し 終 ’ め こ 千 一 い を に 洋 除 二 に の ま 旅
ア 堂 て つ ノ に の 九 年 て 持 値 を き 十 接 感 で 行
ナ を 居 て ル ヨ 世 百 四 原 た す 除 当 年 し 化 教
：女 献 た 帰 ．ウ ｒ 界 二 月 住 れ る く 時 十 て が 会
王 堂 う 国 エ ロ 旅 十 の 民 た 経 す 設 二 霊 教 の
’ し ち さ １ ッ 行 一 二 の こ 験 べ 立 月 性 会 会

フ ’ に れ ’ パ の 年 十 聖 と は て さ 一 を の 員
イ 伝 ’ た ス に ほ 五 三 徒 で ’ の れ 日 高 会 に
ン 道 マ ｏ エ あ か 月 日 た あ 千 太 て か め 員 霊

１ る に の に ち る 九 洋 い ら ら 問 感
デ 九 ’ 三 起 に 。百 を た 千 れ に と
ン 箇 マ 十 っ 講 今 二 わ 伝 九 る 一 は
’所 ッ ー た 話 一 十 た 道 百 と 層 げ

フ の ケ 日 。 を つ 一 り 部 二 共 い ま
イ伝 イ に ま し の 年 旅 を 十 に ち し
ン 道 大 建 た て 印 一 程 全 一 霊 じ を

ラ 部 管 て マ い 象 月 に 世 年 感 る 与
ン を．長 ら ッ る に 九 含 界 十 を し え

ド 巡 は れ ケ う の 日 ま に 二 受 く る’ つ 千 た イ ち こ ’れ わ 月 け な た

ド て 九 。大 に る．回 る た 二 て つ め
イ あ 百

ツ る 五
’ い 十

ス た ニ

ィ 。 年

盈循

；罫

謙 藁
．諸 ラ ら

署請
訪 ’ 二 『

問 英 十

管 マ 経 復 多 つ 十 い て に
長 オ 験 さ く て 四 る い 世
の り は れ の 訪 日 ｏ る 界
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ク で は こ ★ 五 助 ★ え 原 会 な を ★ 何 は 府 マ ★ え 格
ル 出 ’ の 千 十 け 千 た 住 議 ど こ め 千 回 こ ま 二 の イ 千 ’ と 外

聖 か 潰 と 九 五 と 九 。民 と を れ ぐ 九 も の た ユ 高 ル 九 訓 多 国
歌 け 奏 き 百 年 な 百
隊 て 旅 ロ 五 十 る 五
と 行 行 ン 十 二 よ 十
に か を ド 五 月 う 五

公 れ 始 ン 年 ニ ヒ 年
式 た め 神 の 十 ユ ニ
の ｏ よ 殿 初 一 １ 月

あ ス う の 秋 日 ジ ’
い コ と 「 ’ に ｉ 南

さ ッ し く 有 「 ラ 太
つ ト て わ 名 く ン 平

を ラ 船 入 な わ ド 洋
．す ン か れ モ 入 ’諸

る ド１ら 式 ル れ ハ 島
た の 上 Ｌ モ 式 ミ の
め グ 陸 に ン Ｌ ル 各
にヱリ し 参 ・ が ト 伝

出 ｉ た 加 ソ す ン 道迎
ノ ば す ル む の 部

え ッ か る ト と 近 を
て ク り た レ 直 く 巡
い 市 の め １ ち に 廻
た 長 聖 に ク に 建 旅
。 ジ 歌 す タ こ て 行

千 ヨ 隊 で バ の る 中
九 ン を に ナ 神 予 マ
百 ・ 迎 英 ク 殿 定 ッ
五 ポ え 国 ル の で ケ

十 ｉ る ロ 聖 建 あ イ層
五 タ た ン 歌 築 る 大

年 ｉ め ド 隊 が 神 管
八 氏 に ン は 始 殿 長
月 も ス に ヨ ま の は
十 同 コ 来 ［ つ た ’
九 じ ッ て ロ た め 南
日 く ト 居 ッ 。 に 太
に マ ラ ら パ

聖 ツ ン れ 演
歌 ケ ド た ｉ奏隊

イ の マ 旅
が 大 グ ツ 行

到 管 リ ケ を着 長
１ イ 行

儲 詠 な
ご バ ク 管 た

と ナ ま 長 。

敷 平
地 地

を 域
選 に
定 お
し け
た る
ｏ 教

千 会
九 員 １

百 の

の を 七 ら る 百 行 旅 南 １ 官 に 百 戒 く の

首 開 十 の 四 五 な 行 米 ス ’ 及 五 ’ の 新
長 い 二 地 万 十 わ 申 で 映 ア ぶ 十 忠 公 聞
の た 回 域 五 五 れ マ は 画 メ 旅 四 告 開 紙
か 。行 に 千 年 た ッ ブ に リ 行 年 等 の は
．し ま な あ マ ー 新 ケ ラ お カ に 一 の 集 ’

ら た い る イ 月 聞 イ ジ さ 大 も 月 こ 会 マ
お こ ’五 ル ニ 記 大 ル め 使 う 三 と で ツ

．よ の 南 つ に 日 者 管 ’ ら お 一 日 ば 行 ケ

び 旅 太 の お ’ と 長 ウ れ よ 度 ’ を な イ
各 行 平 伝 よ マ の は ル ’ び 出 マ 含 つ 大
首 申 洋 道 ぶ ッ 会 ’ グ 南 ．新 発 ツ む た 管
長 マ に 部 南 ケ 見 教 ワ ア 聞 し ケ 巧 ’ 長’ ッ お に 太 イ を 会 イ フ 記 た イ み 教 が

教 ケ け お 平 大 別 の ’ り 者 。大 な 会 す

育 イ る い 洋 管 に 会 ア カ た 帰 管 話 員 ぐ者
大 全 て 諸 長 し 員 ル 全 ち 国 長 に だ れ

’ 管 部 ’ 島 は て お ゼ 土 と は は よ け た

著 長 の 大 の ト ’ よ ン の 度 千 南 つ で （
名 は 主 管 旅 ン 伝 び チ 各 々 九 ア て な か
な ’ な 長 行 ガ 道 友 ン 劇 面 百 フ 強 く つ
実 皇 新 は に ’部 人 ’ 場 接 五 リ い す ひ
業 太 聞 歓 再 サ 長 の チ に を 十 力 印 べ じ人

子 を 送 び モ た た り お し 四 ’象 て よ” 代 迎 出 ア ち め ’ い た 年 南 を の う

団 首 表 会 発 ’ と に ぺ て 。二 米 ．受 自 に
体 相 す に さ タ 十 開 ル 上 そ 月 ’ け 由 み
指 ’ る お れ ヒ 四 か ｉ 演 し 十 中 た を り

鶏 想 撤 搬獅 漏 舗 諄 ～
お 代 と 話
よ 理 二 ’
び ’十 宣
他 閣 六 教
の 僚 回 師

宗 ’ に に
派 議 わ 与
の 員 た え

牧 ’ り る師 知
記 指

た 事 者 示
ち ’ 会 ’
と 総 議 福

話 督 と 音
を ’ ラ の
ま 市 ジ 説
じ 長 オ 教

＝藝辛纏 ζ嘉 晶鷲
１ を 三 グ
ジ 開 回 ワ

１ い に テ

ラ た お マ
ン 。 よ ラ
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オ
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ス
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集 諸
会 国
で を
演 訪
説 問
を さ
行 れ ．
な た
い 。

り つ メ 事 々 る
カ た キ を に ）

連 が シ か 適 人
邦 ’ コ か 切 物
で 大 に げ な で
は 管 行 た 霊 あ
’長 く 。感 つ

大 は 行管
こ 程

長 の 三一 旅 万

行 行 二
の 中 千
到 に 五
着 政 百

を て
与 ’
え そ
る の

勧 誠
告 実’ な

教 人
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★ 十 に 築 ｉ る ★ 計 管 に １ ジ ニ を ★ く ト フ し は

千 ロ 五 ス そ 開 郡 予 ヨ ス 画 長 末 あ ク ［ ユ し マ 出 ラ ’ て ’
九 ス 日 イ れ 始 の 定 ｝ イ で の 日 神 る ラ ラ ［ た ツ 席 ．ン ウ ’ 英

百 ア ま ス か に 二 で ロ ス あ 霊 聖 殿 ス ン ン ジ が ケ し ド エ マ 国
五 ン で 神 ら そ ユ あ ッ 神 っ 気 徒 の ヴ ド ド’ ［ ’ イ た の １ ツ お

十 ゼ つ 殿 二 な ｔ っ パ 殿 た に イ 献 ア に ’ ラ そ 大 。 グ ル ケ よ
一 ル ず の 年 え チ た に の 。 満 工 堂 支 あ ハ ン の 管

年 ス い 献 た て ヤ 神 あ 献
九 神 て 堂 つ 敷 ぺ 殿 る 堂
月 殿 行 を て 地 ル の 伝
二 の な 行 ’ の で 建 道
十 献 わ な 千 奉 あ 築 部
二 堂 れ つ 九 献 つ 予 訪
日 ’ た 百 と た 定 問、 英 。五

「 。 地 の
こ 国 こ 十 く 千 を た
の ’ の 五 わ 九 二 め

と
き
か
ら
五
ケ

旦叫

す
な
わ
ち
千
九
百
五

十

年
の

四
月
に

末
日
聖
徒
イ
エ
ス

キ

り イ
ス が 大
力 行 管
ン な 長
ジ わ は
ナ れ 神
ビ つ 殿
ア つ の

語 千 た
の 九 め

四 百 の
ゲ 五 特

国 十 別
の 五 な

国 年 献語
の 堂

で 九 式
司 月 に
会 十 お
さ 一 い
れ 日 て
た か 正
。 ら 式

ド 献 年 入 百 箇 千
イ 堂 九 れ 五 所 九
ツ 式 月 Ｌ 十 選 百

語 は 十 と 三 定 五’毎 一 を 年 し 十

フ 日 日 行 八 た ニ

ラ ニ ’ な 月 。 年
ン 回 マ つ ’ す に
ス の ツ た マ な ヨ

語 集 ケ 。 ツ わ １
、

ケ ち ロ
イ．そ ツ

大 の パ
管 一 に
長 は 滞
は ス 在

再 イ 中
び ス ’
べ の マ
ル ベ ツ
ン ル ケ

を ン ィ
訪 で 大
ず あ 管
れ り 長’ そ

．は
ス の 将
イ ニ 来
ス は 教

神 英 会
殿 国 が
の サ 建
建 レ て

ち ス
た ・
管 キ
理 リ
の ス
ー ト

大 教
特 会
色 が
は 大’ 発

新 展
し を
い し

教 て
育 い施

る

設 と
の き
建 ’

築 教
と 会
’ に

と 関
く す
に る
四 諸
つ 般

の の

神 事
殿 務
の を
建 指 ．

築 導
と 監
を 督

含 すむ
る

巨 マ
大 ツ
な ケ．建 イ

築 大 ，

一 ４３６一

部 る ミ ド 目 長
の タ ル の 的 は

建 マ ト 「 は 千
物 キ ン チ 千 九
の 支 に ヤ 九 百

献 部 建 ｝ 百 五 ，
堂 の つ チ 五 十
を 建 て ・ 十 八
行 物 い ヵ 八 年
な の る レ 年 四
つ 献 。 ツ 四 月

て 堂 そ ジ 月 十
か を し 」 二 日

’て （ 十 から

千 ま 千 教 日 らム九 た 九 耳 に 五

百 千 百 の 二 月
五 九 五 大 ユ 十

＋ 百 ＋ 営 １ 日
八 五 八 ジ ま

年 十 年 の １ で
五 八 四 献 ラ ニ

月 年 月 堂 ン ユ
十 五 二 を ．ド ［
日 月 十 行 神 ジ
に 四 七 奪 殿 ｝
ア 日 日 つ の ラ

メ ’ （ た 献 ン

リ ト 日 め 堂 ド

カ ン 曜 で を へ

合 ガ 日 あ 行 一

衆 伝 ） つ な 万

国 道 に た い 八
に 部 二 。 ’ 千

帰 ’ ユ こ 同 マ
つ フ ｉ の 年 イ

た イ ジ ニ 四 ル
。 ジ ｉ つ 月 に

｝ ラ と 二 お

島 ン も 十 よ
ス ド ニ 四 ぶ

ヴ ’ ユ 日 旅
ア オ ［ に 行

ラ ス イ び
ス ’ 大 ヨ

ゴ お 管 】

１ よ 長 ロ
’ び と ツ

エ ロ 聖 パ

ジ ン 歌 の

ン ド 隊 い
バ ン の た

ラ で 代 る
’ 催 表 と

英 お 者 こ

国 さ を ろ
の れ 迎 の

ロ ’ え 新

ン 大 る 聞

ド 管 た が
ン 長 め こ
’ は の れ

ス こ 歓 を

イ れ 迎 か

ス ら 会 か
の の が げ

チ 会 ス ’
ユ に コ ま

リ 出 ッ た ・

７ 席 ト ニ
ヒ し ラ ユ

で た ン ［

開 。 ド ス
か ま の 映

れ た グ 画

た マ リ に

聖 ツ ｉ よ
．歌 ケ ノ つ

隊 イ ツ て
の 大 ク も

音 管 ’ 報

楽 長 英 道

会 は 国 さ
に ’ の れ

も ス カ た

親 コ １ ．。

し ツ ヂ そ
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◎

し 式 管 定 ． ★ 平 さ ッ 神 ★ の の．】 サ．歓 』ユ ★ そ た 新 リ
そ て の 長 し 前 ロ 洋 さ ケ 殿 到 友 一 ラ モ 迎 １ 千 二 し 。 そ し ス
れ 最 司 は ．て に ン の げ イ の 着 人 つ．ン ア Ｌ ジ 九 ユ て こ れ い ト

．か 初 会 ス お 述 ド 各 た 大 献 の を で ド ’ の ［ 百 ！ 各 の か 神 教
ら の を イ い ベ ン 伝 。 管 堂 翌 加 あ で ト 規 ラ 五 ジ 集 と ら 殿 会
三 く し ス た た 神 道 そ 長 を 日 ．え る は ン 模 ン 十 ｉ 会 き 四 の の

年 わ た の 。 通 殿 部 し の 行 す て と 空 ガ で ド 八 ラ に 献 年 た 大．後 を 。 べ 千 り の の て 管 な な 約 報 前 の あ へ 年 ン お 堂 半 め 管

’大 千 ル 九 ’ 献 た こ 理 つ わ 六 じ の 踊 っ 赴 四 ド い の た に 長

千 地 九 ン 百 マ 堂 め れ 司 た ち 千 た 盛 り た い 月 神 て 式 つ 「 と
ｏ ｏ ｏ 、

九 に 百 か 五 ッ
百 う 五 ら 十 ケ
五 ち 十 英 三 イ

十 込 五 国 年 大
八 ん 年 へ に 管

年 だ ．’ わ ス 長
九 。 「 た イ は

月
の

七 Ｌ’．

貝

ζ

亨

春

接

議

嘗

さ

漏

磐

整

書
奮
亀
そ
れ

く り ス ’
わ ’神 千
入 ロ 殿 九
れ ン 建 百
式 ド 築 五
Ｌ ン 開 十

が の 始 二
行 近 の 年
な く た に
わ に め ヨ
れ あ に ｉ
マ る 「 ロ
ツ サ く ツ

ケ リ わ パ
イ ｉ 入 に
大 郡 れ 滞
管 二 式 在
長 ユ Ｌ 中
は 】 を ’
ロ チ 行 ロ
ン ヤ な ン

ド ペ う ド
ン ル と ン

神 に 間 神
殿 あ も 殿
建 る な の
築 神 く た
の 殿 ’ め

開 敷 マ に始
地 ツ 敷

を の ケ 地
記 献 イ を
念 納 大 選

に ら 会 千 人 儀 を た 殿 献 は て く し

行 の の 献 九 に 二 で 踊 千 。 マ の 堂 三 ’ わ て
な 集 も 堂 百 の ユ あ り 名 大 ッ 献 の 月 こ 入 支
わ り と 式 五 ぼ １ つ ’以 管 ケ 堂 こ 十 の れ 持
れ は に は 十 つ ジ た 歓 上 長 イ

た ’ 行 （ 八 た １ 。 迎 の が 大
。 英 な 毎 年 。 ラ ニ の マ ニ 管

語 わ 日 四’ れ 二 月

マ た 回 ニ

オ 。 の 十

リ マ 集 日

語 ツ 会 ’’ ケ
．が マ

サ イ 開 ツ

モ 大 か ケ

ア 管 れ イ

語 長 ） 大’ は 四 管

ト 各 月 長
ン 々 二 は

’ガ の 十 ハ

語 集 ’ ミ’ り ニ ル

タ に 十 ト
ヒ お 一 ン

チ い 、 の

語 て 二 近
の 献 十 く

五 堂 二 に

ケ の ’ あ

国 こ 二 る
の と 十 ．こ

こ ぼ 三 ユ

と を の ［

ば 述 四 ジ
で べ 日 ［
’ 祈 間 ラ

南 り． ’ ン

太 を マ ド

ン ユ 歌 オ ユ 長

ド １ を リ １ は
の ジ 唱 ’ ジ ’
隅 ｝ つ サ １ 二
々 ラ た モ ラ ユ

お ン が ア ン 】
よ ド ” ド ジ
び の こ ト へ ［
そ 各 れ ン 到 ラ．
の 新 は ガ 着 ン

他 聞 ま そ し ド
の 紙 こ の た に

全 は と 他 と 建
島 こ に の き て
か れ 目 島 行 ら
ら を を 民 な れ
こ 南 見 が わ た
の 太 張 極 れ 新

歓 平 る 彩 た し
迎 洋 よ 色 正 い
に で う の 式 神

出 行 な 服 の 殿
て な 催 装 歓 の

き わ お を 迎 献
た れ し し は 堂

人 た で て 正 を
々 最 あ 真 に 行
は も つ 正 「 な
教 盛 て の 王 う
会 大 ニ マ を た
員 な ユ オ 迎 め
と 歓 ｉ リ え に
そ 迎 ジ ’ る 二

と 一 美 Ｌ を
ば ・ し を 受
を 十 い 行 け
述 二 神 な た
べ ・ 殿 つ マ

祈 十 が た ツ
り 三 完 。 ケ
を ・ 成
さ 十 し
さ 四 て
げ の マ
た 四 ツ
。 日 ケ

間 ．イ
つ 大

ず 管
き 長
マ は
ツ 千
ケ 九
イ 百

大 五管
十

長 六
は 年
こ 三
れ 月
を 十
管 一
理 日’ に

更 献
℃ 堂
た を
ｏ し

イ

大管

長
｝羨

教
会
が
カ
ル
フ
オ

を

平
州
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
に
建
築
す
る

９

ｏ
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魯

，

垂

亀

働 す 場 ★ ず そ ら ら ン ハ 日 献 マ は
を の を マ る の れ は ガ ミ に 以 堂 ッ 千
時 を 相 ッ ソ こ 施 て わ に ル ’上 教 の ケ 九
々 楽 か ケ ル と 設 い が ラ ト 「 の 会 こ イ 百

思 し わ イ ト が が る 教 イ ン デ 神 の と 大 五
い み ら 大 レ で ひ 。会 ア に ビ 殿 教 ば 管 十

出 に ず 管 １ き じ 教 の ホ お ド の 育 を 長 八
し し 経 長 ク る よ 会 学 ナ け ・ ほ 組 述 は 年
て て 営 は 市 。 う 経 校 ・ る オ か 織 べ 九 に

居 居 し ユ に
ら ら て タ 住紅

れ お 州 む
る ’ ら ソ
。 そ れ ル

（ う る ト
千 で 。 レ
九 な マ ｉ

百 け ツ ク
五 れ ケ 市
十 ば イ に
八 数 大 住
年 頭 管 ま
九 立 長 つ
月 て は て
記 の 幼 お） 牛 年

ら

（ 時 れか 代
る

馬 を が） 送 ’

に つ ユ
つ た タ

け 所 州
た を ハ
す く ン
き ま ツ
で な ヴ
農 く イ
場 愛 ル
を 馬 に
耕 に ’
や ま な
し た つ
’ が か

少 つ し
年 て い
時 乗 家
代 ．り 族
の ま の

労 わ 農

一 ・４３８」

に 営 組 カ ニ 。 に

拡 の 織 レ ユ マ 最
張 学 に ッ １ ッ 近

さ 校 最 ジ ジ ケ ．教

れ 中 近 お １ イ 会
た 一 つ よ ラ ビ は
。 番 け び ン ル 新

偉 大 加 ハ ド デ し

大 き え ワ の イ い
で い ら イ チ ン 学

気 ブ れ ’ ヤ グ 校

高 リ た オ １ Ｌ を
い ガ も ア チ と い

人 ．ム の フ ・ ヲ く
で ・ で の カ 、 つ

あ ヤ あ ラ レ ン も

嘉鉾 工訂 撃

撫 聾．
募翫 矯 コ美
翻 肩詫 縷
が 霊 多 レ た と は
教 感 く ッ 。 と 千

会 に の ジ 教 も 九
の 満 教 を 会 に 百

い ち 育 ’設 は 二 五
た た 施 立 フ ユ 十
る 指 ’設 し イ １ 八
と 導 が た １ ジ 年
こ を つ が ジ １ 四

ろ 受 け ’ ｉ ラ 月
で け 加 こ 島 ン 廿．
感 て え れ ト ド 四

祈 月 献
り 七 堂
を ・ さ
さ 八 れ
さ ・ た
げ 九 わ

発 ２ が言 墾

間 秦
に 二
わ 番
た 目
つ の

た 神
献 殿
堂 で

式 あ

毒 淫
旦 （

面 第．．、

籍
δ は

蔵罫

籔１

垂．
て 。



・葉 え ○ ち し の 手 め は 師 西

と る 六 に た こ 段 る ’ た 支 ゴ
に な ・ こ 。 と の 助 バ ち 部 ル

養 ら 十 れ 昔 ば 一 け プ と の ド
わ ’三 と の で つ と テ と 教 ン
れ あ ・ お 使 言 は な ス く 会 ・
て な 十 な 徒 え こ る マ ベ 堂 Ｂ
’た 六 じ パ ば れ 五 を つ を ・

キ は 参 勧 ウ ’ ら つ 受 の 献 ヒ
リ ．’．照 め ロ こ の の け 集 堂 ン
ス 信 晃 を は れ 会 手 て 会 す ク

与 ’ ら 員 段 教 を る レト 仰
・ の す え 「 の を の 会 な た １

イ 言 な て テ 会 「 大 員 さ め 極
工 葉 わ お モ 員 神 体 と い に 東

伝道部長メ ッセー ジ

羅よ な こ す の 典 い 話 た た へ 部
．い た れ

（ 手 を こ し 人 。 お 監

歪勧 舜 禦議 筋 ￥禁 難撫
者 っ こ テ の さ Ｌ り 不 集 に ’
に て と へ 中 せ で ま 活 会 な 東
な き を の で る 養 し 溌 で つ 京
る た 兄 第 当 こ な た に 「 た 北
で 良 弟 一 時 と う Ｑ な ．主 と 支
あ い た の の で こ こ る の き 部
ろ 教 ち 手 聖 あ と れ の 使 ’ と．う

の に 紙 徒 り ’ ら を 徒 宣 東
「 言 教 四 た ま 別 の と Ｌ 教 京

助 に ち で っ 腰 に は こ る 「
け は に あ て い 聖 使 ’ と こ わ

合 ’与 る し 主 典 徒 自 と と た
い 教 え Ｌ ら で を た 分 に と し
’義 て （ べ あ 読 ち 自 気 ’が

互 の お ヨ て．る み （ 身 を 教 そ
い 要 い ノ♪ い 主 な す と つ え ち
に 点 で 不 る も さ な あ け る ら
組 を に に が 「 い わ な ’ こ に
み わ な よ ’ あ と ち た そ と 行
合 か り る こ な 私 一 の れ と く
つ り ま 福 の た た 人 教 ら に 時

ホ
て や す 日 ．聖が ち は を を 心 ま
い す 。書 書 た に 古 聞 常 を で
る く こ 五 は は お 代 く に 用 ’
聖 ま の Ω わ ’ 言 の 者 努 い 聖

禦叢香〒餐馨把舞鑓 警妻
た つ に 乙 に の な ’ と さ い 朗
く き 回 つ 中 り 一 を い Ｌ、読
さ り 復 と い に ま 人 救 。 「 す
ん さ さ 同 て 永 し は う そ 自 る
あ せ れ じ あ 遠 た 現 こ う 分 こ
り ．る た い か の 。代 と す の と
ま よ （ ま ．し 命 ま の に れ こ と
す う 神 し を が た 使 な ば と ’。に の め す あ 私 徒 る ’ と 勧

聖 互 ） を る る た Ｙ ％ あ ’め
書 い 教 私 も と ち は ． な．教 を
だ に 会 た の 思 の 共 た の す

◎

伝道部長

。罫離熱

［灘

撫鋸
ダ ワ エ ン ・Ｎ ・ア ン ダ ー セ ン

９

一 ４３９一



５

ら を で て 経
わ 強 発 多 も
れ 化 見 く ま
た す さ の た

最 る れ 筆 ’
も 数 て 者 紀独

々 い が 元

特 の る し 前
な 証 考 る 約
（ 拠 古 し 二
類 と 学 た 千
の な 上 書 五
な つ の を 百
い て 証 集 年
め い 拠 め か
ず ま は た ら
ら す ’書 紀
し 。 ひ 物 ．元
い モ き で 四
） ル つ あ 百

書 モ ず り ．二
物 ン き ま 十
で 経 モ す 一
あ は ル 。 年
つ 今 モ ア ま

ま ン メ で 第 確 た も ま る じ 私 準．聖 義 く ん は で が ．教 け
で 経 リ に モ 八 に 人 矛 す ’て 聖 た 聖 句 と つ ｏ ’ き 紙 確 会 で

世 の カ わ ル 条 翻 々 盾 。 多 （ 書 ち 典 の 聖 も 今 こ ま の 実 に は
に 立 大 た モ ％ 訳 に し 聖 く 与 は が を 解 約 ち 日 の す 上 に あ 必
あ 場 陸 つ ン さ よ て 書 の え ア こ も 釈 ｒ が ’二 が に な る ず

れ つ 居 の 筆 ら ダ れ つ に 「 つ 多 つ ’ あ る ほ し
た て ま 記 者 れ ム ら て た 高 た く の も る の か も
る そ せ 事 に た の に い だ 価 解 の 点 し 一 で の す
限 の ん は よ ） 時 よ る 一 な 釈 キ を も 点 あ 標 べ
り 堅 。歴 つ 数 か く こ つ る が リ 通 紙 を り 準 て’実 ま 史 て 々 ら 通 と の 真 で ス

つ の 通 ま 聖 の

聖 な た 上 あ の キ じ は 方 珠 き ト て 上 つ す 典 こ
書 こ そ の ら 啓 リ て ’向 Ｌ ま 教 た に て 。 に と
は と の 事 わ 示 ス い い を の す 会 だ 互 あ
神 が 教 実 さ と ト な か 与 （ 。が 一 い ら
の 証 え と れ ’ の け に え 三 し 示 本 に ゆ

御 明 は は た 神 死 れ も ま 標 か し の は る
言 さ ’ も 数 と 後 ば め す 準 ，し て 直 な 方
葉 れ 各 ち 々 人 数 何 ぐ 。聖 な い 線 れ 向
な て 自 ろ の．間 年 の ま わ 典 が る し た に
り い の ん 書 と ま 役 れ た ） ら よ か 二 何
と ま 生 ’を の で に て く は 「 う 引 つ 本

．信 す 活 考 集 交 に も い し 第 モ に く の も

ず ｏで 古 め 渉 至 立 ま た ニ ル 聖 こ 点 線
Ｌ

「 実 学 た と る ち す ち の モ 書 と が を
（ わ 際 上 書 が 各 ま け が 点 ン．だ が あ 引
信 れ に の 物 の 時 せ れ 教 と 経 け で る く
仰 ら 行 証 で つ 代 ん ど 会 な ｒ で き と こ個

は な．拠 あ て を 。 も の つ 「 は ま き と

条 正 っ と り い 通 ’標 て 教 い せ に が

あ が

る は

聖 つ

句 き
の り

助 わ
け か

に り

よ ま
つ せ 唱

て ん
’ が

神 ’
の 私

こ た

と ち

ば．．の

塾

し

そ 数 り な で 書 る な ご で か え の ア と ん の （ （ に は 書 て

鞭 鱗 鷺三曇奎籠含隷繍 繕 撰董輪

簿 曝 轟灘 繧 ｛１馨難
蚊 螢 蓬魏 皐皇然 畷 垂縮 議 邑岱£髪 謹
聰 蓬 拷 舗 塵 縣 雛 ．鋸 慧 ２輩奪さけ・朔
百 示 ス
ニ を ミ

十 選 ス
八 ん と
年 で そ’
か 集 れ
ら め 以
千 た 後
八 書 の

百 物 大
三 で 管
十 あ 長
三 り に
年 ま 下
の す つ

間 。 た

０蒙纏喜毅鞍 総 鞭 蟻 ｌｌ．

登蕎 会縫 鰭 箪 暴 １駿 蚕塁籍 １阜
葦羅 黙 維 難 驚 藁 １濃 幽．覇壬塞享
も に し 聖 こ た 霊 。実 心 る を の ロ か ろ ； 訳 年 「 。

欝鱗繕 簿霧１撃 暴１戴ｌｌ
葉 読 と 中 に が ’っ 誠 ど く が に む ご 本 ざ 。 レ 世 経 間
な ま が に あ い て 意 う 考 世 ’ こ ら 当 Ｌ た 紀 Ｌ が

一
．４４０』



れ の で は る
は つ あ ジ 真
工 て り ヨ 珠
ジ い ま セ 」

プ る す フ に
ト と 。 ・ は
で こ そ ス 四
発 う し ミ っ
見 と て ス の

’さ 全
（ に 部

れ く 旧 朋 分
ア よ 約 ら が
メ く 聖 か あ

リ 似 書 に り
カ て ） さ ま

合 居 創 れ す
衆 り 世 た 。
国 ま 記 モ す
へ す の １ な

運 。第 セ わ
ば （⇒ 一 の ち
れ ア 章 示 （→
て ブ か 現 モ
き ラ ら と １
た ハ 第 著 セ

第 偉 啓 「 も 示 そ り ら．の 接 （ に と の 織 助 必 で にム 六 作 の． ’ け 要 き ジ
の 章 の 書 「 九 大 示 わ と は の ま あ は 責 末 対 規 父

書 ま 一 ’高 条 に し れ か （ ほ す つ （ 任 日 し 則 な 神 と が あ ヨ。 た 神 を 聖 て が る 権 な あ が セ’
で 部 こ 価 ％ し た ら ら 将 か

こ に 分 れ な て も は あ 来 に そ 百 の 負 徒 と は 神 の る り る フ）
重 う ’ る ） も の 三 ） つ く つ Ｌ 権 教 ま 時 ・
要 こ す 「 教 こ ほ 十 律 て に べ き の 能 え し で ス
な と べ 教 会 れ か の 法 居 と つ り 御 と と た あ ミ
る を て 義 に か の 各 と り つ に 定 前 義 知 。 っ ス
こ 信 神 と 対 ら 啓 章 規 ’て 与 め に 務 識 こ た に’ と れ の 与と じ の 聖 す 与 示 に 則 ま き え 』て 再

．書繍 麹鶴 喚籔蒲 雛 脅縫 誓が 巷

示 お ま に 図 れ そ 会 り た て た ま っ の ま 啓 多 れ
し 今 で つ と る の ・に ま ち 大 近 す て 様 れ 示 く た。 ゆ 式 て の の もた よ に け し は あ 対 す の 切 代

も り 啓 加 て ず と す 。行 な の こ く 等 い 中 導 の
う 後 示 え 予 で か る 「 な 聖 聖 の 準 が ま に き で
こ ’ し ら 言 あ ら 根 教 い 典 典 「 備 教 す は と あ
と 神 た れ 者 り 与 本 義 が で で 教 を え Ｄ ’指 り

逢 の ま る か ま え 的 と さ あ あ 義 す て そ 古 図 ま
信 王 い こ ら す ら の 聖 ば り り と る あ の 代 を す
ず 国 し と 与 。 れ 基 約 か ま ま 聖 た り 申 の 主 。
」 に ご は え 適 た 準 Ｌ れ す す 約 め ’ に 聖 か こ

（ つ と あ ら 当 も が の る 。 か Ｌ に 私 は 典 ら の

簾 ぜ．呈難 饗 庭蟻 ら魑 瑳 錠 鰻
箇 多 べ せ す き あ し 始 に ち 私 日 な が ム 解 ら 教
条 く て ん が ’ り て め な が た 聖 律 「 の す れ 会’の 今 。 ’ 啓 ’あ か る 直 ち 徒 法 天 組 る る が

ｅ

●

の た た す 神 聖 識 り よ う 間 に し 十 の わ フ り た ヨ ミ

知 同 ち ｏ の 約 と て み 一「 に を 大 こ 私 七 王 し ・ ま 。 セ ィ
識 時 が 四 口 Ｌ 英 ’ が お し 割 い れ は 章 国 い ス す ご フ ラ。

の ・ のを に 勉 標 か 百 知 精 え よ よ い な ら 日 を Ｌ こ ミ

得 復 強 準 ら 三 と 励 り そ う て る の 本 参 （ と ス 日 書 ス 中
る 活 と 聖 出 十 を 従 の ’ で ’民 人 人 照 千 を の 予 の ミ に
よ の 研 典 る ○ 得 順 時 わ は 聖 と が く の 九 知 著 言 中 ス 入
う と 究 の 一 十 ば に わ れ あ 典 な そ ら こ 百 り 作 者 に は つ
に き と 中 つ 八 ’ よ れ ら り の る の い と’六 た 。 ジ は こ て

。十 い ㈲ ヨ ’ れ い祈 私 に に 一 ・ 未 り ら の ま 中 こ 努 よ

四 な 信 セ ほ を たる た よ の つ 十 来 こ と こ せ に と 力 く
．次 ち つ っ の 九 の の 共 の ん 含 が の 本 年 ら 仰 フ か 神 「

第 と て て 言 ％ 世 世 に 世 か ま で 一 を 度 ば 箇 ・ の の ア
ア ’条 ス ど カ ブで 共 ’ い で 「 に に よ に 。れ き 部 読

ｏ

あ に ご る 生 人 於 於 み 於
り よ の ．聖 き は て て が て
ま み 世 句 る パ そ 他 え 達
す が で は も ン れ の る す。 え 私 神 の だ だ 人 べ る

る た の で け け よ し 英
持 ち こ あ で 利 り 。知

物 の と る 生 を も さ の
の 導 ば Ｌ き 得 一 れ 一
一 び で と る べ 層 ば 切

つ き あ 言 も し す も は
で と り っ の 」 ぐ し ’
あ な ま て で 令 れ あ 何
る り．す あ は 教 た る に
永 ’ 。 り な 義 る．人 て
遠 ま 私 ま く と 知 あ も

て る を む
い で 聖 国

る し 典 民
神 よ の を
の う 研 見

永 。究 た
遠 私 に こ
の た む と

真 ち け が
理 は た あ
を 毎 な り
よ 日 ら ま
く 一 ’ せ
知 定 神 ん
る の の 。

よ 時 目 も

ロ オ ミ の に ラ
ン ス 教 ス 書 よ ハ

神 力 会 の の つ ム
権 １ の 伝 中 て の
の ・ 標 記 に 翻 書

手 Ｗ 準 の も 釈 い
引 ・ 聖 一 の す た
き マ 典 部 つ る も）

ッ に ’ て こ の

第 コ つ そ い と Ｌ
三 ン い の な が で
十 キ て ほ 塗 で あ

墨 聴 畢きぞ
ｌ ｒ と ヨ が ま 、
三 神 く セ あ し ジ

糎
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望 あ 用 の
し 私 り そ い コ 私 を 私 愛
ま た ま れ な ｉ た 見 た す
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知 す に ち 告 聖 ち
恵 べ 対 の を 徒
の き す 指 受 の
言 で る 導 け 或
葉 あ 大 者 ま 者
の る 管 も １し か
中 と 長 会 た ら
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入 う の も
つ こ 態 ． コ
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■

ジ ョ セ フ ・ フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミ ス 著

・浅 さ憾 暴鑓 。

ジ

＝き

末 日聖徒 イ エス ・キ リス ト教会 歴 史粋 ４７ ●

た に 方 そ ト こ て か ン を た た は 熱 か ム リ が
者 お に ご ラ と ’ し シ 冒 出 め 。別 弁 ら ・ か あ 一

幾 範 諺 １震 妻韓 謡 書滞 範 ゼ
つ 徒 旅 は 間 な き た 行 し 情 殺 り ま っ さ イ 行 ひ い

た た 行 平 に か ま ち っ て の し 入 で て れ ・ く ど 住
こ ち を 和 あ っ だ が た ’ ゆ に れ こ 聖 て ア ほ く 家

と が 始 に る た 牢 ど 。 先 る さ を こ 徒 し ｉ か な を
は さ め 住 ど 。獄 こ 彼 手 す れ し に の ま マ は っ さ’ き た む ご 予 に に ら の か た よ の 悪 つ ン な た が

あ に ミ こ か 言 居 居 ・は 人 ぎ こ う こ 口 て に か の す
り つ ズ と 友 者 た 住 そ 々 り と な っ を 居 住 つ で 。
そ く ｉ が 好 は 予 す ご は 急 で ど て 言 り ん た ’
う っ り で 的 た 言 る の 東 速 あ と 居 っ ’で 。

　
フ 千 千

な た か き な だ 者 か 人 の に う す れ た ク い 千 ア 八 八
こ 部 ら る 地 ’は は 々 方 行 う る る 際 ラ た 八 】 百 百
と 落 の か 域 彼 彼 ま か へ な 。 な と ’
で へ 避 も に ら ら だ ら 道 わ

あ ま 難 知 居 は に き 親 を れ
つ た 者 れ を フ ほ ま 切 と た

た 帰 た な 占 ア と ら に っ 。
が っ ち い め ［ ん な も て 冬’ て に と る ウ ど い て イ 期

禦累 馨 縄 跨 １騒
受 と イ 。 う と 与 で た 州 な
け 思 オ 東 う カ え あ 。 ク 天

た つ 州 の 、 ｉ る つ し イ 候

第
第 四
二 部
十
七 ノ
章 １

ノ

１

ヴ

１

の

ヴ

１

時

矯 譜 皐三薪 蓋代
情 て た 軍 た 八 ト年 年 を

梶 醇 筋 襲 半 置
し ら む ア す 十 徒 徒 八 く
や な か 】 で 一 た の 百

凄いそ饗 是罐 學
く と ’ ス の ’ ミ と 年

彼 言 君 ト 家 ア ズ 乱 ）
の っ ら で 庭 ダ ［ 暴

９
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３

豊

る （ あ た の た へ と て た 二 の た １ わ に 徒 は ば と 彼 ｉ親
べ お る 「 最 で 「 。避 を 物 が １ よ 人 の っ ’に ’ さ ん 全 ら 切

き き と 決 も き 決 難 得 質 ’ ・ う 々 住 た こ 援 民 れ ど く は な
で て 認 議 神 な 議 し た 的 同 リ な の 民 。 の 助 主 た 何 の ク 待

あ ） め 。聖 い ｏ て 。 の 情 グ 集 偏 の ぞ 団 の 協 救 を と イ 遇
る に ’わ に も わ き ま 援 あ ド 会 見 中 し 体 手 会 い す ご ン と
。 対 こ れ し の れ た た 助 る ン の を で て の を と の る ろ シ ’

し の わ て で わ 人 こ が 人 そ 一 や 誤 人 集 さ い 手 こ ’ ｉ 西’ よ れ 犯 あ れ 々 の い 々 の
つ わ ま 々 り し う を と 彼 に 部

財 う は す つ は が 団 ろ は 他 に ら っ の が の 団 ひ も ら 止 イ
産 な す べ て 良 ミ 体 い 真 の 出 げ た 同 数 べ 体 じ で は ま リ
権 違 べ か ’心 ズ は ろ 剣 人 席 る 指 情 回 た が よ き そ っ ノ
利 反 て ら わ の ｉ ’与 に 々 す た 導 が 開 。 あ う な の た イ
人 を の ざ が 権 リ 次 え そ が る め を 「 か 千 ら に か う 。か
命 行 暴 る 自 利 で の ら の ミ よ に 受 モ れ 八 ゆ 喜 っ ち ら
を な 徒 も 由 が 受 よ れ こ ズ う ’ け ル て 百 る ん た の 来
奪 つ た の の 生 け う ’ と ｉ に い ’ モ こ 三 親 で の め た
つ た ち で 政 れ た な ま ば リ モ ろ 聖 ン，の 十 切 受 で さ 聖た 人

の あ 府 つ 虐 決 た を で ル い 徒 教 団 九 を け ’ れ 徒

行 々 行 る が き 待 議 多 聞 受 モ う た 徒 体 年 つ 入 親 た た
為 は 為 と 制 の を を く い け ン の ち Ｌ 以 の く れ 切 状 ち
の ’ を 考 定 も 不 行 の た た 教 手 に に 外 二 し た な 態 の

責 神 兇 え し の 可 な 入 。迫 徒 段 敵 注 の 月 て 。 こ に す
任 と 悪 る た で と っ 々 こ 害 は が 対 が 人 と ’ ク と お す ．
を 人 な 。憲 あ す て が の の 招 と 心 れ 々 三 困 イ ば い め

蕪 ｌｌｌ灘 讐 嘉犠 雛 １

ε

Ｌ

ケ し は た 避 の な に ’ い じ Ｌ ｌ ら Ｍ た す よ 護 ｉ

月 い 期 ち 難 こ そ 人 つ い た て の 長 れ ・ ト る と す リ
住 大 待 に 所 と れ 々 け ず こ い 喜 老 た ヤ ［ 州 い る 州
ん 統 し 親 を か で が こ れ と る び は 。 ン マ に う こ の
で 領 て 切 求 ら も 聖 む に も と を ’ グ ス 消 命 と 知

ノ た う い に あ も ふ て の 特 「 ら 員 り を の を す 言
イ こ と る 安 っ の こ り 破 教 別 モ ジ も リ 聖 ’根 種 「 破 べ わ 「
州 ろ こ 避 息 た で れ を 門 会 な ル ヨ 親 チ 徒 自 だ の 決 っ か れ 決
の は の 難 と 。 あ ら し さ に 恩 モ ン 切 ヤ た 己 や 人 議 て ら る 議

中 最 人 民 平 そ っ の て れ 属 義 ン テ に １ ち の し 々 。い ざ 種 。
に も た の 和 の た 善 親 た し を 教 イ 迎 ド は 統 に を ミ る る 類 ミ
六 烈 ち 人 の 後 が 良 切 者 て 感 徒 ラ え ・ ま 治 せ 保 ズ 。権 の ズ

、

い 選 い を め は そ 徒 者 し な 言 言 ク

る 挙 た し て つ の に を て い っ い イ
と の 。 て 入 き 行 示 警 も し た あ ン
選 行 聖 ’ っ り 為 し 戒 教 ’が ら シ
挙 な 徒 何 て わ に た さ 会 ま ’わ ｉ
権 わ た か き か 関 同 れ と た ま す の
が れ ち 政 た る 連 情 た 関 は た と ア

も る が 治 ’ よ し は い 係 属 そ ．共 ｉ
ら 少 ミ 的 こ う て も と が し れ に ガ
え し ズ 経 れ に 多 と 言 な て と ク ス
る 前 １ 済 ら ’少 よ っ い い 同 イ に

２甜 留 身議 耀 雛 漣
、

あ っ か 利 困 た 主 心
つ て ら 益 な ち 義 か

た ’追 を 悩 の の ら。 イ わ 得 ん 州 点 出

敵 リ れ よ で 内 が た

信会 わ １

員 け 末 の を
で が 日 人 送

あ『あ 聖 々 つ
る っ 徒 に て

一 ４４４一

．そ ・ ・す 令 を 事

の 力 能 を 拒 は

ほ ｝ わ 与 絶 或
か り ざ え し る

西 ン る て ’無
部 知 不 お 節 情
イ 事 名 そ 操 な
リ ’誉 い の 暴
ノ ア を か な 徒
イ メ 与 か い の
州 」 え ら 民 強
の カ た し 兵 要

著 合 ％ め の を
名 衆 た 一 受
な 国 こ 隊 け
人 上 と に て
々 院 に 彼 ’

か 議 よ ら こ

利 人 １
を 々 リ

侵 に 州
害 さ 西
し き 部 、．’ に 国

正 加 境
義 え の
と た 住 ．

人 迫 民
道 害 た
の に ち

あ よ は
ら り ’
ゆ ’ 「
る 良 モ
律 心 ル
法 と モ
（ い ン
お う 教
き 神 徒
て 聖 Ｌ
） 犯 と



イ う い 北 ザ の へ か と 禁 の 万 子 会 地 た
ル 所 土 の ッ で 何 ら ら 鋼 土 二 の が を ち

上 に 地 方 ク ’．一 逃 れ か 地 千 土 催 探 が
つ 住 を へ ｇ 聖 つ れ ら に 工 地 お し クな

た ん 持 行 ギ 徒 持 る 釈 つ ｉ Ｌ さ 出 イ
と で つ つ ヤ た た 際 か ．放 い カ ．と れ す ン
こ い て た ラ ち な に つ さ て １ 言 て た シ

論槻 ぎ裾 緩 随 診勲 で逡、と
川 ’ 。 う と し 様 北 一 ク ば 地 て モ 委 集

こ そ に 知 い で 東 方 イ し を い ア 員 合 本 の ら で り に 受 益 味
れ し ’ り 経 到 に ’ ン ば 購 る ン が ．し 二 当 で ず き た な け を 方
は て ア 合 験 着 と イ シ 考 入 と と 任 て ’ で き よ な い っ た 得 に
ク ’ イ い を し っ ス １ え す ご ミ 命 い 土 あ な ぞ か ば て 迫 よ わ
イ イ オ に 物 た て ラ に ら る ろ ズ さ る 地 る い よ っ か い 害 う か
ン リ ワ な 語 。デ エ 到 れ 提 に ｉ れ う を こ 苦 そ た り た と と れ
シ ノ 州 つ つ こ ・ ル 着 た 案，一 リ た ち 見 と．々 し 。 に 「 自 す た
ｉ イ と た た こ モ ・ ９す が が 工 川 。 に つ を し く も ．’ モ 分 る 政
か ‘州 イ が 。で ア バ る ’考 ｉ の 千 ’ け 証 い な し 今 ル た ．機 治
ら パ リ ’そ 長 ン １ ま ジ 慮 力 間 八 永 る 明 感 ら も 自 モ ち 会 家
ミ ノ ノ こ し 老 川 ロ で ヨ さ １ に 百 住 た す 情 な 一 分 ン の を た
ズ ッ ィ の て は の １ は セ れ 二 あ 三 す め る が け 方 た 教 町 見 ち

１ ク 州 人 ’親 川 長 つ フ た ド る 十 る の 時 起 れ に ち 徒 を の は
リ 郡 に は ダ 切 口 老 き ・ 。 ル い 九 た 委 が き ば 味 が Ｌ 再 が ’

州 コ ま そ ク に 近 は り ス ま の わ 年 め 員 や る な 方 置 は 建 さ 「
を マ た れ タ 迎 く ミ し ミ た 割 ゆ ’の に 会 っ に ら を か ’ し な モ
約 １ が か‘｝ え の ズ た ス こ 合 る 二 適 。 て ち な し れ こ よ か ル
五 ス つ ら ・ ら と １ 処 が の で 「 月 し き が い た て の う つ モ
十 と た 少 ア れ こ リ 置 長 ぼ 約 合 に た 聖 た い に な い 地 と た ン
マ い 広 し イ た ろ 州 は い か 一 の 集 土 徒 。 な き ら る で す Ｑ 教

か ま ば 事 完 る そ 徒
っ っ ’情 全 望 れ Ｌ

た て も を に み で の
。 居 う 理 平 で あ 票

や り 一 解 和 頭 る が
が ’方 す な が か も
て 消 と る 生 い ら た
こ す は こ 活 っ ’ ら
れ こ．か と を ぱ 最：す
が と な が 送 い 近 利

●

◎

ら 年 で ス ス
土 の 聖 ミ は へ
地 七 徒 シ コ 移
を 月 が シ マ る
買 に 建 ツ ｉ 。
つ 建 て ’ビ ス

た て た 川 の 千
当 た 最 の 南 八
時 家 初 川 一 百’で の 岸 マ 三

コ あ 家 の イ 十
マ っ は 小 ル 九
１ た ’ さ ’ 年
ス ｏ テ な ホ 五
に ホ オ 丸 ワ 月

ワ．．・．ド 太 イ 十 と は さ コ あ ま 金 月 の モ オ よ 衆 の 衆 で と 岸
イ ｉ 小 ト 日 四 い ’れ マ る た で に 知 ン ハ く 国 役 扇 は こ 三 に

ト ア 屋 氏 （ ’ う 以 た １ 別 九 百 予 事 教 イ 保 の 職 動 な ろ ’ あ
お ・ に か 金 ジ 小 上 の ス の 千 三 言 ロ 徒 オ 護 裁 に 家 い ヘ コ つ） ヨ さ 二 で の 農 ド 十 者 バ Ｌ一 に を 判 つ の か 手 マ たよ タ 住 ら

び １ 居 買 大 セ な つ あ 近 場 ル 五 ス １ は 居 さ 権 く あ と 紙 ｉ 。
ギ レ を つ 管 フ 村 の っ く を を エ ミ ト 善 た れ の こ つ 言 を ス
ヤ １ 定 た 長 ・ に 農 た に ダ 出 ｉ ス ・ 良 「 る 及 と ぱ っ 送 村
ラ が め 土 ジ ス 集 場 。あ ク し カ が ル な モ だ ぶ が れ た っ 。
ン 千 た 地 ヨ ミ り と 何 る タ て １ ク カ 市 ル ろ 所 あ な が て
ド 八 。 の セ ス 始 ミ ー こ ｉ ’ の イ ス 民 モ う に る ↑ ” ギ
の 百 こ 上 フ ’ め ズ つ の ・ ホ 農 ン の で ン と 居 Ｌ ◇ そ 聖 ヤ

両 三 の に ・ コ た 】’（ 土 ア ワ 場 シ と あ 教 考 た ア 性 れ 徒 ラ
人 十 場 あ ス マ 。 リ 目 地 イ イ を ［ こ る 徒 え 方 メ 格 は た ン
か 九 所 る ミ １ 川 ぼ は ザ ト ヒ に う と ト た が り で 聖 ち ド

、

の し 長 ッ 氏 ユ着 へ ひ の か ’ カ あ 徒 は 氏
ア い 期 ク か １ い 手 じ こ ら 暴 の り た ア は
イ 物 の ・ ら ・ た 紙 よ と で 徒 一 ’ ち．イ デ
ォ を 「 ギ 買 ホ と を う を あ に 州 最 が オ ビ
ワ ） 約 ヤ つ ワ き 書 に よ る お に 大 「 ワ ド

側 持 束 ラ た イ ’ き 賞 く 。 そ 居 の 殺 に ・
に っ 手 ン 土 ト 予 送 め 知 ま わ る 悪 人 住 Ｗ

あ て 形 ド 地 氏 言 つ て つ た れ よ 漢 と ん ・
る い Ｌ か の か 者 た い て 氏 な り が 略 で ロ
モ な に ら 西 ら は 。 た 居 は い も し 奪 い １
ン い よ 買 に 購 五 し ア り ’ よ ア ば と る ジ
ト 聖 っ 入 当 入 千 か イ ’ 以 う メ し 強 方 ヤ
ロ 徒 て れ る し ド し オ 「 前 に り ば 盗 が ｌ

ｌ た 購 た 所 た ル ’ ワ モ か 一 力 最 が よ ス
ズ ち 入 ． ｏ に 。の 四 州 ル ら 層 合 高 民 い の

９
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つ

§

敷 と 地 円 め 地 心 う る に て 湿 茂 ち う の ぞ あ原 ス し と あ 市
に ・ て い つ 」 五 地 な は を に の を う な も わ 地 み の ち 所 の っ

境 モ 居 う て と ’ は り 川 え す 不 し と ら か た で に 一 三 と う た
を ア る 考 「 か 都 ど ’岸 が ば 利 た 思 ば か る あ お 軒 軒 の ち 建
接 ン 。 え そ え 市 こ そ か い ら な 。 っ ’わ こ つ お で は 間 三 物
し 急 そ も の ら ノ を れ ら て し 条 こ た こ ら と て わ あ 丸 に 軒 は’流 れ 含 意 れ １ 探 か し こ い 件 の 。 こ ず も 馬 れ っ 太 あ は 石

南 の は み 味 た ヴ し ら だ の 立 さ 決 そ は ’ひ や て た 小 る 丸 造
西 起 ミ ’ は 。 １ て さ い 土 派 え 定 れ 聖 予 じ 牛 い 。屋 川 太 の

北 点 シ ま 美 こ 。 も き に 地 な と の で 徒 言 よ に た そ で に 小 家
の に シ こ わ の な は 登 を 敷 り 中 ’に 者 う ひ が こ あ 面 屋 一
三 あ ッ と し 名 コ か ず り め 地 の に こ と は に か ’ は っ し で 軒

方 つ ピ に き 前 マ つ つ と ぐ で ぞ は こ っ ’困 せ そ 事 た た あ と
は て ｉ も 場 は １ た と な り あ か 霊 の て 土 難 た の 実 が 南 つ 杢

半 ’川 つ 所 も ス で 草 っ ’ る れ 感 と 快 地 で 車 多 上 ’ 向 た 造
円 東 の と も と と あ 原 て 土 か る が こ 適 の あ で く 荒 予 き 。 の
を 方 東 も し も い う に ’地 ら な あ ろ な 排 つ 通 ’野 言 の コ 塞
画 は 岸 快 く と う う つ 約 の で ら つ に 住 水 た る 特 も 者 ．土 マ ニ
く す ’適 は へ 名 。 ず 一 三 あ ば た 一 居 を ・。 こ に 同 ス 地 １ 襲

害 磁 ヨ肪 鷺 誌 腿 満 鎗ミ ぐ ハ な 美 ブ 前
シ れ ン 場 し ラ は
シ て コ 所 き イ ま い ル 川 。 れ い 都 る 主 よ 不 近 あ の 軒 ズ ッ

藷 嬬 騨 瑳 禰 儘踊 纏 重鍵 鶴 ぞ弩象販
醸 警 輪 ≦』£曇 纏 鰭 鱒 麓 審訪 匁 妄

勤 ㌫腔 直考重繧 縁 挫野 漣膜 擁 磁 で
ぢ垂ゑ秀憲軒 熔 望肇籠 羨欝 簿 齢 ２勇垣

・９

し

で し で ず る １ キ 五 所 て ズ 建 さ す 土 市 ス バ ン に 同 ル 巻
組 な も い ス キ 部 日 七 で い ｝ て れ る 地 の ・ ［ ド も 六 じ イ か
織 か ほ て テ 部 が か ’ あ た り る た 二 を 一 Ｌ ド の 数 ’ 距 か れ’両 箇 ほ 離 ら て
を つ か そ ［ 長 二 ら シ る の か 市 。万 保 部 ・
つ た に の キ は つ 七 オ と で ら は こ 工 有 分 ホ ダ 人 所 か を 約 い

く 。 ス 後 部 ウ 組 日 ン 思 ’追 そ こ 】 す に ッ ニ か の の 西 百 る
る さ テ ク で イ 織 に の わ 教 い の に カ る な チ エ ら 土 敷 方 九 Ｌ
と き １ イ ス リ さ か ス れ 会 出 名 お １ こ つ キ ル 購 地 地 へ 十 と
い に キ ン テ ヤ ．れ け テ た 員 さ を い と と た ス ・ 入 が が 行 マ 予

う ’部 シ １ ム た て １ 。 た れ 「 て 共 と 。 そ Ｈ し み 選 け イ 薔
考 末 が １ キ ・ 。 コ キ ち る ザ 予 に な 川 の ・ た な ば ば ル 者

、

え 日 組 ’ 部 マ ー マ 部
で 聖 織 リ 長 １ つ ｉ ’

あ 徒 さ マ は ク は ス 組
つ た れ ’ ジ ス コ で 織

た ち た コ ヨ で マ 開 さ

よ は が ロ ン あ ｉ か れ

う 広 ’ ン ・ り ス れ る ・
で い こ、 ブ ス ’ に た 。

あ 地 れ ス ミ 他 あ 総

る 域 ら ’ ス の る 大 千

が に は ゼ で 一 ス 会 八’ ち い ネ あ つ テ で 百

こ ら ず バ つ は ｉ シ．三
の ば れ ’ た ア キ オ 十

計 つ も イ 。 イ 部 ン 九

画 て 長 ．リ こ オ で の 年
が ’ つ ノ れ ワ ’ ス 十

放 方 ず イ に に ス テ 月

棄 々 き 等 つ あ テ １ の

が 以 ラ 言 つ を ほ ウ 土 楽 れ シ 川 ス
永 前 へ 者 ま た 越 か 工 地 な る カ を ミ ．．
久 ’ ム ス た 。 え の ル に 条 。 ゴ さ ス
的 い ラ ミ ノ リ た 人 ズ 隣 件 に か は
に く Ｌ ス ［ ｉ 向 々 ’接 で 聖 達 の 言

住 ら と は ヴ 郡 う か ハ す 購 徒 す ぼ つ
居 か 呼 聖 ［ に 岸 ら イ る 入 た る つ て
を の べ 徒 の あ の 購 ラ 土 さ ち 。 た い

定 教 と た 向 る ア 入 ム 地 れ が
め 会 言 ち い ナ イ さ ・ が た 集

る 員 つ．に 側 ツ．オ れ キ さ 。 合
の は た 命 に シ の て ン ら ホ す

に す Ｑ じ あ ヴ 州 ’ ボ に ワ る

適 で 聖 て る イ の 後 １ デ イ た
し に 徒 ’ 土 一ル 中 に ル ビ ト め

て 居 た こ 地 村 に ノ ’ ド ’ こ
い を ち れ も は も １ ホ ・ ギ の

る 定 が か 購 隣 広 ヴ レ ヒ ャ ほ’

場 め ミ ら 入 接 い 】 １ 磐 ラ か

一 ４４６一
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人 ン れ ・ し 満 床 あ 々 時 着 ヤ 到 病
を グ か シ た た に っ の 間『い 病 着 人。 さ

つ た 中 も た に し たい そ ら ヤ

や の ・川 １ そ れ い 。に 財 ば か た ち
す ほ を ウ の ’ て 千 は 産 か か ．と 奇
仕 か 渡 ッ 中 川 い 八 テ も り り き 蹟
事 十 つ ド に の た 百 ン ほ で 死 出 に
の 二 て ’ は 岸 ） 三 ト ．と あ ぬ 逢 よ

助 使 モ ベ 当 へ 予 十 や ん つ ば つ つ
け 徒 ン ン 時 進 言 九 ほ ど た か た て
を の ト ジ 瀕 ん 者 年 う な か り 不 い
さ 何 ロ ヤ 死 で ス 七 馬 か ら の 健 や
せ 人 】 ミ の 行 ミ 月 車 っ ） 重 康 さ

＿ る か ズ ン 状 つ ス ニ の た 家 態 な れ
た を へ ・ 態 て は 十 覆 の を に 環 る
め い 行 ブ に 病 ’ 二 い で 建 お 境 。
に や き ラ あ に 床 日 の （ て ち に

出 し ’ ウ つ な か の 下 ミ る 入 よ 教
て ’ 病 ン た や ら 朝 ．に ズ ど つ つ 会

行 こ 床 等 と む 起 （ 雨 ［ こ た て 員
つ れ に が 思 人 き そ 露 リ ろ 。 ’ た

た ら あ あ わ 々 上 れ を か か 当 多 ち
。 の つ つ れ を る ま し ら 丸 時 く が

ア 人 た た る こ と で の ） 太 （ の 最
イ 々 ブ 。へ と 主 病 い 逃 小 貧 人 初

オ を リ 予 ン こ の い で れ 屋 困 々 コ
ワ つ ガ 言 リ と み の い て を な が マ

れ ム 者 １ く た た る き つ 有 マ １ た ．ヨ く ロ ヴ り た け に に さ

て ・ は ・ い ま め 者 た く 様 ラ ス 八 Ｑ ン に は 】 こ 。 た 集 下 れ

病 ヤ そ Ｇ や に に も 人 る で り に ’ ・ な 三 の ん こ 。 っ つ た
ス つ 千 敷 で れ こ て た の

ミ て．人 地 来 に れ 教．啓 で
ス い と を た よ は 会 示 ’

は た な 見 こ つ 「 員 に 方
そ 。 り つ と て 天 が よ 々
こ ザ ’ け に 聖 の 住 り に
に ラ 後 て よ 徒 命 む ’ ち
の へ 年 か つ た に 入 イ ら

こ ム 西 ら て ち か 殖 ．リ ば
つ』ラ 部 一 ノ は な 地 ノ つ

て の へ 年 ｉ ノ う を イ て
ア ス 大 た ヴ 】 こ こ 州 い
イ テ 移 つ 「 ヴ と こ ハ た

オ 】 動 か は １ で に ン 聖
ワ キ の た 急 に あ つ コ 徒
の 部 行 た 速 移 る く ッ た

聖 は な な に 住 Ｌ り ク ち
徒 後 わ い ふ し と あ 郡 は
た に れ う く 始 大 げ ’千
ち 廃 た ち れ め 管 よ ア 八
を 止 時 に あ ’長 と イ 百
管 さ に ノ が 聖 会 い オ 四

理 れ は １ つ 徒 は う ワ 十

殊 訂 笠 ・創 犀
て ’ 人 の ノ が る を ｉ 一

い ジ 近 人 １ 入 し 受 郡 月

●

ｅ

さ し て が つ 全 や り 「 の 一 ろ ツ い て い で 一 に た よ ら う で’
「 に 起や て の フ た く 声 ’ 神 ） 行 を ド て い や い に は Ｑ に

い ジ 者 オ ま ・気 を 彼 の エ が す ラ 行 る す る ’ 数 こ 川 予 石 述 つ

た ヨ に ル ま が 出 の 予 ラ．お ベ フ つ ほ と 家 そ 人 の を 言 造 べ た。 セ わ ダ し つ す 右 言 イ と て ’ た か ’ を の の と わ 者 の て こ

そ フ か ム ば か こ 手 者 ジ ず お オ 。 の ヤ た と 「 き た は 家 い と
こ が つ 兄 ら な と を Ｌ ヤ れ と ル ー 人 ン ず き 十 多 つ キ ま る に

で ’ た 弟 く い が と （ ・ た ず ソ 行 々 グ ね 病 二 く て ン で 。 つ
ジ わ 。 の ぞ 様 で つ ジ フ の れ ン は を 長 た 床 使 の ぞ ボ ’ い
ヨ た フ 容 の 子 き て ヨ オ は ’ ・ モ い 老 ０ に 徒 聖 ン 】 川

セ し オ 貌 両 で ず 話 セ ル ’ 彼 プ ン．や は 予 在 Ｌ 徒 ト ル 岸

フ が ル に 眼 あ ’ し ’フ ダ 今 ら ラ ト す 立 言 つ た た ロ 長 に

が わ ダ あ を つ 両 か ・ ム や は ッ ロ た ち 者 た ち ぢ ｉ 老 住

か か ム ら の た 眼 け ス の 息 み ト １ め 上 ジ 十 が は ズ そ ん

さ る 兄 わ ぞ 。 は た ミ 家 を な ’ ズ に つ ヨ ニ 居 古 に の で

難 濃 誉甥 ころ慕 書電径書鱈 麟 翼磐黙
誘 嬰差締 ぞ編 誌 道恐 勇身馨 遡 焚絞
い と 見 こ い は し ’死 。 う 従 テ い 行 と リ ブ 言 中 た 長 を

を 低 え と た 彼 ま フ の 一 と つ イ た く 同 ガ リ 者 に ち 老 こ
い い る が が の い オ 男 行 思 て ラ ウ と じ ム ガ は 住 を た と
や 声 よ そ ’手 ’ ル の が わ 行一 イ こ よ ・ ム 到 ん た ち こ
さ で う の や を あ ダ そ 部 れ つ．等 ル ろ う ヤ ・ 着 で ず に と’ く
れ 「 に 場 が と た ム ば 屋 て た の フ へ に ン ヤ す い ね

蕊塾編 遡 ㌫ 父塚 慰 １藻 劣蓑 １昼愚’
が と ・ す 変 だ と も み る 瀕 次 と ・ に 臥 い 住 ず の 言 一 て

あ さ そ べ 化 ま に は よ と 死 に ご ウ つ し を ん 第 中 つ し か

て

は

ウ

イ

ノレ

フ

オ

ｉ ．

ド

ウ

ツ

ド
フ
フ

長
老
が
次
の

よ

９
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豊

９

老 さ ラ ハ ッ ト 供 言 る の 会 い 、 べ た い い う る 大 手 「 な ら ．る
に れ フ ン ．ド か た 者 二 あ 員 に ご ’ が の た ．で ’声 を 信 た え か

言 た 長 カ ラ ら ち は 人 た で 臥 の 予 ’床 と あ 床 で と じ は た ．と
つ 。老 チ ラ 絹 を （ の り な し よ 言 こ か 思 り ．か 「 つ ま イ ら た

た 予 が で フ の い 彼 子 見 い て う 者 れ ら つ 人 ら フ た す 工 助 ず
「 言 行 子 長 ハ や の ．供 て 一 い に に を 起 た の 起 ’オ ま Ｌ ス か ね
君 者 つ 供 老 ン す た を ’人 た し つ け き 。声 き ル ま と ・ つ る
が が て た に カ た の い 予 の 人 て い と 上 つ で て ダ 数 答 キ た ’と

湯 書魏 差漫 芒薯影 書翻 呈蝦 粕 論㍊ 凋

１雛 灘 １藻鱈懇ｌｌｌ蕪
１欝黛 難顯 ｌｌξ霧 鎧 １縫箒
る す る る ち れ 言 で の 来 わ ら ら
か と と か を を つ き は て ．ざ 彼 家
ぎ き そ ら い ウ た な ご 重 の ら ．へ
り 彼 の と や イ 。 か の 態 行 を と’は 子 言 し ル そ

つ 時 に な 呼 通

君 ウ 供 つ て フ し た で お わ び つ
と ッ た た く オ て が あ ち れ 戻 て

僕 ド ち 。れ １ ” つ 入 る し 行
と ラ は ウ ’ ド ポ そ た つ の た き
は フ い ッ こ ・ ケ の 。 て を 。 ’

結 長 や ド の ウ ッ 子 予 い 目 教 病

入 彼 亥 の 予 ト が す 言 を ’

饗縫ｌｌ議 緊
鋸 魏 恥 ぞ響 諜
生芒酵 翫 ’契 ㍑ 棄
椀 て ） れ の 叩 な 彼 声 「 て
た い 病 動 ．よ ず ） の で あ も

轡

し

を を 廷 主 件 ら ル の ぞ 受 で 挙 人 界 そ 務 知 の ば
行 交 は 席 も れ ド 憲 の け あ 十 が ） が の 長 事 十 九 れ
な 付 市 判 と た 市 法 憲 た っ ’ 行 か 決 法 官 は 二 ’ て

う す の 事 り Ｑ の に 章 い た 自 な ら 定 案 で そ 月 ノ い
こ る 条 ’ あ 市 市 よ は と 。由 わ 成 さ に あ の に １ る

と 権 令 助 つ 長 参 つ 二 望 そ な れ る れ 賛 つ 法 法 ヴ に
が 限 の 役 か と 事 て 十 ん れ 憲 た は た 成 て 案 人 ｉ ち
保 を も が う 助 会 だ 八 で は 章 。ず 。 で ’に 団 市 が
証 も と 陪 治 役 に け 章 い 長 。 で 市 あ 立 署 体 ’い
さ つ に 席 安 に 与 制 か た い
れ て 起 判 判 は え 限 ら す 間 市
て い る 事 事 ’ ら を 成 べ 暴 の
い た あ と の 州 れ 受 り て 徒 憲

た 。 ら な 権 の た け ’ の の 章。 そ ゆ る 能 法 Ｌ て ア も た は

し る 市 が 律 す い メ の め ひ
て 事 の す の べ た リ ’ に じ
十 件 法 べ も て 。 カ ：否 な 柔
二 に 廷 て と の ぞ 合 そ や う

人 よ が 与 に 権 し 衆 れ ま に
の つ そ え 起 能 て 国 以 さ 自

陪 て な ら る は 「 の 上 れ 由
審 「 え れ 民 ノ ス 憲 の て な ．
員 身 ら た 事 ｉ プ 法 「も き 権
に 柄 れ 。 々 ヴ リ と の た 威
よ 提 た ま 件 ｉ ン ィ で 聖 の
つ 出 。 た も 市 グ リ あ 徒 あ

て 令 こ 市 刑 ．に フ ノ つ た る裁 状
の 長 事 授 イ イ た ち 憲

判 Ｌ 法 が 々 け ［ 州 。が 章
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二 線 軍 急 援 六

急 若 ヲ 基 ニ ヲ 月
地 干 通 地 原 地 十

方 ノ ジ ニ 案 方 七部 被
テ 避 ヲ 部 日

長 害 聞 難 作 力 朝
会 ガ ク シ 成 ラ カ
ニ ア 、 テ ス モ ナ

ヨ ツ 会 イ ル 出 リ

リ タ 員 タ 。 ス ノ
原 ヨ ノ 宣 新 コ 状
案 ウ 死 教 潟 ト 態
修 デ 傷 師 支 に ガ
正 ア 者 ヨ 部 内 判
ヲ ル ナ リ ノ 定 明

ウ ｏ シ 米 状 ス ス
ケ ’軍 況 ル ル
ル 建 ノ ヲ ’ ｏ

が 部 伝 さ か 』
あ よ 道 が め 当
つ り 部 判 な 初 、．
た 救 で る か 連
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の 急 つ た を

た 会 れ が と
め 議 て 地 る

に が ’震 に
ト 開 救 の ポ ド
ラ か 援 も 通
ツ れ 活 た 信

ク た 動 ら の
を 。 に し 混

出 そ つ た 乱す
の い 災 で

と 間 て 害 実
の 群 地 の 状

連 馬 方 大 が
絡 支 部 き つ

「

，報 車 潟 ∵．・会
・告 ’ 二 社 議 六

。東 大 帽 て室 月

＝ 中 地 デ ニ 十

央 震 外 テ 六
地 ガ 出 会 日

方 ア ’議 午
・部 ッ 午 中 後

長 タ 後 カ ー
今 模 三 ナ 時
井 様 時 リ ニ
兄 ト 車 大 十

弟 知 申 キ 五
ト ル ノ ナ 分
伝 。 ラ 地 頃
道 直 ジ 震 勤
本 チ オ ヲ 務部

ニ デ 感 先
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メ 部 明
モ の し
か 状 だ
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で か 午
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間 た
の 。
こ 新
と 潟

を 支

９

豊
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下 十 の が 画
北 八 買 単 は
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石 時 が 発 と
川 群 は し 実’馬 じ た 行

大 支 ま 。 さ
橋 部 つ 扶 れ
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着 六
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担 十 ウ ’ 支
ヲ 時 ヨ タ 部
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閉 部 ス ニ 救 ．
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三 国 峠 の 検 問 所 で 待 た き れ る

ト 特 態 倒 活
ガ ニ 物 ナ レ 動 三

ラ 水 資 ル ナ ヲ 地

ク ハ ヲ コ イ ス 区

タ 役 届 ト ニ ル ニ
ニ ニ ケ 。 シ ヨ 分

ウ 立 ニ テ ウ ケ

ズ ツ 行 モ ニ 各

マ タ ク 集 計 リ
ッ ’ ト 会 画 】

ダ ．津 本 ニ ス ダ

真 波 当 ハ．ル ［

暗 ニ ニ 使 ｏ ヲ
ナ ヨ 喜 用 ・支 置

街 ツ コ デ 部 キ

路 テ バ キ ノ 組
ヲ 泥 レ ナ 建 織

行 ト タ イ 物 的
ク 油 ’ 状 ハ ニ

ろ 多 つ ひ た 福 か 絡 直 支 で れ の 支 に

う の た ざ 彼 。島 つ に ち 部 自 て 大 部 分 群
か 兄 。 ま た ’ て あ に 長 転 い 変 長 か 馬
’弟 こ づ ち 馬 避 つ 支 夫 車 た な 会 れ 支

再 ．姉 の き は 場 難 た 部 妻 に 。努 ’て 部
び 妹 人 祈 困 ’所 大 に ’乗 救 力 ア 救 （
メ が 々 り 難 森 を 橋 か ま つ 援 に ロ 援 高
モ カ の ’ な 兄 め 副 け た て 本 よ ン 物 崎
か つ 信 進 指 弟 ぐ 支 つ 三 会 部 つ 神 資 ）

ら き 仰 ん 示 等 り 部 け 条 員 を て 権 を 地。勇 を で を の 安 長 て か た 自 ’会 運 方

気 見 困 受 活 否 ” ら ち 宅 会 を 送 部’づ ’難 け 躍 を も 無 自 を に 員 中 中
（

け 愛 に て が 確 も 入 転 勇 置 の 心 ’東
ら を た も は め ま の 車 気 き 消 に 新 京
れ 見 ち ．た じ て で 支 で 付 不 息 ’潟 ）

耀 璃 魏 畠縫 鶴た た 向 め
こ 時 つ ら
と ’ て わ て ．し に で 積 松 な め た で 二
だ 幾 行 ず い た つ 連 み 川 足 ら ち は 組

鯉

論 ナ シ ル 飯 パ ラ 自’ル タ 道 シ 警

導 ル 深 カ ヲ 行 通 分 。 メ ダ テ 宮 山
キ ｏ イ ラ ー ッ ス 達 ド ニ ’ イ ノ ノ
ヲ 思 油 コ ツ テ ワ デ ウ 沢 途 ル 云 下

切 慮 水 チ ト ナ ケ レ シ 山 中 Ｑ ウ 橋
ニ ト ノ ラ 云 カ ニ ッ テ ノ デ コ 所 ヲ

必 決 中 モ ウ ツ 行 カ モ 人 故 ノ 。 渡

要 断 デ 強 状 タ カ． 「 行 ヲ 障 道 「 ル
ト ヲ 故 行 態 ノ ナ 車 く 助 シ バ 昨 手
ス 要 障 突 ダ ニ イ ヲ ナ ケ テ 山 日 前

ル ス シ 破 ッ ’ Ｌ 引 ラ ル ミ ノ ヨ デ

場 ル タ シ タ ニ 市 張 責 物 タ 手 リ 車

面 場 ラ タ コ ．十 ノ ッ 任 資 マ 地 十 ヲ
デ 面 確 イ ト 四 車 テ ヲ ガ エ ニ 五 止

ア デ カ ノ ヲ 時 デ 来 取 入 君 入 セ メ

ル ア ニ ダ 知 間 サ レ ツ ラ 達 ル ン ラ
。 リ 邪 ’ ッ．デ エ ナ テ ナ ノ 唯 チ レ

色 ’ 魔 シ テ 握 昨 イ ヤ ク．車 ．一 増 ル
々 勿 ト カ イ リ 日 ナ レ ナ ノ ノ 水 。

静 で に 四 が
に 教 も 日 は 六
判 会 あ も じ 月
断 の せ た め 二
を 救 り つ ら 十
下 ．援 の て れ 日
し 隊 色 い た か
：重 は は る ｏ ら

点 調 か 。早 い的 査 く 救
い よ

に し せ 援 よ い

活 た な を う よ動 結
い 受 で 本

を 果 よ け も 格
は を う る 地 的
じ 分 だ 方 震 に
め 析 。 も か 救
た し そ す ら 援
。 ’ の る も 活

冷 中 方 う 動

子 民 間。 間 ニ

ノ 何

救 度

援 も

隊 教

ト 会
シ ノ

テ コ
ハ ト
ー ヲ

番 聞

乗 カ
リ レ
デ タ

ア ｏ
ツ

タ

様

●
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ヨ ト メ ラ 条
Ｌ レ ダ ン 件
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イ イ タ 本 考
ッ イ ラ 兄 エ

タ ン 押 弟 メ
。 デ シ パ グ

大 シ マ 「 ラ

神 ヨ シ 大 シ

権 ウ ヨ 丈 テ

者 ト ウ 夫 イ
五 云 。 行 ル

名 ッ 今 キ ト
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ヲ イ 十 ル テ

返 タ セ Ｑ 下
シ エ ン ワ サ
ニ ン チ イ イ

後 ジ ノ ヤ 。車
ン 浸 １ ０
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ス 地 京 部 等 キ 。 テ 役
ル 方 中 ニ ト 合 大 ノ ニ
コ 部 央 向 交 ツ 変 愛 立

ト ノ 支 ウ シ テ ナ ヲ テ
ニ 役 部 。 白 別 事 増 タ

決 員 着 安 ミ レ 件 シ コ
定 二 ’ 息 ハ ラ ヲ ’ ト
シ 報 直 日 ジ レ 通 信 。
タ 告 チ タ メ ル ジ 仰 互
Ｑ ’二 夜 タ 喜 テ ヲ ニ

第 今 前 静 ビ デ 増 神
二 井 沢 カ ノ モ シ へ

次 地 兄 ナ 握 尚 ’ ノ

つ 六

く 月 六 ト 後 ヲ ド
訳 十 月 自 ノ 上 ル
だ 八 二 信 活 ゲ 。
が 日 十 ヲ 動 ル ワ
、レこ 一 ツ ニ ヨ イ

メ 出 日 ケ ’気 ヤ
モ 発 以 タ 特 ヲ １

か し 後 コ ニ ツ ハ
ら た の ト 水 ケ モ
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導 か 讃 へ 員 道 堂 と 阿 が
部 な 美 て ’部 さ を い 倍 ’日
長 雨 歌 ’評 長 る 戴 う 野 全 増

耀 講蟄 能 舗 腓 阿
齪 喉誘 齢 誤 羅 倍
が そ い れ 支 の Ｒ 段 い 員 姉 が 野

鷲 認難 雛 鮪騨 支
巌 靹購 論 欝 能 部
び 。さ れ ’係 ’達 恵 こ は る
の ア あ ま 多 者 ア し み ぷ ’今

涙 ン つ し く ’ン た に る お 日 ・

を ダ Ｌ た の 地 ダ か よ 元 元 こ

流基 謀 方農 客 毬
さ ン わ 会 を 部 ン す 教 す す て

れ 伝 や の 迎 役 伝 ｏ会 。か す

鋸 １

驚

黙
襲

り益 員 話 の に せ 夫 れ 育 て 御 ら も １叢
し 々 一 を 深 一 ず 妻 も て 働 紹 ま 早 拶
て 御 同 受 い 生 毎 は と て い 介 せ く ；・

居 健 深 け 愛 懸 日 片 の 下 て し 準 建 叢り
、康 く 過 と 命 の 道 岡 さ 下 ま 備 築

ま で 感 さ 理 尽 様 一 町 つ さ し し に
す ’謝 せ 解 し に 時 支 た り よ て 取 働 一 る り 合 く来 で 私 け 感 る さ い し た
。御 し て の て 阿 間 部 上 こ う お 掛 き 度 と 建 せ ’上 見 達 れ 謝 の れ 問 今 た Ｌ

幸 て 戴 中 下 倍 半 へ 野 の 。 りれ 度 よ い て て 一 る て が ど しで よ の ’ ｏと
せ い き で さ 野 近 帰 山 様 長 ま る い く う る 働 人 も い 何 も て 大 う 念 会 お

密 毯 い毒款 蘇 距 慰 霧 瓢 天零喬縷 黙 乞羅 憂
さ 。た の ま か の ま 長 晴 阿 と 今 し も 出 に 力 は に な 堂 す 喜 て 実 は れ
れ そ ｏ両 し よ 道 し 御 し 倍 希 や ’う 来 よ を な 出 い は 。び い 現 長 ま
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Ｑ
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そ
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す よ ン 市
が りで道麻 阪小 清 市
ｒ 敬 す 支
あ 愛 。部 見 本 倉 水 道
な さ 彼 長
た れ も は 広 頼 国 武 喜
は て 上 若 八

年 い 野 い 男 彦 康 司 郎
が ま 山 は

若 す 支 つ
い 。部 ら

て

鯉
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執 主 ロ 書 第 第 支 部 支 ま そ か ふ 為 か 月 に さ

即支 部 だ よ り

込 持 老 す テ フ ｉ前 潔 言 た
ん を を る ｉエ の 四 に 葉 め
で 受 初 事 チ ロ 力 章 も に に

勢 禰 論 難 罫 製 等 舗 禦 旭男写繍 募 撹 ♂ 会
ル
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プ
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権
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才
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部部
長長

横近 ）安近 大安
井藤 田藤 田田原

秀 琢 雅 琢
一 亘 三亘 稔 三

墾育握 鎌 蓑郷 思川 紹 毯 鍵 脚篁募號
しニ ク 人 す う ど 部 ま 。 っ任 教 様 プ ン を を 模 に じ
た 十 に の 。う ん 大 す ご 支 て を 師 に ・ グ 得 金 範 も ら
の 八 も 活 旭 と ど 会 。の 居 果 ’監 グ ” 言 に ’れ

翻 雛 甥 餓 調 部叙 鰭 雲誇 誘 窪姦
知 支 ず 長 部 の 発 き の 旭 ま く 者 教 を ン の て な も な
ら 部 に 老 で が に な 北 川 す 全 ’師 よ 神 重 支 さ ’ら

蔭 楼 竺貧獲 魑 ．轟 藷 権杳難 備像
ま で ん い 月 一 ’が 地 は 霊 姉 力 画 ブ 標 会 （ に 。
す 次 ば ま か 人 御 続 方 本 ’を 妹 ッ し ラ で メ テ も む
。の つ し ら 一 国 い 部 当 注 の ト実 ン あ ン モ ’し

組 て た 四 人 建 た 大 に ぎ 支 長 行 チ る パ テ 純 ろ

。バ 多 い で 会 本 次 せ た 委 委 長 シ 会 会 会

畠 又 ザ い 立 あ の 当 の し く 員 員 ツ計 長 長
山 六 ｉで ち る お に 機 た さ 長 会 ピ
姉 月 に す ま と 話 信 会 い ん ン
妹 二 ’か し い の 仰 に 事 支 グ

簾 舞縫実餐騨 糞
ま 一 果 に 川 を 北 達 せ 一 ま 熊 安 山 笹 大 近 大 安 一

効 蝉 聯 獣 蛎 娩 田 田螺 噸 田条
彼 姉 わ れ 当 て 地 り す りが 政 琢 郁 靖 雅
女 妹 さ る に 私 方 で ｏま ’雄 三 子 子 稔
は が れ 建 力 達 部 す す 今
小 誕 る 築 強 は は 。 の 月

「 方 Ａ ず ま 山 々 し十 会

生 と 資 い 本 開 旭 で は
し 思 金 若 当 拓 川 彼 ” ま 建 フ 扶 ア
ま い 集 い に の 支 等 あ お だ 第 委 築 書 副 委 工 書 第 第 会 助 教 ロ 教 教 教 執 執 執
し ま め 人 ふ 時 部 は と 知 ま 二 員 資 委 員 ロ 記 ニ ー 教 師 ン 師 師 師 事 事 事
た す の が る 代 大 ’は ら だ 副 長 金 記 員 長 ｉ兼 副 副 長 会 グ 神 グ グ グ グ グ グ

ｏ
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い 導 ｉ し 「 い つ 支
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い て 両 １ た い て 我
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子 子子 子 興 俊 尚男一一 誠

れ す な よけ び る に 詞 無 は 大 信 も 由 さ
み の 大 ね し 国 は 十 た 名 が さ る が ど 今 に ず を こ は の 事 ’会 仰 ’で い
ん 支 会 た た の す 三 。ば 新 て 事 ’は 日 皆 に 証 と つ と バ い に に 武 一 時

欝 魏 鍵 課 携 育翻 騨 群瀧 糎隻鳶酵 謡 蠣 雑
つ用 １て 白 で 辺 土 ’出 地 の い そ ら 群 も な ま 彼 と 彼 ス 武 席 て 妹 は つ

て 意 ル ー 秋 は へ ） 席 で 十 ま れ 水 馬 馬 お 会 し女 ’女 マ 藤 し五 や 教 た
い さ ド時 が 知 サ 昼 し行 三 す 主 を 支 い 員 た が こ は を 姉 ま 月 一 会 小

難 舞 駕 隷 芒㌫ ．鯨 馨支雛 誇 籔醗 拠 播 劉
て れ 四
有 ’日
意 我 に
義 々 は
な 群 大
会 馬 望
を か の
持 ら１地』て も区

ま 三 大

綜 皇部 羅 振 鯉 垂塁 轍 郵
に 様 便 下 う彼 マ 真 言 が し毎 行 深 が た
励 な り・ さ 私 女 を の 葉 出 ．よ回 な い で め
ま 今 し
さ 日 ま
れ こ す
て の 。’お 頃 昼

ら で 間
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い た が 受 神 で 来 で の わ 友 き に
ｏち 不 け の し ま ’家 れ 情 ま 身

と 自 ら 教 た し 二 庭 た と せ 体
い 由 れ 会 が た 十 集 地 彼 ん が
つ に る で 本 。一 会 方 女 。不

し負 喜 あ 当 証 日 に 部 の で 自
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努 の 設 妹 支 て 日 の
い も 上力 会 に の

一 獲

で さ が つ 教 た に す ．に た つい 人 を 方 大 し ミ宣 た 時
心 が 新 す れ 出 つ 師 。必 。よ 。て Ｌ 間 見 部 会 た ル 教 明 Ｑ間

鵬 徽 購 襲瓢 鱗 髪銭監三
慾 彗 あ離 麓 獅 き川柔概 発 旦

纏 撫 部 手鷲
い も し 。

ま 暑 て

す さ い
。に る

さ め こ
て げ と
’ず と

五 ’思

。立 様

じ 上 の
や る あ

又 事 わ。が れ

出 み
来 の
る み

の 今 間 つ 教 み の 被 が 「 話 め 兄 又 前 時 ・て は
こ 使 も て 会 込 支 害 帰 マ を た 弟 療 ’か 玉 く 六

り つ な ’建 ん 部 を つ ナ は 人 の 養 我 ら 子 れ 時
の て く 日 築 で 長 受 て Ｌ さ の プ を 々 の ） ’た の

部 い ク 毎 の 救 は け 二 を み 心 ロ ほ の 神 を 定 聖
分 る う に 方 援 さ ら 日 得 特 を グ ぼ 一 権 お 食 書
が 建 ス 姿 は に．つれ 後 る 別 曳 ラ 終 般 会 い （ の
出 物 ル が 熱 か そ た ’事 に か ム え 大 と し ム 輪
来 は １変 心 け く と無 が 証 ず 外 ■ 会 扶 く ギ 読

吉筋 縫 砂 の填黙 禦 黙 離 篇
わ こ屋 出 築 ま ッ事 地 ま を か 真 な 井 会 べ １ま
け わ 根 来 宣 し ク で 震 し持 な の 顔 地 の ま ト り

　

楽
し
い
時
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特
く
に

短

じ

を
す
ご
し
ま
し
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１す い が あ ｉ忙 だ た こ 御 本 す で 子 で が と 甲 か い 暖 等 き 二 が 月
よ そ ま え お 。に ’り ビ の ぞ 。ろ 名 人 。
う れ し え 忙

』こ も て ’し

び 大 ね い そ
で 変 。ろ う
い な そ ん で
つ ん れ な す

ぱ で に 会 ね
い す 今 の
の．よ 後 う

表 ｏ支 ち
情 （ 部 あ）

と 長 わ
い と せ
い な な
な つ ど
が た が
ら の あ
も で り

し の も 松 も 府 ら ま い に ’十 ひ 二

響欝 誌毯 題 鶴 醒 誘 套襲 硫 嚢難 ら‡
え 長 の い う す 人 に 新 老 証 。は ツ会 員 員 く モ い る で ’か ’

下 老 で た ’ Ｑい ’山 が 拠 今 ’と 員 が が る ル き 松 い 一 れ 二
さ は 記 し ち そ わ 派 靖 ’に は 今 か 達 少 少 の モ に 本 つ般 ま 十
い そ 者 ま よ こ く 遣 夫 甲 ⑤ そ に ら で い な で ン は 支 ぱ 大 し 四

ま ん も し つ で “さ 長 府 じ の き い し の か は と い 部 い 会 た 日
し な 少 た と支 腹 れ 老 に 会 準 っ ” た で つ な は つ の で と 。と

た 記 々 。お 部 が て とい 員 備 と と が ’た い ’も チ す ’二 松。者 あ ご じ だ す
い い ら 達 中 発 い ’こ の で こ な ［ 。盛 十 本

雑 雛 婁鷺 墾 譲 響 盤 罎 貿 奪評 杏藷
鼎 喬 懸 鼻 都 奄認 硫 ｝樽 説 憲みへ難 あ
談 で籔 難 い競 罷 掃 謹 朕 発耀 慰 糟
り い し 望 ン は 老 ま わ た た ろ く 州 小 ん 。会 い し さ 学 が Ａ 大
で ね た も タ 多 ” し り 。日 で る つ粒 ど も で き ま と 校 で ’会

◎

ｌ ｌ ｌ １
で の ひ 私 て よ を （ 甲 ’い 次 名 汝 尽 彼 の （ た 力 皆 す 宣 又 宣 （ け 本 長 ば 私 宣
す 人 き は い く の ち 府 わ に に の し ら べ こ 。し さ 。教 ’教 ズ た の さ つ も 教
ね は つ そ わ ’ り よ支 れ 会 よ 神 ’に た こ
。大 け う れ 人 出 つ部 て 員 り を 勢 ひ 句 で

気 へ る 思 る 数 し と の い の て 愛 力 と を 記
持 ん と い ん が ’ご 印 る 人 神 す と つ 思 者
が 明 こ ま で 少 耳 ま 象 こ た 、に べ 思 の い は

や 朗 う せ す い を つは と ち 仕 しい 誠 出 ’
さ で が ん け と す た ど な か う ’と 命 し先
し ’あ ネ ど か ま 表 う ん ら べ 又 体 を ま ほ
い そ る 。 ｉ姉 せ 情 で で ぜ し イ 力 与 し ど
か れ と 素 ９妹 て ’．す す ひ ） エ を う た の

Ｑ
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い が か と の に り と 員 の み の に
る ’ら な 時 な と 思 達 す よ 長 な
と 御 一 つ の ら 御 つ に す う 老 ら
い 国 年 た 感 れ 答 た 自 め と 達 れ

う 建 と の 想 て え の 分 も思 が た
こ 設 ち は な ど ！ も を あ い や 動

と の よ昨 ご の ） 原 通 り ま つ機
を た つ 年 ＝ く
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で 貝 れ て 今 て く 教 吉 思 央 い
’紹 か 引 月 い の 師 村 い 支 た

御 介 ら 受 か く 人 と 姉 ま 部 し

ま と た 希 を し れ ぴ
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た す 束 ｉ か ら の ）
。ネ は ｉ り ｉ 抱

今 。 ’そ た ０負

後 ’ き う い 支 ’
の ち で と 部 又

御 ん す 考 長 ’

画 で

会 も
な ち
ど よ
も つ
つ と

と計
活 画
発 性
に が

や な
る い
べ と

ｅ

弟 わ い お 的 レ 男 １育 聖 兄 す に な 皆 で か 弟 近 横 頼 な 賞 者 長 才 の こ 会 展

参籍課 縷 灘 三鍔鍵鱗 岩曝鋸簾解畿
調 霧羅 ，し嘱 遍 ≦薇 湾蒜 獄 烹．羅 糧 羅 鹸 姜雛

講 １圭難 羅韓藷１蘇 雛：１
山 た ’昨 に の で ’西 地 。の に 腕 ポ 。シ で 年 ま え ’ 。気 面 兄 で た 志 ら 各
邑 。優 年 大 厚 阿 わ 五 元 御 も 前 ｉモ ユ ’令 し あ 中 ま ち ’弟 す ｏ兄 れ 地
支 地 勝 の 勝 さ 倍 が 支 ’ 国 ’は ツ ヤ マ ベ の た る 川 た よ趣 姉 が 彼 弟 て に
部 方 力 大 。か 野 三 部 神
長 部 ッ阪 綜 ら を 宮 対 戸
は の プ 大 合 く 破 チ 抗 の’坂 を 会 得 る り ｝の 王

あ 本 再 に 点 圧 ’ム ス 子
と兄 び 続 に 到 バ は ポ 体

建 続 大 は シ ロ ビ 割 。責 兄 ’ っ 味 妹 ’は が お ス

識 羅 飴 ↓誰 雛 姜苦陥 叙 禦 げ
た 多 も で の ん エな 中 召 続 部 武 本 で で だ 宣 す シ
め く の ’よ 』 イ か 川 さ い．に 士 刀 人 支 二 教 が イ
の の で 特 う と ス な 兄 れ て は 的 鑑 気 部 ○ 師 ’教

豊

構 り．の を す 迄 負 生 ぬ 今 つ 草 曜 き 空 「 へ 教
都 案 す 清 。兵 け え こ も の さ 取 日 れ を あ の 会 ひ
合 外 ご 掃 ま を て て の 云 事 て り ’い 見 ら 橋 の と

飯 蕩 勝 繁 翫 騎 鍼鈷 晶 織 東
掘 縦 器 耀 蟻 磐 翠 馨 螺空晶京
か 来 さ も 平 命 か を 抜 り 御 現 日 時 る ｏ一 し に が 東 ．

蕪 響 麗 礫讐準 甥霧 熱 雌 支
れ に か 出 て 戦 私 し も ｏ致 東 う 姉 出 師 姉
ま な ’し ’し達 ま 抜 雨 し支 し妹 来 達 妹
せ り 中 て 教 て ．は す い 後 ま 部 て 達 ま も の
ん ま の い 会 い こ が て の す が 集 は し飛 声
。 し掃 ま 堂 る の ’も た 。持 つ ’た び に

欝礪窺 静罷戴’前 雑 自 の 止 処 か な つ る ず 庭 の 来 な

結 よ 草 身 で む で ら ら は 二 。の 土 て が

き
り 太
と 陽
美 が
し顔
い を
虹 出
が す
空 と

つ衝 部 青

支
部

文
芸奢

貝

設 般 い き て 並 た でけ 集 扶 た 。び と選

て 会 助 感 当 に は 手

お の 協 じ支 三 い 達
り 他 会 で 部 位 え か
ま に の ’の の ’ら
す も 部 出 扶 京 最 胴
。 ’屋 席 助 都 後 上

毎 は 者 協 支 ま げ
土 満 も 会 部 で さ
曜 員 毎 は の 頑 れ
日 御 週 一や 健 張 大
に 礼 二 っ斗 つ喜
は の ○ とぶ た び
生 盛 名 軌 り 阿 。
け 況 近 道 を 倍 優
花 ぶ く に も 野 勝
教 り・’乗 た チ を
室 。小 つ た ｉ逸
も 一 さ て え ム し

＿ ４５８一
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支 部 だ よ り

り は 証 ア し 日 ン す て もか な 会 が た ・つせ 保 良 ・で 日 ま て 渡 近 識 求
五 み お 詞 ロ く の ボ 五 。競 み 連 が 場 感 と 月 て て 保 く の 曜 っ こ 辺 迄 を 道 も
月 な 気 会 ン 過 為 】月
最 証 の が 神 ご に ル 十
後 詞 毒 あ 権 す と が 四
の を で り の 事 練 行 日

日 強 し ’回 が 習 わ は
の く れ 出 復 出 し れ ’

安 しが 席 を 来 た ま ゴ息
て ’出 記 ま 成 し １

日 帰 と来 念 し果 た ル
三 つて な し た を が ド
十 て も い て 。発 ’ ・
一 来 素 姉 の 続 揮 数 ア

日 た 晴 妹 ’く し 日 ン
に 様 し達 働 十 て 前 ド
は で い に ご 六 ’よ ・
’す 会 と う 日 大 り グ

系 。で つ会 は 変 こ リ
図 あ て と ’楽 の ｉ

技 な 続 一 迄 ぜ 思 日 い 教 姉 な 優 学 た こ 泰 ’提 者 う出
さ 優 致 二 ら つ の ま 会 妹 ら 秀 校 事 暫 男 こ 供 も 一

来 ん 勝 協 時 れ て 経 す へ と れ な ’で く 兄 の し含 つ
る と す 力 間 ま い つ ｏみ 共 ’教 フ す 教 弟 支 て め の

様 お る ’が す た の’互 事 ハ か が 春 は

今 い が ッ り ’が 早
か に 出’ス の 五 も い
ら 優 来 ル 遠 月 う も

楽 一 ま し方 五 過 の
し 杯 し ま に 日 ぎ で
み の た し も の．去 ’
に 力 。た 拘 運 つ つ

し を 次 の ら 動 て い出
の で ず 会 夏 こて

し機 ど ’に の のい

合 会 う み は 気 間
ま つ に に ん ’配 来

え に 渡 師 工 。会 が 部 下 た 悩
ら あ 辺 で ロ 兄 へ ’だ さ 全 み
れ の 姉 も ｉ弟 来 胃 よ る て 事
る な 妹 あ ・は る の り一 の は
日 つ 小 り シ 支 事 病 を 人 人 ’
を か 学 ま ツ部 が 気 送 の 々 東
み し 生 す ピ の 出 の っ兄 に 支
ん い の の ン 会 来 為 て 弟 ’部
な 顔 異 で グ 計 な に 下 ’そ の
で を 美 一 ・書 く 入 さ ま の 兄

心 ほ 姉 日 ス 記 な 院 つ た 豊 弟
か こ 妹 も ク で つ な て つ か 姉
ら ろ ’早 １あ て さ い い な 妹

待 ば 美 く ル り し っ た 最 知 ’

ｏ

心 達 う で ま お
五 下 は に す 現 し と 室 全
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織 ド
を が
御 計
紹 画
介 さ
し れ

て て

お あ

き り

ま ま

亀

し が ま し 姉 せ は 兄 ア や の しが で た 助 人 が か 会 謝 常 て 姉 し 一 の
た フ 六 す た 妹 六 ず あ 弟 イ三 さ 姉 い 兄 食 ま 協 々 参 ら が 五 し に 下 妹 新 般 夕
。イ 月 ｏ 。が 月 に る 姉 ヤ 十 し 妹 × 弟 べ の 会 の 加 は 伝 月 て 聖 さ ’婚 市 べ

彼 シ ニ
は ユ十
大 長 九
変 老 日
や が
さ 阿 支
し 倍 部
く 野 に

勤 支 と勉 部
つ

な に て
方 転 大
で 任 変

す に 残
ど な 念

う りで
か ま す

各 バ ニ は が 妹 サ ー い は お 達 た 姉 終 心 し 支 道 三 お 霊 い 吉 ほ 民 を支 プ 十
い こ達 イ 日 て や い に 中 妹 了 を ま 部 部 十 り の ま 田 や に 日

部 テ ー ら の の ドは 本 さ し副 華 の 後 驚 し長 長 ’ま 力 し洋 ほ 接 向
の ス 日 れ 教 力 ） 一 当 しい 食 料 案 地 嘆 た の の 三 す が て 子 や し宏
兄 マ な 会 強 で 般 で い が を 理 内 方 さ が 川 管 十 。終 大 姉 の て 兄

弟 を 柳 い の い 終 大 す で 二 も の で 部 せ ’崎 理 一’受 瀬 気 福 証 了 会 か す 乗 つ お あ の ま 大 英 の 日

姉 け 多 持 音 詞 し ’ ？ 。と て い る 扶 す 会 三 も の妹 新 加
で を を ま 証 ） （ な く し ホ 助 。は 兄 と 両

よ し子 い 知 き し詞
ろ く 姉 つ つ き た 会
し 会 妹 ぱ た 本 が （

く員 ’い こ 当 証 Ｐ
お に 藤 で と に 詞 Ｍ

願 な 田 し を 少 会 六
い り 恵 た 感 し で 時

し ま 子 。謝 で は フ

え り だ い テ 協 三 素 弟 で 日
え 本 さ 事 ル 会 十 晴 は 行 札
私 当 っ さ の の 日 し じ な 幌
達 に た ら レ 前 ’く め わ で
の 室 の に ス 会 神 初 約 れ 地

姉 蘭 で 姉 ト長 権 め 二 ’方妹 支
お 妹 ラ 熊 会 て 十 室 部

も 部 い 達 ン 谷 扶 の 名 蘭 大

始 変 妹 梅 行 弟
我 有 達 津 く の
々 意 が 清 に 司
に 義 お 美 は 会

あ に お 兄 と で
りす い 弟 云 モ
ま ご に 初 う ル
し し ハ め 議 モ
た ま ッ平 題 ン
こ し ス 末 で と
と た ガ 邦 討 し’
感 が し子 論 て

ｑ
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午 球 の ポ 大 さ つ こ 声 も主 た に の す ン豆 花 お し 阿
後 夕 は 活 ［会 去 れ つ と が ’の か 玉 喜 。を リ ’お た 夏 倍
六 映 接 躍 ツ が る 補 書 第 第 支 お き で 再 も 愛 ち の び さ 去 ン ま わ 。の 野

製 瓢 套編 記藷 獣 怨 続 ㌶ 鞭 琴窃 談 懸 仙藩
鶴 駿 舗 主 隷 腰 唾 瓢 諭 錫 倉弩鎧 瀧 台書

り部 支 に 気 が の い う 仙 緑 木 ’す 台 さ さＭ 山 し優 い で 日 長 長
１ 形 ま 勝 て 行 ’ き 長 部 流 に あ 素 い 五 台 の ’．あ ｏは ら 支 ん

つ 会 長 れ な り 晴 神 月 支 豊 み ざ 支 今 と よＡ 支 し カ は わ 十

套磐 摺 媚 塩天中阿紙甜 務 播 罐 辛敷 赫 携 嬰部 歪
が 教
開 会
か 堂
れ ホ
ま １
．し ル
た で

ｏ 、

を 支 し 山 り度 内 を ’よ い の．二 よ 葉 春 な 庭 に 洗
も部 た 形 野 田 部 谷 ま 次 な 聞 彼 う 家 卵 日 り が の つ に 美 う

１轍 昭力蜜 継縫 難 ｌｌ纏’た の 地 新 た き い 姉 か は 長 っ い ｉ し 菊 香 り

卓 ち ス 区 成 に る 歌 妹 な ゆ 家 て ま ズ て の に ま

く
お

願
い‘し

ま

す
ｏ

雪

い 歌 つ た ち 形 れ か 当 ま 兄 郎 し 本 う と ろ 番 事 物 ヤを 妹 イ方 ［支 ま 踊 山
と を て ら に 大 支 ’ら に に 弟 兄 た 当 じ 方 ぶ に す と チ し た シ で ’部 る が 形
思 私 備 し ま 会 部 ゆ あ 霊 よ ’弟 。に て 向 ｉ 出 べ い ヤめ ち ヨは ク の で 日 支
い た え い つか の き た の る 中 ’翌 山 。ち Ｌ た る え チ た と ン ら ラ 兄 あ 本 部
ま ち ら 印 た ら 皆 と た 喜 素 川 渡 日 形 あ が と と 事 ば ヤよ ア 。は リ弟 つ 調 の
す は れ 刷 讃 帰 さ ど か び 晴 姉 部 の ’ん い 思 い ’あ 。う ラ フ ら ネ た ら の 花
。こ た の 美 つ ま い く を し妹 正 一 仙 よ に つ う は の

（ な ビ ラ し ッち え あ 笠
じれ 三 に 歌 て に た 仙 う い ’雄 般 台 あ ひ た あ じ ピ だ ハ ア ン た トの の の 音
やか 十 お が み 心 も 台 け お 稲 兄 大 地 ん つ と る め カ つ ム の ス の の 迫 舞 ポ 度

ま ら さ い と る か て 支 る 話 垣 弟 会 区 よ ぱ た 姉 て ピ て サ 若 人 は 演 力 台 ｉ ’
た 大 つ 。ど と ら な 部 こ ’姉 ’に 大 ラ っん 妹 ハ カ な ム 者 形 ダ 奏 あ の ル 姉
来 切 も 皆 い 教 感 し の と コ 妹 田 は 会 し て い の イ し に な が の ン ’る よ に 妹
週 に の の て 会 謝 を 会 が ｉを 中 本 な て く つ 嘆 ヒ た し 兄 大 よ ス そ ド．う ピ の
！！つ こ 信 お の し し 員 で ラ む 建 部 ら い れ も く ［床 ろ 弟 和 う の れ ラ で ッみ

か の 仰 り玄 て て を き ス か 治 か で ら る 兄 に ル ！山 た シ に デ か ム し タ ご
つ 新 と ま 関 お 下 む ま ’え 兄 ら は れ の 弟 は を そ 形 ち ヤ着 モ ら ’た り と

て し証 し に り さ か し 証 て 弟 の の た で が 「 は の 支 の ン飾 ン み 電 Ｑし な
い い し た は ま つえ た 会 ” 山 一 と ’グ あ い す 部 踊 ジ つ ス て 気 又 て 日

き 讃 に 。 ’す た．て 。と み 相 田 夕 か か イ つて べ の る ヤた トい ギ 仙 い 本
た 美 よ あ ま 。山 く 心 本 た 良 五 で 。ろ ッ ご 本 る 名 チ ク姉 レ る タ 台 て 舞

六 ’
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鈴 中 奥 古 東 田 松 稲 三 清 清 金 小 佐 斎 岡 中 岩 村 岡京 の 々

木 能 田 賀 中 辺 尾 垣 宮 水 水 子 樽 木 藤 本 村 佐 町央

克 国 康 志 昌 篤 八 都 睦 久 治 登 純 宗津 千 美 志

弘 雄 稔 石 子 子 一 代 子 子 子 司 子 洋 子 光

中 東 古 島 佐 伊 藤 東 若 田 滝 滝 沢 佐 佐 中 河 石 皇京 京 田 々
示

山 東 田 崎 藤 藤 松 北 部 中 沢 口 田 木 川 川 内 田 東

ヤ 陽 康 博 正 正 節 保 愛 あ 晃 喜 正 真
ヨ や
イ 子 彦 省 博 昭 子 利 子 実 ．子 一 克 茂 江 弓

驚

◎

導
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壱

豊

魯

高 松 京 芦 山 甲 渡 居 金 西 広 山 伊 旭 矢 高 西 森

野 井 都 沢 田 府 辺 村 沢 村 島 田 藤 川 野 橋 村 脇 神

伸 ’保 勝 完 春 次 栄 義 啓 敏

将 夫 博 男 美 治 樹 美 ＿ 昭 徳 正 雄 権

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
〃 執 〃 執 〃 執 執 ‘ 祭 執 〃 〃 執 教
） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

桜 西 青 日 服 名 林 高 日 関 佐 室 柴 保 松 金 鳥 中 長 増
の 古

井 宮 木 坂 部 屋 橋 向 藤 蘭 利 本 丸 居 村 井 田

勝 圭 光 義 勝 上 正 雅 利 定 晴 恒 博

彦 造 二 寿 久 宏 宏 曉 喜 晴 守 強 幸 非 彦 ：文

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

祭 祭 〃 執 祭 〃 教 〃 執 〃 執 祭 〃 〃 教 執
） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

三 名 井 船 堂 鈴 菅 仙 横 藤 三 大 岡 釜 前 猪 槌 塩 中 岡
の

井 取 川 山 前 木 原 台 山 崎 宮 内 町 石 川 原 谷 見 川 、珂

重 俊 秀 誠 喜 真 一 義 幸 敏 隆 敏

克 豊 洋 憲 雄 雄 郎 一 尚 義 朝 男 博 男 元 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〃 〃 教 祭 教 執 執 執 執 祭 〃 祭 〃 〃 〃 執
） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

、 ） ） ） ） ） ）

東 石 鈴 東 浅 高 東 酒 神 磯 万 豊 辰 堀 東 新 河 島 東 佐
示 示 尽 泉

郷 坂 木 西 野 吉 南 井 崎 本 松 巳 口 北．田 合 村 中 藤
， 央

淑 晃 時 弘 武 和 博 一 伸 正 富 誠 隆

哲 一 仁 夫 志 肇 郎 則 行 宏 郎 通 信 夫 郎 保

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
〃 教 執 長 ．長 長 祭 ．〃 〃 〃 執 教 長 執 執 教） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

． 比 那 木 神 平 遠

嘉 覇 村 田 野 藤

栄 十 勝 文

吉 左 治 也 誉

　 　 　 　 　

教 長 〃 〃 祭
） ） ） ） ）
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奏 よ ぶ る 奏 グ ま い 回 聞 や 維 従 に に
さ び 聖 こ 人 し ｒ 教 せ 速 復 く 集 持 』つ お お 音 ・

楽 の 用 き 曲 て ・義
を も い ま を は 「 に’の る す 教 な 黒 ふ

前 に 器 。 会 り 人 さ

譲 轍 薩噸 麟 膿 叢

奏 か 楽 の ま 霊 わ
と ぎ は 讃 せ 歌 し

叢梅 く
後 り オ
奏 ま ル
に す ガ 集 唱 ど な
か 。 ン か う を い
ぎ 聖 ’ ら 人 唱 「
っ 餐 ピ 正 も つ ラ

て 会 ア し 演 た ヴ

行 で ノ く 奏 り ソ
な 演 お 選 す 演 ン

唱 た も た な 歌 も も 私
つ 福 信 め く 詞 ひ ’ た

た 音 仰 に て や じ ま ・ち
り の と 唱 は 演 よ た の
演 教 祈 わ な 奏 う 「 教
奏 義 り れ り に に レ 会
し を “の る ま は 重 ク の
た 教 気 曲 せ 最 要 り 宗

り え 持 目 ん 高 な 工 教 、
し る ち は 。 の 部 １．上
な よ を ’ 宗 標 分 シ の
く う 吹 唱 教 準 で ヨ 儀
て な き う 上 が あ ン 式
は ほ こ 人 の い り 活 や
な ど み に 儀 つ ま 動 集
り よ ’ も 式 も す Ｌ 会

あ を よ オ 支 音 の う ぶ の 受 相 他 ン の ま 、
り 利 一 い ル 部 楽 隊 と こ 長 聖 け 談 を ギ 正 す
ま 用 年 で ガ 長 委 長 す と と 歌 て を 含 ン 規 。
す す の し ン 会 員 ’ る が 監 隊 始 し む グ の こ。 る う よ 奏 の 長 会 な

．で 督 の め て す ・ 聖 の
よ ち う 者 一 （ 計 ら き 会 隊 て か ベ マ 歌 聖
う 毎 。（ 員 聖 書 指 ま （ 員 聖 ら て ザ 隊 歌
に 月
あ ワ
ら １
ゆ ド
．る 部

努 （
力 支
を 部
払 ）
う の
べ 聖

き 歌
で 隊

も × 歌 記 揮 す 支 は 餐 監 の １ で 隊
隊 ’ 者 。部 ’ 会 督 合 ズ あ はし

欲 お の 図 ’ 十 長 聖 で 会 唱 」 り 聖

音

楽

に

関

す

教 る
会 教
の 会
一 の

般 方

手 針 ・

引

き

か

ら

し よ 隊 書 オ 分 会 歌 唱 （ 団 「 ま 餐 て 部 歌 ま う
い び 員 係 ル な ） 隊 う 支 は 神 す 会 教 長 聖 隊 ワ し な

●

趣

な 補 獲 ’ ガ 聖 の の は 部 ．’ 権 。 の 会 会 歌

ら 助 得 ワ ン 歌 認 指 ず 長 聖 者 青 と の ） 隊） 指
に ｉ 奏 隊 可 導 で 会 歌 合 年 き た の は

と 揮 援 ド 者 を を 者 あ ） 隊 唱 合 に め 指 監
が 者 助 部 ’ 組 受 が り の の 隊 唱 唱 に 図 督

紬箋欝譲 耀聾験騰萎

１ よ ら

ド う 一
部 。 層
（ 適支

切
部 で） あ

聖 り

り 黙 い ピ こ い 前 り 会 き ム 会 り と 一
年 （ 方 想 る ヤ ろ 世 工 ま ま で 教 音 で 讃 の 衆 ま 望 曲 ど 会
四 イ は す 間 ノ・も の 夫 た す き 会 楽 あ 美 基 が す ま の ん 衆
月 ン 賛 る ’ ま あ 中 Ｌ は 。 め の に り 歌 礎 讃 。 し 讃 な の
号 ．プ 成 た お た り の は 後 従 ら 各 関 ま 指 と 美 す い 美 集 唱よ

ル し め そ は ま 教 賛 に つ れ 集 す す 揮 す 歌 べ の 歌 り う

り １ ま に ら オ す 会 成 行 て た 会 る 。者 る を て は を に こ
％ ヴ せ 静 く ル が で し ．な ’ 様 に 革

メ ん か そ ガ ’ は ま わ 教 式 お 新
ン 。 に の ン 閉 ．ふ せ れ 会 に け は
ト

子

ス

千
九
百
六
十
四

着 集 で 会 つ ん る の 従 る 賛席 り 数
の う 。 「 集 つ 音 成

し で 小 祈 に
て 話 節 り 行
い さ が が な

る れ 演 終 つ
と た 奏 つ て
い こ さ て い

う と れ か る
や を て ら と．

音 会 て 楽 し楽
に 行 は な

に お な ’ い
関 け う 教 。
す る べ 会
る 祈 き の

新 り で 総
し の あ 大

は べ 唱 の 二 唱 お と
ほ き う 神 曲 う い
ど で こ 権 の べ て
よ あ と 者 讃 き も
い り を 組 美 で 会
速 ま 以 織 歌 あ 衆
さ す て と を り は
を 。音 補 唱 ま す
目 楽 助 う す く
標 プ 組 こ が な
と ロ 織 と ’ く
す グ と で も と
べ ラ は あ つ も

１
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十 て 曜 い て ロ 歌 九 グ ら ロ よ 歌 歌 レ
こ 回 き 日 る か フ 隊 年 ラ 連 グ 三 る 隊 隊 １ ソ
の 目 た こ 現 ら オ の 七 ．ム 続 ラ 百 放 長 ） ク ル

１簾鯉 １難１携 難霧
’ 六 と の る 学 て げ に 信 わ メ の 五 ’ ザ ヒ 市

課 響 稽 詫５｝ま農 晶 籠あ孫 １
三 に セ 万 ’蹟 第 る し れ い の で 念 七 ・ ナ 世
十 行 ［ と こ が 一 た こ て る 放 ’ 祭 月 Ｍ ク 界
五 な ジ い の 実 回 っ に い 放 送 毎 を 中 ・ ル 的
年 わ 」 う 聖 際 の た 上 る 送 史 週 行 に ス ・ に
に れ の 家 歌 に 放 一 つ ｏ 網 土 行 な 全 チ ク 有

お た 第 庭 隊 行 送 つ た 千 に 最 な う 米 ユ ワ 名
よ 。 千 で の な を の 少 九 よ も わ ０放 ワ イ な
ぶ 八 聞 声 わ 行 マ 年 百 る 古 れ 送 ｉ ヤ ソ

放 百 か は れ な イ が ニ プ く る 網 ト （．ル送
二 れ 日 て つ ク 聖 十 ロ か プ に 聖 聖 ト

年 ッ く 米 隊 本 「 高 の 週 で か 歌 三 ユ 派 年 ち
サ バ に に は に ハ い 小 呼 あ に 隊 十 ラ な 以 リ
ウ に 千 わ 百 ま １ 呼 さ び る ’ と 年 イ オ 来 チ

嘆 部 晶 樹 勃 与 条暴帯 鋤 ｉ．ダ 旅
五 て 年 て ・ の 教 の ヤ レ ナ 聖 と ン 棒 ド ｌ

ｌ ク 歌 フ 奏 を ・ 噛コ 行 十 ．度 に 出 ブ で は 放 ［

タ を 五 々 お 版 ラ あ ご 送 ド タ ル 隊 ラ 者 ふ Ｌ ｉ

五 隊 モ

年 ＼く ．ル

間 ＿ モ
を フ ン

完 ジ ・
了 オ タ

す 放 バ
る 送 ナ
。 網 ク

に ル
よ ．
る ク

放 ワ
送 イ

ヤ

第 （
三 聖

十 歌

の し 年 演 よ し ザ つ の に ・ １ ・ の ン で る ・ ’

ラ た に 奏 ぶ て １ て プ な Ｌ で オ 伴 ク あ つ コ
シ ｏ は 旅 そ い ズ ’ ロ つ ・ あ ル 奏 ・ る て ン 三 １ コ ド ア 者 中

モ ま 大 行 の る Ｌ 始 グ て エ り ガ を ア ア い デ 人 ド ン ’ ン を に

ア た 英 を 歴 。 （ ま ラ い ヴ プ ン つ ス レ る イ で ・ ウ Ｊ ソ も 三

山 ’ 帝 行 史 タ 会 つ ム る ア ロ に と バ ク 。 は あ Ｐ オ ・ 二 つ 人

か 千 国 な の バ 社 て の 。 ン デ よ め ［ サ ま 千 つ ・ ｉ ス １ た の

ら 九 と つ う ナ ） 以 中 エ ス ユ る て と ン ．た 九 て コ ル ペ １・ 。 正
「 百 北 た ち ク が 来 の ヴ の ｉ 演 い が ダ ニ 百 ’ ン ’ ン Ｌ す 規

テ 六 ヨ が に ル 十 す 人 ア 声 サ 奏 る 千 ［ 人 五 こ デ リ サ ・ な の
ル 十 】 ” 聖 冊 で 気 ン が １ の Ｑ 九 ・ の 十 の イ チ 】 ラ わ 指

ス ニ ロ と 全 歌 の に の ス 毎 Ｌ ほ 聖 百 シ 立 七 う の ヤ ・ ン ち 揮

暫

放 送 年 ま る ピ の に 「 た 的 行 オ で は イに ミ エ レ ま ユ 年 始 タ

送 さ 以 つ 歴 ソ ｉ 功 対 バ 。宗 な ・ あ ニ ラ 吹 こ ネ ス ア た ヨ の を ｉ
の れ 来 て 史 ル ポ 績 し ッ ま 教 つ ミ る ユ デ き の ア タ ン そ １ 七 行 Ｌ

呼 て Ｃ ’ に ト デ に て ト た 的 た ラ 。 １ ル こ 聖 ポ ｉ ス の ク 月 な 衛 １
び い Ｂ そ 名 レ イ 対 「 ル そ プ 際 ｉ そ ヨ フ ん 歌 リ ” 出 万 末 う 星

も る Ｓ の 高 】 Ｌ し グ ヒ の ロ ’ ・ し １ イ で 隊 ス ク ア 演 国 ご と を
の 。放 音 い ク 賞 ．て ラ ム 年 グ デ マ て ク ア い は の リ ト か 博 ろ き 経

で し 送 楽 モ 市 を ニ ミ ・ に ラ メ ガ ’ ・ ・ る す 各 ヴ ラ ら 覧 に 選 由

あ か 網 プ ル の 授 回 １ オ こ ム リ ジ 千 フ オ が で 地 ラ ン ’ 会 ホ ば し
つ し を’ロ モ テ け ｒ Ｌ ブ の で カ ン 九 イ １ ．’に で ン タ ハ ヘ ワ れ て

た 最 通 グ ン ン ら ジ 賞 ・ 聖 あ で Ｌ 百 ル ケ そ 十 上 ド ’ ウ ，の イ て 大
。初 じ ラ ・ プ れ ヨ を ザ 歌 る 最 が 五 ハ ス の 八 演 ’ ニ ス 招 ト 参 陸

の て ム タ ル て １ 得 ・ 隊 と も 全 十 ｝ ト う の を ミ ユ ト 待 ・ 加 間

三 Ｋ は バ ・ い ジ た り の い 人 米 九 モ ラ ち Ｌ す ル １ ン 出 ハ し テ

鱗灘 購 １ギ ｉ灘
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に 兄 ク 組 な を 東’ 弟 ラ 織 り’．む 私 京

私 に ス が ま か た 東
宮 よ は 出 し え ち 支
城 り 昨 来 た る 東 部
兄 作 年 る ｏ と 支 系
弟 ら 度 で こ 同 部 図
に れ 後 し の 時 の 活

変 ま 期 よ 記 に 系 動わ し に う 事 系 図

り た ’ 。が 図 で
ま 。今 私 記 の は
し そ 労 た 載 組 今
た の 働 ち さ 織 度
。後 宣 東 れ を ソ

上 昨 教 支 る 作 ｉ
条 年 師 部 頃 る ヤ
兄 度 の の に ご 支
弟 末 上 系 は と 部
が 期 条 図 ’ に 長

い 兄 妹 た そ 野 支 支

手較 鍛 濃 饗む
、。 姉 の 思 に 匙 の 会

私 妹 頃 っ 各 ① 土 の
た ’調 て 組 歪 田 第
ち に べ い 織 日 兄 一

り

熱 瞥 雲耀 型

讐 ９
δ
腰

珊

部 い て 。長 に ま 部

善療腰 筋 携 諺 庸齢 串域 ごヲ凝 秀呆甥 甕
う を だ 部 は 調 ル 米 感 と は 。感 に 。語 ｝ ア 姉 な き 語 ッ 道 部
よ 与 い の 講 ベ モ 村 じ 調 悲 系 心 も ま 版 ト ミ 妹 つ ま 版 リ し に
り え た 先 べ て ン 兄 で べ 常 図 が 少 た を Ｌ リ の て し を チ る い

東 る の 輩 て い の 弟 す 始 に の 起 し ’ 印 の ｝ 助 東 た 印 ヤ ベ た
こ で ’い た と 。 め 少 ク り ず 会 刷 日 ・ け 支 。刷 １ Ｌ 時支

部 と ’細 だ だ 第 そ た な ラ 出 つ 員 出 本 グ に 部 又 し ド と ’
系 と 別 谷 だ い 二 れ と く ス し 系 た 来 語 ル よ の ’ て 」 「 「
図 思 の 姉 き て 副 で い ’の ま 図 ち ま 版 １ り 数 今 い の ぺ 系

●

亀

ｉ 系
図

一 一 一 一 の
’ ’ ” 支

／送 メ 写 原 部
！ り 切 真 稿 活

ｉ先毎 罐 勢
！伝 月 封 原
｝道 十 二 稿

！部 五 枚 募
１系 日 以 集
／図 迄 内》

委

曇

ｉ＿＿ ＿ ＿ 中央 のメガネの方 が宮城兄弟です

行 又 部 組
く ’ を 織
時 東 模 は
は 支 範 別’部 と の

宿 の し 支
を 会 て 部
援 員 や の
助 が つ 弟
し 系 て で
て 図 行 あ

下 探 き り
さ 究 た 妹
い の い で
。為 と す

．
に 思 の
ぞ い で
ち ま 別
ら す の
へ 。支

ｑ
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色

一． て ※ 載 て お び れ
（ わ

そ ８、 ７． ６． ５， ４． ３． ２． １． ’戸 参 す 任 り 同 戸 て 記 か 戸 ３．
れ 左 籍 考 る 意 ’法 籍 い 載 り 籍 戸
で そ 戸 他 夫 の 養 実 戸 出 氏 の に ４． こ に ご 施 の る 事 ま の 戸 籍
は の 籍 の 婦 続 子 父 籍 生 名 事 は と 省 の 行 記 か 項 し 意 籍 に
戸 他 の 戸 に 柄 で 母 に 年
籍 命 表 籍 つ
の 令 示 か い
各 で
欄 定
を め
ひ ら
な れ

形 る
に 事

よ 項
つ

て
名
称

ら て
入 は
つ 夫

た 又

者 は
に 妻
つ で
い あ
て る
は 旨

そ
の

あ の 入 月
る 氏 つ 日
時 名 た
は 及 原
養 び 因
親 実 及
の 父 び

氏 母 年名
と 月

及 の 日
び 続
養 柄
親
と

項 ’ 戸 は 略 法 規 載 ” ） た 義 の つ
を 本 籍 許 し 定 則 に を が の と 記 い
記 籍 法 さ た の 第 関 学 ど で そ 載 て’ の 事

（載 の 第 れ り 記 三 し ん ん
し 外 十 て ’載 十 て で な 主 単 項 其
な に 三 い 又 事 条 は み 場 題 位 及 の
け 戸 条 な 規 項 に ’ ま 所 に が び 三
れ 籍
ば 内
な の
ら 各
な 人
い に
ｏ つ

い

い 定 は 規 戸 し （ 戻 ど 記 ）
。 以 市 定 籍 よ 事 り う 載

外 町 が 法 う 項 。 い 欄
の 村 設 第 。欄 ど う

事 長 け 十 ） ん も
項 に ら 三 に な の
を 於 れ 条 書 内 か
記 い て 及 か 容 が

豊 ・

従 七 に か り 度 る 欄 （７）（４）（１）
① い な 十 記 ら 旧 設 但 。 養 身 本

お 四 載 ’法 け し
α！

夫
婦
が

夫
の
氏
を
称
す
る

時
は

禾

妻

氏 条 さ 戸 の る ’

名 参 れ 籍 規 。 （７）
の 照 る 事 定 又 （８）

記 ） こ 項 に 戸 （９）

載
順
序

岐

戸
籍
法
第
十
四
条
に

と 欄 よ 籍 は
に は る 法 始
な 便 戸 第 め
つ 宜 籍 一 設

て 上 は 一 け
い 筆 戸 八 ず
る 頭 籍 条 記
。 者 事 第 載

（ 身 項 一 を施 分
欄 項 要行 事
が ’す

規 項 な つ る則 欄
い ま 都

ｏΦ 父 分 籍
氏 母 事 欄
名 欄 項
欄 欄 （２）

（８） 筆
（① 養 （５）頭

出 父 父 者
生 母 母 氏

年 と 欄 名
月 の 欄
日 続 （６）
欄 柄 父 （３）
と 欄 母 戸

名 と 筆
づ ㈲ の 事

け 配 続 項
て 偶 柄 欄
い 者 欄

表

（４）
（１）

（２）

奎
爪
す
と

夢

な 各 氏 各 載 直 称 し 載 れ ま す 尾 原 る の
し冶 ξ耀 蒙 羅脇 轟 噸 紮 力董 繕野 鯛 噸 袋．
（ 氏 い 氏 者 。本 の ’載 番 。行 区
斎 名 て 名 に
藤 欄 は 欄 つ
稔 に 本 に い
男 は 欄 も て）

い に ーそ は

ず の の ’
れ み 名 本
も 記 が 欄
氏 載 記 に
の さ 載 記

記 れ さ 載
載 ’れ の
は 一 る 他
な 在 。 ’
さ 籍 又 別
れ 者 ’に

’ う 今 で 載 生 戸 子 第

欄 検 筆 す が 土 政 画 本 。度 各 す じ 籍 の 三
を 倒 頭 べ あ 地 区 ’籍
設 を 者 き る 台 画 土 欄
け 便 氏 で 時 張 は 地 ：
て 利 名 な は の 町 の ｉ
’に 欄 い 枝 記 村 名

．戸

筆 す ｉ 。番 載 に 称 籍
頭 る ｉ
者 必 戸
の 要 籍
氏 上 法
及 ’第
び 本 九
名 籍 条
を 欄 参
記 の 照

も に あ 及 法

明 よ つ び 第
記 つ て 地 九
し て は 番 条
’ こ 県 号 参

単 れ 名 で 照
な を よ 表
る 『記 り 示
通 載 記 さ

は 欄 る た を 間 順

各 の 。場 編 で 位
欄 名
の 称

内 を
容 覚
に え
つ た
い こ
て と

学 に
ん な
で る
覚 の
え で

合 纂 は に
の し 出 子

者 た 生 ．を
に 後 の 記

戸 称
籍 す
の る
筆 時
頭 は
者 妻
の を
配 戸

つ に 順 載 ・ ．偶 籍
い ’ に す
て そ 記 る
は の 載 ｏ
’戸 す

戸 籍 る

籍 に 。
の 入

末 る

者 の
を 筆
第 頭
二 に
順 記
位 載
と す
す る
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趣

鯉
．ち

尾 「■

．ｉκ．

．。 距．嬢

た 時 か 祝 （ し の き 人 リ
の ハ に ら と 福 い 註 た 家 私 註 ’兄 が ヤ 私

で ン ’ 着 こ が よ 。 ｑで た Ｑ私 弟 彼 ム の
す フ ド き ろ 与 い 旅
が レ ン ま で え よ 行
’ 】 ・ し ’ ら 出 の

彼 兄 力 た 私 れ 発 先
は 弟 ル 。 た る と 発

何 が ロ こ ち よ な 隊
ご一年 ス の が う る は

と を 自 男 出 に と バ

で と 身 の 発 祈 ） ッ

も つ か 人 を り ま フ

「 て ら は す を わ ア

．ス い 信 ド る さ り ロ
ミ た 仰 ン 数 さ の ｉ
ス の に ・ 分 げ 土 ま

の で 導 力 前 ま 地 で

お ’ か ル に し の エ

母 私 れ ロ ハ た 人 リ

さ は た ス ン 。 々 ｉ

ん こ の が フ
」 の で 私 レ

の 人 あ の １

言 に り 夫 と
う 旅 ま と い通 行

し 一 う
り 隊 た し 名
に の ｏ よ 前
す 監
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き し
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る ら
と い
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つ か
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ま．ジ 三 ｉ た 祈 で （
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そ 牧 の ド に る で ）
し 師 二 へ な ま 教 と
て か 月 移 つ で 会 が
’ ら ま る て そ 員 力

こ 一 た 用 （ の を 】
の 隻 は 意 水 家 訪 ト
よ の 三 を 路 に 聞 ラ

う 舟 月 し の 居 し ン
に を の 始 氷 り て ド
し 借 こ め も ま 各 へ
て り と ま と し 々 む

集 ’で し け た の け
つ み あ た ） 。 家 て

て な つ Ｑ 自

み 一 た
る し と
と よ 思
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勢 出 れ
が 発 る
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人 目
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３

な お 自 問 に 「 し も て 由 忠 同 イ 「ち ル ま し の に か り た こ

夕 か い 分 に や ち た ら ’ が 実 じ が そ は の す た 助 充 と ま え と
日 つ で の こ な よ と い 私 あ で よ エ れ 岸 お が 。 け 分 た し ま わ
が た と 喜 の ら つ こ た た る あ う ル か か 金 ’す を の ず て し り
沈 の 言 び よ ん と ろ い ち と る に サ ら ら を あ る 必 お ね 私 た ま
み は つ で う か こ ’ と が 言 な 旅 レ 私 は 私 な と 要 金 ま に 。 し
か ま た も に ら こ 船 言 成 い ら 行 ム は な に た そ と が し ’ ち た
け こ け あ あ Ｌ へ 長 い 功 ま （ し を 兄 れ わ の の す あ た あ よ 。
た と れ り つ と 来 は ま す し り て 離 弟 ’ た お 方 る り 。 な う そ
こ に ど 驚 い 言 て そ し る た ［ い れ 姉 さ し 好 は 人 ま 私 た ど し
ろ 残 も き 信 う 舟 れ た よ ・。 ハ る ’妹 い 舟 き ’ を す は の ぞ て
’念 ’ で 仰 く の を 。 う ま イ の 主 た さ を な ぞ お が こ 家 の ’

私 な モ も の ら か 聞 そ に た と で な ち き お よ う 見 ’れ 族 時 旅
た こ ル あ あ い じ い れ ま そ 同 あ る を よ り う で つ た に を ’行

ち と モ つ ら で を て か ご れ じ る 神 一 い て に す け ぶ 対 楽 チ 隊
は で ン た わ し と ひ ら こ か よ こ の 所 舟 行 使 ね に ん し に エ の
腰 あ は と れ た つ じ 一 う ら う と 命 に 出 き つ え な あ て す ン 全
を る き 言 が 。 て よ 同 を ’に を に よ を ま ・て ’ る な ’ る バ 員
か と ら い あ 船 く う 腰 神 あ ） 思 よ び い し く こ か た 私 だ レ も
け 言 い ’ つ 長 れ に を に な 神 い つ 集 た た だ こ も は は け ン 「
て い だ ま た は 。 喜 か さ た の 起 て め し 。 さ に 知 こ 自 の と そ

ま ま と た こ あ ．わ び け さ が め さ 旅 ’ ま そ い わ れ の 身 お い の
た し 言 家 と と し ’ て げ た ぐ せ 行 私 し れ ’ず ま 舟 と 金 う 通
一 た つ 内 を か は 航 讃 て は み ’ し た た か と か せ の 子 を 御 り

つ 。 て に 目 ら あ 海 美 た ま を も て ち 。 ら 言 な ん 上 供 も 方 Ｌ

讃 一 も に ’ の 士 歌 え じ い し い は す つ お ’で た つ が と美 し
一 し 私 歌 を を ず め た 私 た 昔 ぐ て 金 と ’ ち て 舟 言

歌 よ し た た を 呼 唱 祈 に だ た と り に 十 が 申 あ の い へ つ
を に よ の ち 聞 ん い つ な く ち き 】 私 七 あ し な た ま ま て
唱 来 に は の か で ま て つ 理 が と ハ た ド り ま た め す い．．こ

渉

と あ 子 よ め 者 と の た 毎 の い ま ほ よ 層と じ て ろ き て や い
取 つ 供 う い は に 生 そ 。 日 肩 た つ か い こ め ’ い て 夕 ’ み ま
り て た な 母 ） 気 命 れ 毎 に 人 た に 入 ろ 私 こ た い 方 愛 を し
去 ’ ち 所 親 子 が が か 日 か た の も た に に れ こ る の と い た
ら （ は で た 供 つ 危 ら か か ち で 助 ち よ は ら と 食 礼 神 や 。
れ 神 祝 は ち た き な 間 か か が し け が る な の に 糧 拝 に し そ
て か 福 片 の ち ま い も さ つ こ た て ’ と ぜ 人 ’ が が 対 ’ の
し ら と 時 心 に し と な ず て の 。 く 自 ’ そ 々 二 ど 終 す 神 曲
ま の し で に 対 た き く 五 き 人 し れ 分 こ う は 十 れ つ る が は
う 鼠 て も 刻 す 。 に 私 十 た た か る た の な み 人 ほ て 感 私 水’た 与 子 み る そ さ は 人 の ち し こ ち 人 の な の ど か 謝 た 面

と ま え 供 つ 義 こ え ’ の で を な と の た か 食 お あ ら が ち に ．
力 も ら．を け 務 で 一 一 人 あ 失 が と 旅 ち わ 料 と る ’ 各 に 美
説 の れ 自 よ を 私 こ 行 々 り 望 ら 思 費 は か に な か 私 自 あ し
し と た 分 う 尽 は う の の ま さ ’ っ を ’ り 欠 の た は の ら く
ま し こ の と す 母 か 母 す し せ こ て 出 自 ま 乏 外 ず 兄 胸 わ ひ
し て と そ 努 こ 親 ま 親 べ た た の 手 し 分 せ し に ね 弟 に し ．び
た 子 を ば め と た わ た て 。 の 人 持 て た ん て 三 て た い た き
。 供 考 ’か ま が ち な ち に ご で た ち く ち で い 十 見 ち つ も わ

私 た え ら し 大 を い の 食 の ＼ ち の れ よ し る 人 ま．に ぱ う た
が ち な は た 切 よ 一 間 料 と そ が 財 る り た こ の し ’ い た つ
こ を く な 。 で び 種 に を き の 最 産 の も が と 子 た 旅 に 数 て．
の と て し そ あ 集 の ’ 供 か 結 も を は っ ’ を 供 。 行 な 々 一
よ り は て し る め 不 ’自 給 ら 果 授 衣 も と あ 確 が と の り の 人

う あ い は て と ’ 注 分 し ず 重 助 料 ち く と め 舟 こ た ま め 一
に つ け い と ’ （ 意 の て つ 荷 を に う ら か ま に う め し ぐ 人
言 か な け く 一 母 の 子 、 き羅 惣 塙 般 鷲 簿発鰯つ わ い な に 生 親 あ 供

て な の い こ け た る た 衷 私 切 し て そ き つ 。 て の つ 思 の

聞 い で ｏ の ん る こ ち し は 私 て し の の た．は い 驚 て つ な
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し 御 り 弟 う て か が こ ま 通 え こ き た び を で そ う か
て 手 ま た 私 う ゆ ら ’ 「 り し 私 し ま そ と る し よ と き こ こ せ
疑 が せ 』ち は ㌔ く 。 こ や ’ た た ま し う ’聞 だ が せ り ま で と て
つ ’ ん よ こ 方 わ れ れ 人 ｏ ち し た す い け 階 ’ ま す 私 を も

て 私． ｏ ’れ 法 れ か や 々 す が た 。 る て 早 段 「 す か は 聞 ’
居 た た あ に が わ ら れ は る バ 。 そ と く く を さ と ら 姉 か 母し 一 れ 走 あ て 言 ’妹 な 親り・・ち だ な 答 な れ 先 。次 と ツ

て 人 る つ が ’ い も た い たま の 辛 た え い は も 運 の 運 フ

こ 河 よ 河 ア ’の ね て つ あ ま し ち の ちせ た 抱 が て 。 家

ん め を だ 言 従 を こ が う が ロ 子 こ Ｌ わ て ん し も １… で は
。 に し は い

だ 善 て 飢 ま
ぶ い つ え し
ん 方 ぶ な た’ へ や い ’

私 働 く で 「
た ら こ あ い

ち い と ろ え
が て を う ’
し お お し そ
ば い や ’ う
ら で め そ で
く に な の は
こ な さ よ あ
ご る い う り
に ご ｏ な ま

居 と 私 こ せ
る を は と ん
の け 主 も 。

が つ の あ 兄

つ す に と に と ｝

て て 居 ま 言 ま へ

こ て る ・つ つ つ の

の 出 ら て て た 道

さ て し し つ こ を ．

き 来 い ま ぶ と 半

う た 。 つ や に 分

え か も た き よ ほ
死 ら う 。 ま つ ど

に ’ 先 わ し て 行

を こ へ れ た ’ っ
し こ 行 わ 。 多 た

な で く れ く と

け は こ は の き
れ 暮 と こ 不 運
ば ら は こ 平 河
な し で へ 不 が
ら を き 着 満 と
ぬ 立 な い が ま
だ て い た お り

供 ら と た き た た 母、 し 一
た ず 言 し て が ｏ 親 私 か こ
ち 声 い の 手 た そ の は た う
は を ま と を ’れ 手 あ が に
ご あ し こ あ わ か に な な 子
の わ た ろ げ た ら お た い 供
旅 せ 。 へ た し 私 え が と た
行 て
が 「
終 は
る い

ま ’
で そ

そ う
の し
約 ま
束 す
を Ｌ
守 と
り 答

来 な の は な た 言 ち
る ら 言 子 い の い に
ん ’ う 供 な 子 ．わ 注
で み こ た ら 供 け 意

す ん と ち ’ を を せ
よ な を を 私 手 言 ず
ｏ一 よ 私 が な つ ’

わ 人 く の か つ て 子
た の お ま わ け い 供
し こ 聞 わ つ る ま た
の ら き り て こ し ち

言 ず 。 に 手 と た が
う で わ よ 綱 が 。 言

●

懲

ウ が い れ と フ よ ら つ で に た と つ れ し ち で と 一一 の が
日 を ’ こ オ ’ た る に レ う ’て そ 私 よ ち こ て に て の 混 が 番
ま 待 こ こ １ 十 末 ほ 話 ｉ に も き う た り は う ら 答 い よ み で よ
で つ の で タ ー ’ ど が 長 き し て こ ち か （ か つ え る い 合 き い
に て 兄 私 ［ 時 あ の き 老 め 牧 ’ う は か こ ら し て 方 家 つ な こ
カ い 弟 た ル ま く 美 ま と た 師 あ し 疲 り の 動 や 言 が へ て い と
】 た た ち 】 で る し り ぺ い さ な て れ ’度 か る い ず 入 い と で
ト と ち は を に 日 い ’ １ の ん た い は 欲 旅 な と ま つ る る ｋ・死
ラ 言 は コ 出 運 も 緑 そ ジ で が が る て し に い 思 し と こ に っ
ン い 今 ［ て 河 ’地 の 長 す 舟 た う た い 出 で い た よ と ち の 氷
ド ま ま レ か が も で 日 老 が に は ち 上 だ て い ま ’ い は が が の
へ し で ス ら な う 集 に．に ’乗 ど に に け こ た す 「 と ほ い 確 た

重董蕩 百董麟 籍繹 蓬繰 誓程 婆１謹極譲 繍

灘 瀬懲馨賑ｌｌ懲ｌｌ響。 と し し ロを
ハ ど 弟 ロ 私 ら 。 て 日 こ こ ま て で す と よ と は

通 イ つ た １ た い 会 い 一 で の す い す も の う ば あ す で た も ［

ぞ雲縫 暑絆 謬舌諜 導奮奇響 差患禁 歪鴬鴬 窪
陸 と て 見 き 旅 と 熱 人 集 こ で た の ね と ろ え る が 姉 今 私 な を

肇講 嚢 季聾 器 窒郵 錯 隷 弐砦董饗葬 鰻
ト 月 開 し ｏ け し を に く ハ 開 て へ こ 椅 。 と く が う 気 人 る

こ 子 私 の 知 こ に 持 々 こラ の く た て た 聞 入 こ ン く か や

塵
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３

明 た ぱ が ち の に ｉ う 私 ’ し 通 ０ 舟 つ ん い 兄 行ン こ の し ．

朝 よ り 祈 の 中 着 レ で は け も り こ も い で ま 弟 つフ れ 沈 た
レ を ま 「 に う と り と に き ス し あ つ あ 入 れ ど て し し た た
１ 聞 な ぞ な に 反 を こ ト ま ヴ よ な し な 々 を ち 一 た た ち と
・ い い れ ら ’対 し ろ ｝ し イ う た て た に 聞 ら 言 よ か に 知

ぺ て う な な 相 し た ヘ マ た ル Ｌ が 成 が 言 い も も 。 ” ら
ｉ 、 い か ま り 来 ス が の と た 功 た う て け 言 あ と 二 せち ら
ジ ひ に ’ う わ し ’て ・ ’兄 言 よ す が は 私 つ つ な き 人 て

ち ら た モ ’ Ｂ こ 弟 い り る キ ず は し て た き は くの と二 ・れ 鍼 鍵 筏 鶴 芒晶 嬬 蕪 粕 芒濃
撃 美 し ン レ ｝ に と た に つ ト り た る け 分 た の しを 歌

て で ス シ は 話 。 カ て （ ま ち こ ま の 。 人 た
、

そ マ か 言 し 今 る よ ス 乗 一 は 恥 ．じ つ る と あ い ろ モ ン
こ １ ろ 私 い て ま こ う は つ 隻 私 な じ と ず こ 答 な う ん ン そ ド
で シ う は ま い で と に す て の た い る 思 け と え た こ 言 だ こ へ

私 ユ と 言 し る し に 私 ぐ 居 船 ち か な う て を ま は と い Ｌ で 向
は 氏 ’い た な て き た 私 り が が と ら な 「 そ し 家 ） ま と 私 つ
ハ は 日 ま 。 ら き つ ち た そ 岸 コ 思 ） ら も の た も に せ 言 は て

り 私 そ

麓 譲

髪贈

難１
わ た ２ と
っ 。 ｏ な

受 を あ ヴ ユ 三 を
け 唱 も る イ も 十 し
る つ し こ ル 居 人 て
に た 私 と の り ほ い

ち り た を 兄 ま ど る
が 祈 ち 知 弟 し の う
い り の ら た た 兄 ち

な を 一 せ ち ｏ 弟 に
い し 行 た と ト た ’
’ た が り 同 】 ち も

と り ’す じ マ が う

ｉ は を す に と せ 宗 す 々 。

ト な 信 Ｌ ’ が ん 教 る に

ラ り じ と 「 で 。 （ と ’
ン ま て 言 私 き 一 モ 兄 自 ．

ド せ い つ は な 言 ル 弟 分
へ ん る て モ い で モ た た

行 。 こ か ル で も ン ち ぢ
け （ と ら モ し 言 で は は

な 信 を さ ン よ つ あ 「 「
い 仰 ） ら で う た る も モ

で を 恥 に あ Ｌ ら と ち ル 、．

き

の け こ く つ 新 る の り え ぶ 中 し が の る 私 と し の て た て

女 私 ま ろ 降 き し こ た ま て や に た ’機 こ た を た 船 い 。 あ
の は し が つ り く と め し い く は 。 私 会 と ち の が 長 ま こ る
客 最 た 得 て 言 つ が に た る 人 船 こ た で が が せ ’ を し の い
と 初 。 ら い い ぶ で 一 。人 た が の ち あ で 甲 て じ し た 人 て
病 に
気 見
を つ
し け
て た
い 宿
る 屋

子 の
供 と
た こ
ち ろ
の で

た 止
め ま ・
に り

部 ’
屋 宿
を 屋

（ 借 の
４了５ し 主
頁 て 人
に は に

続 も ’
く ら 数
） え 人

れ る ま や き つ そ 々 ち 出 雨 が つ き 板 い き て が は ビ
な の し き な の れ も が 発 に す た る 船 る に い ’ さ レ
い に た 始 い 部 で あ あ す 私 っ の だ 客 こ 見 る マ き １

も ’ 。 め で 屋 ’ つ り る た か で う に と つ の ッ に ク
の 私 彼 て 帰 を ぺ た ま 間 ち り ’ う な を け で ク 私 船

か は ら ’ っ 借 ３ の し ぎ は お そ と っ そ て し の の 長
と 姉 を 事 て り ジ で た わ す ち の 言 て の ’ た 亡 兄 と’妹 満 情 き よ 兄 ’ 。 ま つ つ 翌 い 行 口 彼 。 く 弟 い

息 た 足 が ま う 弟 そ そ で か い 日 ま く か の 二 な ゼ う
子 ち さ ど し と は の の 家 り た 荷 し な ら 船 人 つ ネ 人
の と せ う た し ’ 時 人 を 困 と 物 た ら き は の た ラ を
ウ 子 る あ 。 て そ の た 借 つ き を 。 ’ き す 長 と ル た
イ 供 た ろ こ 船 の 事 ち り て に そ こ 私 ま で 老 き ・ ず
り た め う れ を 姉 情 の な し は の れ た し に は そ マ ね
ヤ ち ’ と を 出 妹 は 中 か ま も 船 は ち た 定 こ の ツ て
ム の ぞ 一 聞 て た か に ‘つ つ う の 私 を 。 員 ’の 船 ク 下

を た の 軒 く 行 ち な は た た 雨 上 た の し 一 人 を の さ
つ め と 家 と き と り 病 こ の が に ち せ か ば を 買 持 い

れ に き を ．姉 ま 病 苦 気 と で 降 う に る し い さ い ち と
て 雨 雨 借 妹 し 気 し の を ’ り つ と 余 彼 の が ’船 た
私 を が り た た の い 子 は 姉 始 し つ 地 は 船 し 今 の の

身擁 硫 カミ動 射 鯉 ・瀦 藷 箸婁餐み
出 ぐ ひ と ま 借 た で か く ち い し 一 っ し 貨 き の を ま
か と ど は た り ち あ か つ の ま た つ け ち 物 ま 船 し し
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主 っに の の ま し の 学 て 要 れ の た ら 年 課 は ｉフ 「 「
は 予．．て 於 救 原 れ い 運 ぶ 学 で て 啓 も は に ヤオ 州 ・一 教’十 神
全 言 い て い 則 て 啓 命 中 ば 生 居 示 の 教 受 十 ハ の ス 八 義 五 学
財 者 る 他 の が 居 示 に に な 涯 り の の 義 け 五 イ ジ ミ 三 と 年 Ｌ
産 が の の 崇 こ り と と は け の ．ま い 一 と た 章 オ ヤス ニ 聖 度 千
献 ミ で 如 高 の ま 言 つ曾 れ 導 す ろ 部 聖 も 中 州 ク は 年 約 レ 九
納 ズ あ 何 さ 内 す わ て て ば き 。い で 約 の の に ソ 約 中 Ｌ ッ百
法 】 り な は に 。れ 最 啓 な 又 す ろ あ の で 十 居 ン ニ に

斜 隷 謁 髭 査黎 鞍 雛 騎 叢 煙籠
澁 ．歪難 懇実敷 灘 翻 舷 手鰻 覆闇暑
に る り の す 愛 章 素 内 。源 示 提 こ 知 。八 。し ズ ジ

関 間 も段 が ’も 晴 で 本 と が 供 れ ら そ 三 本 た １ ヨ
係 に 優 階 人 愛 含 ら 人 年 し重 さ ら れ ・れ 二 教 外 リセ

を る 主 ち に し と の 与 神 が 真 い こ で 責 ジ強

ス 六
ン 十

予 四
告 １

千
九
百
六

た 福 な た し
与 建 は の 神 た 学 シ え 権 こ 示 の て と も 任 ヨ調 一 。祉 団 。た
え 物 救 関 殿 。び オ ら の の さ 教 裁 を こ あ セ さ 人
ま 及 い 心 を ミ た ン れ 啓 神 れ 会 か 学 の る フ れ 々
し び の が 建 ズ い と ま 示 権 ま で れ び 義 地 ・ た 々
た そ 計 相 て ｉ と そ し の 時 し な る ま 務 位 ス 時 が。の 画 当 る リ云 の た 一 代 た い 或 し か を ミに 伝

教 場 に 高 こ 州 う光 。つ に 。も 原 た ら 占 ス ’道
会 所 於 ま と の 熱 栄 聖 が 於
、の に け つ に ジ 望 に 徒 一 け

男 関 る て 就 ヤに 就 た 八 る
子 す ご 来 て ク か て ち 三 大
会 る の た 会 ソ ら ’は 二 い
員 情 聖 の 員 ン れ も 末 年 な
が 報 な で た 郡 ま つ 日 に る

の 則 。免 め を 私 の

に が 人 れ る 通 た 責
対 述 が な 如 じ ち 任
す べ そ い 何 て は を
る ら れ と な 教 予 負

態 れ に 云 る 会 言 う
度 又 基 う 人 で 者 と

を 体 こ 二
図 に の っ
ろ 結 時 め

う 合 期 啓
と し に 示

努 て 教 を
力 会 会 与
し員 は え
て の 会 ら
居 経 員 ’れ
り 済 を
ま 的 忠 ま
しな 実 し

扶

助

協

会

レ

ツ

ス

ン

予
告

の・．使 言 警 機 で 於 つ ら な 課 れ 時 国 よ 釈 末 の れ の 中 な が 権 に い は 神

啓 命 者 告 能 あ け 要 て 受 聖 啓 は て を を う 者 日 啓 忠 て 癒 に る ’を も は ’権
示 は と を は り る す い け 徒 示 多 行 か 秩 に た の 示 実 居 し見 か 如 崇 た 神 女 に
で ア し与 憲 ま 最 る る る た に く つ け 序 間 ち 神 の な り の ら そ 何 め ら の 子 聖

指 メ て え い す も に の 導 ち 捧 の た て の 違 は 権 解 聖 ま よ れ の に る さ 王 に 任
摘 リ の る 行 。素 本 で き は げ 思 の た 家 つ 自 時 釈 徒 す う ま テ よ こ れ 国 も さ
さ カ ジ こ 為 主 晴 年 あ に 常 ら わ で め と て 分 代 を た 。な す ス い と る の 適 れ
れ の ヨと の の ら 度 り 注 に れ く あ さ し解 た に 受 ち
て 市 セ で 結 予 し の ま 意 教 て を り れ て 釈 ち 於 入 は
い 民 フ あ 果 言 い 教 す し会 居 呼 ま て 保 し の て れ 大
る 戦 ・ り に 者 予 課 。て の り び す 原 つ て 利 啓 ま 管
そ 争 ス ま 就 の 言 は 安 指 ま 起 ｏ則 と ’益 示 す 長
の 及 ミす て 一 の 現 全 導 す す こ か こ 神 に の 。会

他 び ス 。世 つ 一 代 ． を 者 ｏよ の ら ろ の な 或 こ か
の そ の 予 に の つ に 保 か う 教 離 の 王 る 解 の ら

就 部 ． を の 利 と 永
第 て 分 目 第 勉 子 目 第 と キ 遠 目 第

十 義 と 六 学 及 的 義 五 強 供 的 九 と 五 敗 リの 的 約 五
一 と し十 ぶ び と 十 す た ） 聖 十 北 ス 進 Ｌ 十
’聖 て 課

八 約 の

十 Ｌ 個 会
二 七 人 員
） 十 的 と

九 な し
’責 て

李軽’令 教

八 教 師

教 全 聖 九 る ち 救

会 財 約 課 。の わ

撫 ．難
簸全鰯 專
性要 Ｇ令 計 の
に な 教 画 神

約 八の ト歩第 七七Ｌ 課意 のに七 十課

七 義示 就十 六
十示
六 現
●

（

五 完
十 ）
１令
百 教１
十 義

現 て 六 ・示
及 の 章 一 現
び そ の ｝（

懸 男嚢
の 。学 ） と

勝 神 ぶ 聖

神 。 ト神 に の 召 用 た
権 真 が の よ で し さ が
の の ’王 っあ を れ 神

作 教 こ 国 て り尊 ま 権

黙 黙 舞 鍵 の
含 の 料 員 会 。す 。原
ま 病 の と 員 神 者 救 則

居 の り害 る 耳 で 事
り よ 一 ま に と を あ 項
ま う 九 す 就 す 傾 り の
す な 六 。て る け ま 予
。題 四

名 １
と 六
目 五
的 年
が 度

与 の
え 教
ら 課
れ は
て 次

予 な な す 言言 ら
け 。に

さ ’れ 聖 よ
れ 戦 ば 徒 つ
て 争 な た て
い や ら ち 確
る そ な が 認
今 の い 予 さ
日他 時 言 れ
で の が 者 た
あ 災 あ に の
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慧

響

象

民 る ヨ麦 約 課
戦 こ セ と Ｌ
争 と フ 毒 八 戦
及 を ・麦 十 争
び 証 ス の 六 の
ぞ 明 ミ た ’予
れ す ス と 八 菅
に る が え 十 口
続 。真 話 七 令
く ア の を ） 教

メ 予 理 知 る の 備 解 計 理 誓 い 保 こ を ら し

リ言 解 目 第 る こ 重 目 第 え す 画 目 第 解 言 る 持 と 目 第 守 ば ’目
力 者 し的 義 六 Ｑと 要 的 （ 六 て る 内 的 （ 六 す と こ 者 を 的 四 （ 六 ら 主 若 的

需 跡 範 飛 』遷 墓 醜 藩 曇 籍ζ羅 人璽 ±黎 圭個
鯉纏 諌瀦 姦
孟矯群 彦 糊
ト役 よ 八 し を い を 計
さ 職 り十 て 感 ろ 知 画
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え ま 根 す 利 り人 又 亡 え 者
る す 本 る を ま 生 解 迄 る は
に 。的 こ 尊 す の 決 ．’べ ’

個 に と 重 。す す 社 き 教

。方 成

法 す
及 る
び 為
手 の
段 ’
を し
考 げ
慮 き
し を
て 進

居 ．歩
り さ

。必 は し べ る 会 で 会 十 ま 歩 ざ と う び る す 全 あ （ 滅 度 さ 現 為 る 見” 忠 て 日 上 あ 会 こ 一 す す る 説 べ か と る く 私 り モ と の れ さ の で る私 要

だ と神 私 実 の 常 の り 員 の ） 。る 愛 服 き け 云 の 人 た ま ［永 根 て れ 創 あ ご

（ 信 と と 方 ら う を が ち す セ 遠 本 い た 造 り と教
仰 は 堅 法 れ 事 援 そ は 。の の 的 る ’者 ま に

義 と 霊 忍 で て 実 け の ’ 著 生 な の 神 の し私
と 共 感 と は 居 に る 大 神

聖 に と 柔 あ り 注 為 い の
約 神 啓 和 り ま 目 に な 律百

の 示 と ま す す 捧 る 法
二 方 を．温 せ Ｑる げ 能 と
十 法 通 情 ん 強 よ ら 力 組
一 で じ と が 制 う れ を 織

・あ て 偽 注 は に て 達 は

四 り進 ら 告 用 呼 い 政 ’

一 命 機 で の 意 よた
・ と 能 あ 意 図 う ち

三 を は り志 は 。の

十 も ・ま の 教 人 努

繰 合襟 翁惣
こ ら 不 教 に 度 完 払
と す 死 会 展 に 成 わ
で ” 不 制 開 表 の れ

を の た 創 キ 強 れ の な す 人 の つ 起 功 戦 ふ 教 り 三 大 す べ あ る な な に 性
通 内 も 造 リ制 は 進 り べ 教 間 生 く 居 的 さ れ 会 ま 神 年 管 。て る こ り る ’の
じ に の し ス を 決 歩 ま て 会 家 産 り動 で れ る 制 す 権 十 長 （ の こ と ’こ 忠 社
て 神 で て ト適 心 を せ の 制 族 品 出 作 あ て 迄 度 。は 月 チ デ 努 と は 福 と 実 会
無 性 あ 個 の 用 を 奪 ん 益 度 で は さ の る 居 成 は 進 創 ニ ヤ ビ カ を ’音 ’な を

限 の り人 計 す 取 う ｏを の あ 完 ね 絶 組 り長 地 歩 造 十 １ ッを 自 人 の 又 者 以
に 能 ま 的 画 る 除 も サ 具 機 り全．ば え 織 ま し 上 は せ 六 チ ド払 覚 生 標 ’と て
御 力 す な は で き の タ 備 能 ま な な ざ と す 拡 の 目 ん 日 ・ ・ う さ の 準 国 な し
父 を 。進 積 あ ’で ン し．は す 個 り る し ｏ大 全 的 と 第 ニ オ ベ せ 最 に に り ’
の 認 彼 歩 極 り理 あ の て ’ 。人 ま 進 て そ す 人 で す ニ ユ ウ き る も 真 忠 頼 若

完 め の の 的 ま 性 り計 い 神 及 せ 歩 そ の る 類 あ る 頁 １ ・で よ 貴 実 節 ら い

書縮 翫 繋 鞭 籏 ・箋瑠 罐 耀 呈勢）鷺 あ瀕 齢 渉
迄 そ は 備 定 う り ρ人 れ き 全 最 拠 人 が に 活 す で 九 ヶ り ’想 ．と 民 者 の
進 れ 人 え し 。に そ 間 ば の な 後 を 類 成 挑 に 。あ 六 イ ま す で な と と 心

一 ４７４一
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第 ．く 果 目 第 を の 目 第 調 そ 目 第 り 考 次 も 識 ま 、上 地 マ が が そ 出
活 十 こ 的 的 の 十 指 神 的 の 十 す う 的 適 十 ま え の の に せ 憎 に 上 ダ た 完 れ 来
体 八 と な 律 七 摘 権 律 六 る で 用 五 し の 教 で 対 食 悪 於 に イ も全 だ る

課 を 方 人 法 課 す の 立 法 課 。な 宗
示 法 格 の る 尊 派 の

神 す は を 機 家 。重 な 機 家
権 。健 つ 能 族 が 行 能 族
の

機能

と

共
同
生

全 く （ 関 も 為 関
な り 完 係 た を 係
家 上 ） に ら 通 に

族 げ 於 さ じ 於
関 る け れ て け係 最

る る 家 る
に も 神 こ 庭 神

け 教
れ と
ば 生

な 活

課 よ詳 課 な す 欲 に け 於 伝 完 で か 組
う 細 は け る を 打 る け 五 全 あ ら 織神 。な 前 れ 無 節 克 と る ・な ら ’を

の

律
ら は ・法

な 一
い つ

こ で

と あ

を り

の

生
活
へ

の

説 述 ば 限 制 つ 同 キ 四 者 れ あ 備．明 の な の し 神 様 リ十 と る な え

を 考 り欲 ’性 に ス 八 な よ た て
与 察 ま 求 心 な 利 ト） り う が 居
え に せ を を 性 己 の な に た り
る 含 ん 起 訓 格 心 制 さ ’の ま
の ま 。さ 練 を ’度 い あ 天 す
で れ せ し 目 貧 は 〃 な の 。

強 す 解 示 生 こ こ
調 教 目 第 を 目 第 す 涯 目 第 と と 目
す 会 的 の 二 深 的 二 。に 的 十 を は 的
る 制 平 十 め 十 ．。度 こ 安 一 る 兄 課

の の 。課 。弟

機 地 愛教
能 上 要 の 会
のに 約 意福
重 平 ’ 義 祉
要 和 人 と計

畿 恩 暮画
割 た の の
を ら 中 理

本 九 指人
質 教課摘 間 神
的 会 す の権
な内教 る経 の
もの会 。験機
の 活 活 の 能

で 動 動 す を
あ は の べ 活
る ’価 て 動
こ 完 値 を さ
と 全 含 せ

を な む る

む

恵

か 町 し 部 け 屋 し ざ つ は 他 人 す な （
ら 中 ま 屋 そ さ が ま い そ ら し 人 に と い ４７０
Ｌ ．さ す を れ Ｌ ほ す ま こ が か の き 言 か 頁

と が と 借 で と し と す で 来 か も び い と よ
言 し ’ り 私 言 い ’ 。 宿 る ’ の し ま き り
い ま そ る が い よ そ あ 屋 な 何 は く し き 続
返 わ の こ 「 ．ま ｏ の な の ら か 何 食 た ま き
し つ 女 と か し も ：女 た 主 ’ の 一 っ が し ）
ま た は が ま た し は に 人 わ 伝 つ て ’た

０ － Ｏ

し あ 「 で い
た げ で き ま
。 く も る せ

’ お と ん

よ 前 思 ’
う さ い 何
や ん ま で
く に す も
こ は 。 な
ご で ち い

で き よ ．で
一 な う す

つ い ど ｏ

だ さ 同 ど
け 。 じ こ

見 わ よ か
つ た う ほ

け し に か
た た Ｌ で
ん ．ち と 一

だ．は ．申 つ

＿ 「 は が た 染 入 か そ
つ ど ま 「 し 病 れ か の す

部 う だ ま や に さ り 場 る
屋 だ 一 あ ど か せ 「 に と
が つ っ ’ こ か な わ 居 宿
と て 大 ま か っ い た た 屋
れ か き あ へ て か し 一 の
な ま な 奥 出 い ら が 人 主
き わ お さ て る 。 こ の 人
や な 部 ん 行 こ そ こ 女 は
’い 屋 。 く と の に は ’

ほ 。が そ よ 受 子 泊 こ そ
か わ あ う Ｌ け 供 っ れ れ
へ た り し と 合 た た を は

行 し ま な 言 い ち ん 聞 お
く や す く い さ は だ く や
よ 二 か て ま 。百 よ と す
。つ ら も し も 日 。 宿 い

そ と Ｌ よ た し ぜ だ 屋 御
れ も と う 。 そ き か の 用
だ 部 申 ご． い か ら 主．．で

趣
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４． ｎｕｒｓｅ ９． ｊｕｄｇｅ １４．１ａｗ ｙｅｒ １９． ｃｌａｓｓ

５． ｓｔ６ｒｅ ． １０． ｅｎｇｉｎｅｅｒ １５． ｗ ｏｍ ａｎ ２０． ｄｅｎｔｉｓｔ

３． Ｃｈａｎｇｅ ｔｈｅｓｅ ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ ｆｒｏ．ｍｓｉｎｇｕｌａｒ ｔｏ ｐｌｕｒａＬ Ｔ ｈｅｎ ｍ ａｋｅ ａ ｓｅｎｔｅｎ ｃｅ

ｗ ｉ亡ｈ 訪 ８ｒ８ α７ビ ａｎｄ ｅａｃｈ ｐｌｕｒａｌ ｆｏｒｍ ．

Ｅｘａｍ ｐ星ｅ＝ ａ ｂｌａｃｋ ｐｅｎ

ｔｗ ｏ 二 ｔｗ ｏ ｂｌａｃｋ ｐｅｎｓ． Ｔ ｈｅｒｅ ａｒｅ ｔｗ ｏ ｂ皇参ｃｋ ｐｅｎ忌 ｉｎ ｔｈｅ ｄｅｓｋ．

１

『
ｏ
等．

し



： １

１

２

ヒ

」

ｉＩ

１

ヨ

ｉ

１

◎

１． ａ ｌａｒｇｅ ｈｏｕｓｅ

２． ａ ｓｍ ａｎ ｂｅｄｒｏｏｍ

３． ａ ｐｒｅｔｔｙ ｇｉｒ乳

４， ａ ｙｅｌｌｏｗ ｐｅｎｃｉ夏

５． ａｎ ｏＩｄ ｃｈａｉτ

ｔｗ Ｏ

ｔｈｒｅｅ

ｆｏｕｒ

丘ｖｅ

ｓｉｘ

６．

７．

８．

９．

１０．

ａ ｇｒｅｅｎ ｎｏｔｅｂｏ・ｋ

ａ ｂｒｏｗ ｎ ｄｅ５ｋ

ａｎ ｉｎ【ｅｒｅｓｔｉｎｇ ｂ ｏｏｋ

ａ ｎｅｗ ｓｔｕｄｅｎ ｔ

ａ ｔａＵ ｂｏｙ

．Ｗ ｏｒｄ Ｔ ａｌｅ ｏｒ Ｔ ａｉｌ～

（Ｃｈｏｏｓｅ ｔｈｅ ｃｏ ｒｒｅｃｔ ｗ ｏｒｄ）

Ｔ ｈｉｓ ｉｓ ｔｈｅ （ｔａｉｌ， ｔａｌｅ） ｏｆ ｔｗ ｏ ｂｅａｒｓ

ｎａｍ ｅｄ Ｔ ｅｄｄｙ ａｎｄ Ｍ ｏｌｌｙ． （Ｗ ｏｎ， ｏｎｅ）

ｄａｙ 出 ｅｙ ｗ ｅｎｔ ｆｏｒ ａ （ｓａｉｌ， ｓａｌｅ） ｉｎ ａ

ｂｒｉｇｈし （ｒｅａｄ， ｒｅｄ） ｗ ａｓｈｔｕｂ． Ａ ｔ ｆｉｒｓｔ ａＵ

ｗ ａｓ 向ｕｉｅｔ ａｎδ ｃａｌｍ ． Ｂ ｕｔ ｓｏｏｎ， （ａｌａｓ， ａ 正ａｓｓ）

ａｎ ｄ ｔｈｅ ｔｕｂ ｂｅｇａｎ ｔｏ ｔｉｐ．Ｗ ａヒｅｒ ｓｔａｒｔｅｄ ｔｏ

（ｆｅａち ｆｅｅｔ） ｇｏｔ ａｌｌ ｗｅｔ．
ＲＨ

ｅｌｐ ｌｈ ｅｌｐ！” ｔｈｅｙ Ｃａｌｌｅｄ， ｂｕｔ 山 ｅｒｅ ｗ ａｓ

ａｎｙ ｗ ｈｅｒｅ．

Ａ ｔ ｌａｓｔ ｔｈｅ ｗ ｉｎｄ （ｓｔｏｐｐｅｄ， ｓｔｏｏｐｅｄ＞ ａｎｄ

Ｔ ｈｅｙ ｓａｌｅｄ ｑ．ｕｉｃｋ艮ｙ ｆｏｒ ｈｏｍ ｅ

ｆｕｎ，” ｓａ ｄ Ｍ ｏｌｌｙ ｔｏ Ｔ ｅｄｄｙ， 曜曜ｂｕピ Ｉ ｄｏｎＦｔ ｔｈｉｎｋ

ｔｈ毘 ｗ ） ｔ ａｇ ａｉｎ ！．” ． ．．．．．

Ｗ ｈａｔ ｉｓ Ｍ ＩＡ ～

ｓｅｖｅｎ

ｅｉｇｈｔ

ｎｉｎｅ

ｍ ａｎｙ

ｓｅｖｅｒａ夏

ｔｈｅ ｗ ｉｎｄ ｂｅｇａｎ ｔｏ ｂｌｏｗ

（ｐｏｒｅ，ｐｏｕｒ） ｉｎ，ａｎｄ ．Ｍ ｏＵゾ ｓ

ｎｏ ｈｅ童ｐ ｉｎ （ｓｉｇｈｔ， ｓｉｔｅ）

ｔｈｅ ｓｋｙ ｂｅｇｅｎ ｔｏ ｄ ｅａｒ．

ａｎｄ ｇｏｔ ｔｈｅｒｅ ｓａｆｅｒｙ． 鴨曜Ｔ ｈａｔ ｗ ａｓ ａ ｌｏｔ ｏｆ

Ｉ’ｄ ｗ ａｎ ｔ ｔｏ ｇｏ （ｔｈｒｏｕｇｈ，

３ｒｄ Ｗ ｅｅ匙

１． Ｃ ｏｖｅｒ ｔｈｉｒｄ ｐａｒヒ ｏｆ ｓｔｏｒｙ． Ｔ ｒｙ ｔｏ ｐｉｃｔｕｒｅ ｉｎ ｔｈｅ ｓｔｕｄｅｎ ｔｓ ｍ ｉｎｄｓ ｔｈｅ

ｔｙｐｅ ｏｆ ｃａｂｌｅ ｃａ【 ｂｅｉｎｇ ｄｉｓｃｕｓｓｅｄ． Ｃ ｏｍ ｐａｒｅ ｉｆ ｐｏｓｓｉｂｌｅ ｗ ｌしｈ Ｊａｐａｎｅｓｅ

Ｒ ａｉｌｒｏａｄｌ

２． Ｔ ｈｅ Ｖ ｅｒｂ Ｚゴたθ． Ｒ ｅｐｅａｔ＝

Ｐ ｏ８５ Ｊｏｈｎ ’ｆ々 ｅ Ｂ ｅｔｔｙ ～

Ｐ ｏ８５ Ｂｅｔｔｙ ‘議 惣 Ｊｏｈ ｎ２

Ｄ ｏ ｙｏｈ Ｊ薦 ８ ｔｈａｔ ｐｉｃｔｕｒｅＰ

Ｄ ｏ ｔｈｅ ｓｔｕｄｅｎｔｓ 嵌 ６ Ｅ ｎｇｌｉｓｈＰ

Ｄ ｏ ｙｏｕ ～漉 θ ’ｏ ｓｐｅａｋ Ｅｎｇ１ｉｓｈ ～

Ｄ ・８５ ｙｏｕｒ ｆａｔｈｅｒ Ｊ惚 如 ｓｉｎｇ～

Ｐ ｏ ｔｈｅ ｇｉｒｌｓ 〃 為θ ‘ｏ ｔａｌｋ ２

１）ｏ ｔｈｅ ｂｏｙｓ あ々８ ’ｏ ｒππ ～

Ａ ． Ｔ ｈｅ ｓｕｂｊｅｃｔ ｏｆ ｔｈｅ ｖｅｒｂ ♂ゼ々 ８

Ｔ ｈｅ ｃｏｍ ｐｌｅｍ ｅｎｔ ｉｓ

Ｂ 。 Ｔ ｈｅ ｖｅｒｂ ’漉 θ ｉＳ Ｑｆヒｅｎ

ａ ｐｅｒｓｏｎ， ａｎｉｍ ａ置 ・ｒ ｔｈ

ｆｏｌｌｏｗ ｅｄ

Ｙ ｅｓ， ｈｅ Ｊご々 ８ Ｂ ｅｔｔｙ．

Ｙ ｅｓ， ｓｈｅ ’εた８５ Ｊｏｈ ｎ．

Ｙ ｅｓ， １ ‘ガ々 ８ ｔｈａｔ ｐｉｃｍ ｒｅ ｖｅｒｙ ｍ ｕｃｈ．

Ｙ ｅｓ， ｔｈｅｙ ’ｆ々 ８ ．Ｅ ｎｇｌｉｓｈ ｖｅｒｙ ｍ ｕｃト．

Ｙ ｅｓ， １ ’ご々 ８ ’ｏ ｓｐｅａｋ Ｅ ｎｇＨ ｓｈ．

Ｙ ｅｓ，ｈｅ 燥 ε５ ’ｇ ｓｉｎｇ．

Ｙ ｅｓ， ｔｈｅｙ Ｊ涜 ８ ω ｔａｌｋ．

Ｙ ｅｓ，ｔｈｅｙ 磁 ε ．’ｏ ｒｕｎ ．

ｉｓ ａｌｗ ａｙｓ ａ ｐｅｒｓｏｎ ｏ ｒ ａｎ ａｎ三ｍ ａｌ．

ｉｎｇ．

ｂｙ ‘σ ａｎｄ ｔｈｅ ｓｉｍ ｐｌｅ．ｆｏｒｍ ｏｆ

δ

１

ａｎｏしｈｅｒ ｖｅｒｂ， Ｔ ｈｅ ｓｅｃｏｎｄ ｖｅｒｂ ｗ ｋｈ ｆｏ ｉヨ ｔｈｅ ｃｏｍ ｐｌ６ｍ ｅｎｔ ｏｆ Ｊ鋤 ８．

Ｃ ．Ｍ ａｋｅ ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ ｗ ｉ【ｈ ｉｉｋｅ， ｕｓｉｎｇ ｔｈｅ ｄｉ施 ｒｅｎｔ ｓｕｂｊｅｃｔｓ ａｎｄ ｃｏｍ ．

ｐｌｅｍ ｅｎｔｓ ｉｎｄｉｃａｔｅｄ ｂ已ｌｏｗ ， Ｔ ｈｅｎ ａｎｓｗ ｅｒ ｅａｃｈ ｑｕｅ８ｔｉｏｎ ｉｎ ｔｈｅ ａ缶 ｒｍ ａｔｉｖｅ．

Ｅｘａｍ ｐｌｅ ｌ ｙｏｕ － ｔｈａｔ ｍ ａｐ，

Ｄ ｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ ｔｈａｔ ｍ ａｐ ～

１。 Ｇ ｅｏｒｇｅ － Ｄ τ． Ｃｌａｒｋ

２． Ｄ ｒ． Ｃ ｌａｒｋ － Ｇ ｅｏｒｇｅ

３． Ｍ ａｒｙ－ ｔｈａｔ ａｃｔｏｒ

４． Ｍ ａｒｙ－ Ｆ ｒｅｎｃｈ

５． ｔｈｅ ｂｏｙｓ一 重ｈｏｓｅ ｍ ａＰｓ

６， ｔｈｅ

Ｙ ｅｓ，

ｇｉｒｌｓ－ ｔｈｏｓｅ ｐｉｃｔｕｒｅｓ ．

３． Ｉｒ爬 ｇｕＩａｒ Ｖ ｅｒｂ Ｆ ｏｒｍ ｓ ｉｎ ｔｈｅ Ｔ ｈ

ｈａｖｅ－ ｉｔ ｈａｓ

ｄ ｏ－ ｈｅ ｄｏｅｓ

ｇｏ － ｈｅ ｇｏｅｓ

ｃｏｐｙ－ ｈｅ ｃｏｐｉｅｓ

ｓｔｕｄｙ － ｈｅ ｓｔｕｄｉｅｓ

Ｅ ｘａｍ ｐｌｅｌ Ｉ ｇｏ ｔｏ ｔｈｅ ｓｔｏ ｒｅ ｅｖｅｖｙ ｄａｙ． Ｍ ｒｓ． Ｓｃｏｔｔ＿

Ｍ
．ｒｓ．Ｓ ｃｏｔｔ ｇｏｅｓ ｔｏ ｔｈｅ ｓｔｏｒｅ ｅｖｅｒｙ ｄａｙ．

Ｓ．ｈｅ ｇｏｅｓ．ｔｏ ｔｈｅ ｓしｏｒｅ ｅｖｅｒｙ ｄａｙ．

１． Ｉ ｇｏ ｔｏ ｔｈｅ ｏ丑『ｃｅ ｅｖｅｒｙ ｄａｙ．Ｍ ｒ． Ｓｃｏｔｔ ． Ｈ ｅ

２．Ｗ ｅ ｓｔｕｄｙ ｔｈｅ ｉｅｓｓｏｎ ｅｖｅｒｙ ｄａｙ． Ｊｏｈｎ ． Ｈ ｅ

３．Ｗ ｅ ｃｏｐｙ ｔｈｅ ｓｅｎｔｅｎｃｅｓ． Ｇ ｅｏｒｇｅ ． Ｈ ｅ ．

４．Ｗ ｅ ｄｏ ｔｈｅ ｅｘｃｅｒｃｉｓｅｓ ｉｎ ｃｌａｓｓ．Ｔ ｈｅ ｔｅａｃｈｅｒ ，

（Ｈ ａｖｅ ｃｌａｓｓ ｍ ａｋ ｅ ｕｐ

４．Ｐ ｏｓｓｅｓｓｉｖｅ Ａ ｄｊｅｃｔｉｖｅｓ．

１ － ｍ ｙ

Ｙ ｏｕ － ｙｏｕｒ

Ｈ ｅ－ ｈｌｓ

Ｓｈｅ － ｈｅｒ

Ｉｔ－ ｉｔｓ

Ｗ ｅ － ｏｕｒ

Ｙ ｏｕ － ｙｏｕｒ

Ｔ ｈｅｙ 一 出 ｅｉｒ

Ｉ ｈｋｅ ｔｈａｔ ｍ ａｐ ｖｅｒｙ ｍ ｕｃｈ．

７． ｙｏｕ － ｔｈａｔ ｓｔｏｒｅ

８． ｙｏｕ － ｔｈｏｓｅ ｃ！ｅ「ｋｓ

９． ｙｏｕ － ｔｈａｔ ｒａｄｉｏ

１０． ｙｏｕ － Ｅ ｎｇｌｉｓｈ

１１． ｔｈｅ ｔｅａｃｈｅｒ－ ｔｈ ｉｓ ｂｏｏｋ

１２． ｔｈｅ ｔｅａｃｈｅｒ－ ｔｈ ｉｓ ｃｉａｓｓ

ｉｒｄ Ｐｅｒｓｏｎ Ｓｉｎｇｕｌａｒ ．

ｔｅａｃｈ － ｓｈｅ ｔｅａｃｈｅｓ

ｃｌｏｓｅ － ｓ．ｈｅ ｃｌｏｓｅｓ

ｅｒａｓｅ － ｓｈｅ ｅｒａｓｅｓ

ｐｒｏｎｏｕｎｃｅ － ｓｈｅ ｐｒｏｎｏｕｎｃｅｓ

ａｄｄｉｔｉｏｎａＩｅｘａｍ ｐｌｅｓ．）

Ｒ ｅｐｅａヒ ａｆｔｅｒ ヒｅａｃｈｅｒ：

Ｉ ｈａｖｅ 〃り ｂｏｏｋ （５）．

ｙｏｕ ｈａｖｅ ｙ ｏ群 ｋｅｙ（ｓ）．

Ｈ ｅ ｈａｓ ゐ ’５ ｐｅｎ （ｓ）．

Ｓｈｅ ｈａｓ ゐ８ｒ ｐｅｎｃｉｌ（ｓ）．．

Ａ ｙｅａｒ ｈａｓ ｆ‘５ ｓｅａｇｏｎ ｓ．

Ｗ ｅ ｈａｖｅ ｏπｒ ｍ ａｐ（ｓ）．

Ｙ ｏｕ ｈａｖｅ ンｏπｒ ｄｏ９ （ｓ）．

Ｔｈｅｙ ｈａｖｅ 漉 ８∫ｒ ｏ田 ｃｅ （ｓ）．

Ｈ ａｖｅ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ｇｉｖｅ ｅｘａｍ ｐｌｅｓ ｏｆ ｓｅｎｔｅｎｃｅｓ．

．Ｓ ｈｅ

Ｓｈｅ一

ｌ

ａ
寸

１



５． Ｍ ａｔｃｈ ｅａｃｈ ｔｏ ａ ｎａｍ ｅ ｉｎ ｔｈｅ ｓｅｃｏｎｄ ｉｉｓｔ

１． Ａ ｓｔｕｆｆｅｄ ｔｏｙ ａｎｉｍ ａＬ

２． Ａ ｓｍ ａｌｌ ｓｐｒｉｎｇ ｑｏｗ ｅｒ．

３． Ａ ｐｒｅｃｉｏｕｓ ｒｅｄ ｊｅｗ ｅ１．

４． Ａ ｂｉｒｄ ｔｈａｔ ｌｉｋｅｓ ｃｒａｃｋｅｒｓ．

５． Ａ ｌｌｔｔｌｅ ｃａｔ．

６．Ａ ｋｉｎｄ ｏｆ ｎｕｔ，

７・ ρｈｒｉｓｔｍ ａｓ ｓｏｎｇ

８． Ａ ｍ ｏ皿ｔｈ

Ｍ ＩＡ ｍ ｉａ Ｍ ＩＡ ｍ ｉａ Ｍ ＩＡ ｍ ｌａ Ｍ ＩＡ ｍ ｉａ Ｍ ＩＡ

Ｍ ａｙ，Ｊｕｎｅ

Ｃａｒｏｌ

Ｔｅｄｄｙ

Ｖｉｏ亘ｅｔ

Ｈａｚｅ正

Ｐｏｌｌｙ

Ｋｉｔｔｙ

Ｒｕｂｙ

４ｔｈ Ｗ ｅｅｋ

ユ． Ｃ ｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ ｏｎ ４ヒｈ ｓｅｃｔｉｏｎ ｏｆ ｓｔｏｒｙ， ｗ ｌｔｈ ｔｋ６ｒｏｕｇｈ ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆ ｗ ｏｒｄ

ａｎ 口 ｃｏｎｔｅｘｔ ｍ ｅａｎｉｎｇｓ， Ｒ ｅａｄ ｗ ｈ．ｃｌｅ ｓｔｏｒｙ ｉｎ Ｊａｐａｎｅｓｅ ａｎｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ．

Ｒ ｅａｄ ｐｈｒａｓｅ ｂｙ ｐｈｒａｓｅ．ｈａｖｅ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ｃｌｏｓｅ ｅｙｅｓ ａｎｄ ｒｅｐｅａｔ ａｆｔｅｒ ｙｏｕ．

２． Ｐｒｅｐｏｓｉｔｉｏｎｓ： ｉｎ， ｏｎ， ａｔ， ｔＱ， ｎｅａｒ．

Ｅ ｘａｍ ｐｌｅ： Ｔ ｈｅｒｅ ａｒｅ ｍ ａｎｙ ｅｘｅｒｃｉｓｅｓ ｔｈｉｓ ｂｏｏｋ

Ｔ ｈｅｒｅ ａｒｅ ｍ ａｎｙ．ｅｘｅｒｃｉｓｅｓ ｉｎ ｔｈｉｓ ｂ ＱＱｋ．

１．Ｔ ｈ ｉｓ ｅｘｅｒｃｉｓｅ ｉｓ ＿ ｐａｇｅ ｎｉｎｅ亡ｙ・丘ｖｅ．

２． Ａ ｒｅ ｔｈｅ ｋｅｙｓ ｔｂｅ ｄｅｓｋ ～ Ｎ ｏ， ｔｈｅゾ ｒｅ ｔｈｅ ｄｅｓｋ，

３． Ｔ ｈｅｒｅ電ｓ ａ とｅｌｅｐｈｏｎｅ ｔｈｅ ｔａｂ星ｅ ｔｈｅ ｃｏｒｎｅｒ．

４． Ｉｓ Ｊｏｈｎ ｇｏｉｎｇ ｃｌａｓｓ ｎｏｗ ～ Ｎ ｏ， ｈｅ’ｓ ｇｏｉｎｇ ｔｈｅ ｌｉｂｒａｒｙ．
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英会話テキス ト用

貴方 は貴方のペ ッ トを親切にあつか っていますか ？

動物、特 にペ ッ トの場合常 に親切 に愛を以で、あつかわれねばな りません。彼 らは決 し

てい じめ られた り、苦 しめられた りす べきではあ りませ ん。最 も成 功 した動物訓練者は愛

と忍耐 とそれに堅実 さを併せ持つ こ とが動物 に トリックを教えこみ進府で従 うよ うに させ

る最上 の道であ ることを知 っています。 １人 の動物訓練者が曾て言い ま した。

“訓練 を成功 させ る ３つの鍵 は
、多 くの親切 と多 くの愛 と多 くのが まんで あ ります”

この同 じ３つの鍵は、親友 を保つ秘決で はないで しよ うか ？ 誰 もい じめられ ることを

好む人はい ません、動物で も同様で あります。

アフ リカの西側にオ グウエと呼ばれる広い黄色な河があ ります。 この河は世界で或最 も

広 い密生 した ジャングルの中 を流れています。蛇や猿や豹 も鰐が うようよして居 り、野獣

のほえ叫ぶ声が恐 ろ しくこだま してい ます 。 この大 きな河の岸 の或一地点が切開かれて、

その殆 どが ジャングルの材料で造 られたい ろい ろの大 きさの建物が建 って居 ります。 ここ．

が曾て恐怖 とテロの支配 した ジャングルの中心に愛 と親切 を もた ら した、アルバー ト・シ

ュウイッツア博 士の家 と病院であ ります。彼の親切は この地方の土人や、 ジャングルの土

人一や空 の島に示 されま した。土人たちは、その家族 の内の病 入た ちを彼 の処 え伴 って来 ま

した。又 同様に助けを必要 とす るジャングルの動物 もつれて来 ま した。

シュワイ ッツア博士 の成功 と名声は動物 と入間に対する彼 の大 きな親切 によるのであ り

ます。彼 は次の ような言葉を引用 した。

域 物体又は芸術 的作品を破壊 した少年 は野蛮人 と呼ばれ る。けれ ども生長 した大人た

ちは野生 のい ろいろな種類ゐ生命を破壊 して スポーツマ ンと呼ばれてい る”

動物 に対 して思 いや りと尊敬の念を持 ってい る人は如何 なる名 目によ って もそ のような

破壊を起 さないで しょう。

１８７０年代の早期にア ン ドル ー ・Ｓ ・ハ リデ ィと言 う人が、 カ リフオルニヤ、サ ンフラン

シスコのすべ る街道の上で街道車を曳 いてい た馬が、つまついて ころんだのを見守 りま し

た。海 （大洋） の方か ら濃霧が たちこめて来 て市 を覆 うと、何処で も湿気 の層 をな して し

まうので あ ります。街道 に敷かれ石は非常 にすべ るようになるのです。屡 々馬 は市の街道

を重い荷 を積んで車を曳 いてい る時に くた くたにな って しまうのであ ります。彼 らはぬれ

た表面にすべっで ころんで しまうのであ ります。 ．
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鯵嗣

暮

夢

ハ リディ氏 は金属性の綱、ケーブルの製作者で あ りま した。苦闘す る馬 と展 び行 く市の

トと

周辺のけわ しい 岡々に就ての彼 の関心は、彼のケーブルを何 とか、 くふ う して用い ること

によって馬の重荷 を取除 くことを考 えさせた。彼 は間 もなく有用 なケーブル ・レール ウエ

イ ・カーを設 計 した。非常な努力 と多 くの話合いの後 に、ハ リデ ィ氏は彼の考 案 を 発 展

（実現）させ る為に進 んで支払いをなそう とする或 人々を見出 しま した。 この事が有名 なサ

ンフ ランシスコのケーブル カーの始 ま りで あ りま した。

ハ リデイ氏がアメ リカ合衆国の西海岸で、動物に不正が為 されてい る ことに就て考 えて

いるの と殆 ど同 じ時にこの国 の東海岸 に、 もう １人の人が動物 を援け保護す る為に新 しく

組織 された団体を強 化する為 に一 生懸命働 らいていま した。 この人はヘ ン リー ・パ フ氏で

彼は英 国に旅行 し、動物虐待防止団体 （ローヤル ・動物愛護協会） と知 り合い とな りま し

た。パ フ氏 は数ケ月英 国の この協会に就 て学んでか らニ ューヨークに航行 し、 アメ リカ合

衆国に同様の組織を設立 したのであ ります。

時は １８６５年、 丁度 アブラハ ム ・リンカー ンが暗殺 され たばか りであ りま した。 街道 の

車、馬車、幌車及びすべての 「型 の運搬車 は馬に よって曳 かれてい ま した。 あらゆ る種類

の動物 が多 くの持主 又は取扱人に よって残酷 に取扱われてい ま した。丁度 サ ンフランジス

コと同様 に馬 は積み過 ぎた街道の車 を無理 に曳か されていたので あります。裕福な人 々は

屡 々、びよ うをち ｂばめた皮片 を馬の口にはめて館が頭 を高 くあげて揚 々と歩 き廻 るよう

に します。牛や羊は汽車に ぎっ しりと積み込 まれ、その為、多 くの羊が窒息 と渇 と飢 餓

と、の ざら しの結果、死んで行 ったのであ ります 。病気で死にそのな動物が街頭 に出向い

て うろつ き廻 ってい ま した。何 となれば これが それか ら免 れる最 も容易 な道 であったか ら

であ ります。

このような動物 に対す る残 酷 さはヘ ン リー ・パ フを して彼の生涯 と金銭 をアメ リカ動物

愛護協 会の設置 に献身 させたので あ ります。或 人々は彼 の努力 を支持 しま した。けれ ども

多 くの者が貧欲 と無関心の為に彼 の敵 とな ったので あ ります。

ヘ ンリー ・パフのやむ こ とな き努力 と動物が親 切に取扱われ るのを見たい と言 う燃 ゆる

ような望みは多 くの州 を して今 日動物愛護の為の虐待禁止法 を持つに至 ら しめたので あ り

ます。

貴方は貴方 のペ ッ トを親切に扱 ってい ますか ？ 貴方は貴方の家族、友入及びその他の

人 たちをどの ように取扱．っていますか ？
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教 義 と 聖 約

高 価 な る真珠
モ ル モ ン 経

警齪 。『譲 合木
モ ル モ ン 経 （新 訳）

上質革製合本 １ １ ０ ０ 円

信仰箇条の研究
モルモンとは ？ （新版）

総合聖句の手引
日本系図探究要覧

アロン神権者用学科課程

メルケゼデク神権、教師と生徒用
「モルモン経の読み方の手引」

ナザ レのイエス

正 しい 日本史

家 督 権 の 祝福

料 理 の作 り方

求 道 者 教 育法

神 の 王 国

３ ０ ０ 円

３ ０ ０ 円

３ ３ ０ 円

１ ５ ０ 円

１ ５ ０ 円

１ ０ ０ 円

１ ５ ０ 円

２ ０ ０ 円

１ ０ ０ 円

１０ ０ 円

１ ０ ０ 円

５ ０ 円

イ 系 ス ・キ リ ス ト

モルモン経物語

旧、約 聖 書 物語
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２ ０ ０ 円

我 らは 信 じる

我 らは奉仕する
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４ ０ ０ 円
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